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「
Ｎ
Ｏ
」
と
い
う
沖
縄

「
基
地
は
も
う
こ
れ
以
上
い
ら
な
い
」玉城知事初来米
NY大で講演

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
風
物
詩
と
も
い
え
る

ラ
ジ
オ
・
シ
テ
ィ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
ス
ペ
キ
ュ
タ
ク
ラ
ー
」
が
15
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
名
物
ロ
ケ

ッ
ツ
と
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ダ
ン
サ
ー
が
繰
り
広
げ
る
華
麗
な
舞
台
は

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
お
と
ぎ
の
世
界
。
50
人
以
上
が
出

演
す
る
ダ
ン
サ
ー
の
な
か
で
唯
一
の
ア
ジ
ア
人
、
し
か
も
日
本
人

女
性
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
舞
台
に
立
っ
て
い
る
。
ダ
ン
サ
ー
の

小
髙
亜
梨
沙
さ
ん
（
35
、
東
京
都
出
身
）
だ
。
３
年
前
に
は
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
王
様
と
私
」
で
渡
辺
謙
と
も
共
演

し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
９
年
目
で
掴
ん
だ
２
回
目
の
夢
の

舞
台
。
１
月
１
日
の
最
終
公
演
ま
で
毎
週
木
曜
以
外
は
連
日
ス
テ

ー
ジ
に
立
ち
続
け
る
。
　
　
　
　
　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

小髙亜梨沙さん
ダンサーで出演する

ラ
ジ
オ
シ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
に
日
本
人
女
性

Ｘ
マ
ス
公
演

週刊NY生活ウェブ版を刷新
本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
創
刊
７
０

０
号
を
記
念
し
、
従
来
の
「
デ
ジ
タ
ル
版
」

を
刷
新
し
、
「
ウ
ェ
ブ
版
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
紙
面
と
同
じ
レ
イ
ア
ウ

ト
で
読
め
る
ペ
ー
ジ
は
、
ス
ラ
イ
ド
し
て

迅
速
に
読
め
、
ス
マ
ホ
で
も
記
事
の
文
字

の
拡
大
縮
小
が
自
由
自
在
で
す
。
注
目
度

の
高
い
話
題
を
写
真
と
記
事
全
文
で
紹
介

し
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
い
ま
何
が
起

き
て
い
る
の
か
、
何
が
ホ
ッ
ト
な
話
題
な

の
か
が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
バ
ッ
ク
ナ

ン
バ
ー
の
閲
覧
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
印
刷
も
こ
れ
ま

で
以
上
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
す
。

ま
た
新
企
画
と
し
て
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ア
ー

ト
の
街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個
展
な
ど
を
開

催
し
、
本
紙
で
記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た

作
家
の
皆
さ
ん
の
中
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

ウ
ェ
ブ
版
内
の
紙
上
オ
ン
ラ
イ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
継
続
的
に
展
示
し
て
参
り
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
版
の
ア
ド
レ
ス
は

w
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社
　
告

見
や
す
く
内
容
も
充
実

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

Xマス公演開幕ビラを配るスタッフ

玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事

が
初
来
米
し
11
日
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
で
「
多
様
性
の

力
、
民
主
主
義
の
誇
り
」
と

題
し
て
講
演
し
た
。
在
米
沖

縄
県
出
身
者
や
米
国
市
民
ら

を
前
に
、
名
護
市
辺
野
古
で

の
日
本
政
府
が
進
め
る
新
米

軍
基
地
建
設
の
強
硬
策
を
批

判
し
、
米
国
市
民
に
直
接
沖

縄
県
の
基
地
問
題
に
関
す
る

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

こ
の
中
で
沖
縄
だ
け
が
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
意
義
申
し
立
て
が
国

と
法
律
に
よ
っ
て
門
が
閉
ざ

さ
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、

民
主
主
義
国
家
と
し
て
の
疑

問
を
呈
し
た
。

同
知
事
は
国
会
議
員
時
代

に
３
回
、
２
０
０
９
年
か
ら

18
年
ま
で
来
米
経
験
が
あ
る

が
10
月
４
日
に
知
事
に
就
任

し
て
今
回
が
初
の
来
米
と
な

る
。
多
様
性
の
持
つ
力
、
沖

縄
の
民
主
主
義
を
語
る
た
め

「
多
様
性
に
あ
ふ
れ
る
都
市
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
講
演
に
な

っ
た
」
と
語
っ
た
。
同
知
事

は
「
沖
縄
は
戦
後
73
年
、
米

軍
基
地
の
問
題
と
戦
い
続
け

て
い
る
。
名
護
市
辺
野
古
の

新
基
地
建
設
は
後
戻
り
で
き

な
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

新
し
く
知
事
と
な
り
、
新
基

地
建
設
阻
止
へ
今
後
ど
の
よ

う
な
手
段
が
あ
る
の
か
、
日

本
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目
し
て

い
る
。
沖
縄
だ
け
に
解
決
策

を
問
う
の
で
は
な
く
、
日
本

と
ア
メ
リ
カ
の
市
民
が
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
行
動
の

指
針
と
す
る
こ
と
を
望
む
」

と
し
、「
こ
の
対
立
は
、
反
米
、

反
基
地
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
な
主
張
で
は
な
く
、
も

う
こ
れ
以
上
基
地
は
い
ら
な

い
と
い
う
沖
縄
住
民
の
生
活

者
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
声
だ
」

と
訴
え
た
。
同
知
事
は
翌
日

国
連
を
訪
問
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
滞
在
の
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
で
も
同
主
張
を
訴
え
た
。

（
関
連
記
事
５
面
に
）

◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
紀
伊

國
屋
書
店
（
大
手
町
ビ
ル
店
）
で
無
料
配
布
の
ほ
か
、
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

https://nipponexpressusa.com/
http://www.takumijob.com/
http://www.momotaronewyork.com
https://www.nyseikatsu.com/
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こ
の
太
平
洋
横
断
路
線
に
お

け
る
共
同
事
業
の
一
環
と
し
て
、

新
た
に
日
本
国
内
５
都
市
（
成

田
、
新
千
歳
、
福
岡
、
関
空
、

中
部
）
と
ソ
ウ
ル
の
仁
川
（
イ

ン
チ
ョ
ン
）
国
際
空
港
間
の
コ

ー
ド
シ
ェ
ア
便
を
７
便
追
加
。

こ
れ
に
よ
り
、
日
本
│
韓
国
間

の
両
社
の
共
同
運
航
便
は
15
路

線
、
週
約
３
０
０
便
と
拡
大
す

る
。両

者
は
既
に
２
０
１
８
年
６

月
よ
り
成
田
│
ア
ト
ラ
ン
タ
、

デ
ト
ロ
イ
ト
、
シ
ア
ト
ル
、
ポ

ー
ト
ラ
ン
ド
線
、
お
よ
び
名
古

屋
（
中
部
）
│
デ
ト
ロ
イ
ト
線

の
デ
ル
タ
航
空
運
航
便
で
コ
ー

ド
シ
ェ
ア
を
開
始
し
て
お
り
、

２
０
１
９
年
４
月
か
ら
は
仁
川

│
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
、
仁
川
│
ボ

ス
ト
ン
線
が
新
し
く
開
航
す
る
。

今
回
の
日
本
路
線
の
コ
ー
ド
シ

ェ
ア
便
の
拡
大
に
よ
り
、
既
存

の
ア
ジ
ア
36
路
線
、
週
７
５
０

便
、
北
米
３
３
６
路
線
、
週
８

０
０
０
便
、
中
南
米
８
市
場
、

週
１
１
２
便
の
コ
ー
ド
シ
ェ
ア

便
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
（
成
田
）

発
着
の
ホ
ノ
ル
ル
線
に
加
え
、

両
社
あ
わ
せ
て
12
の
米
国
本
土

の
都
市
へ
の
運
航
便
の
利
用
が

可
能
と
な
り
、
日
本
発
着
便
の

利
便
性
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。

米
国
内
路
線
網
で
の
コ
ー
ド
シ

ェ
ア
便
の
拡
大
や
利
用
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
共
有
に
よ
り
、
日
本
の

12
都
市
か
ら
仁
川
空
港
へ
乗
り

入
れ
る
大
韓
航
空
を
利
用
し
て
、

仁
川
経
由
で
米
国
内
の
各
都
市

へ
ス
ム
ー
ズ
に
乗
り
次
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

共
同
運
航
便
を
増
設

デ
ル
タ
航
空
と
大
韓
航
空
の
共
同
事
業

x

デ
ル
タ
航
空
と
大
韓
航
空
が
、
太
平
洋
路
線
に
お
け
る
利
便
性
の
高
い
共
同
事
業
（
ジ
ョ
イ

ン
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー
）
を
開
始
し
、
米
国
と
ア
ジ
ア
間
に
お
い
て
の
路
線
網
の
強
化
と
拡
大
、
業

界
を
リ
ー
ド
す
る
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
、
そ
し
て
、
シ
ー
ム
レ
ス
な
旅
行
体
験
を
提
供
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。

20
年
近
く
に
渡
る
両
者
の
提
携
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
新
た
な
節
目
を
迎
え
る
今
回
の
提
携

拡
大
に
よ
り
、
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
２
９
０
以
上
の
都
市
、
ア
ジ
ア
80
以
上
の
都
市
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
提
供
す
る
広
範
な
路
線
網
を
拡
充
す
る
。
ア
ジ
ア
と
米
国
間
で
１
日
最
大
29
便
を
運

航
す
る
最
も
包
括
的
な
太
平
洋
路
線
網
の
ひ
と
つ
を
構
築
し
、
世
界
ク
ラ
ス
の
空
の
旅
を
提
供
。

今
後
は
米
国
ー
ア
ジ
ア
間
の
乗
り
継
ぎ
の
利
便
性
を
さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
方
針
だ
。

米
国
か
ら
西
日
本
へ
は
仁
川
空
港
経
由
が
よ
り
便
利
に

米
国
か
ら
日
本
行
き
の
路
線

に
関
す
る
と
、
最
終
目
的
地
が

大
阪
よ
り
西
側
の
都
市
と
な
る

場
合
、
さ
ま
ざ
ま
な
選
択
肢
が

出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、

福
岡
や
沖
縄
な
ど
へ
向
か
う
場

合
、
米
国
の
各
都
市
か
ら
仁
川

空
港
を
経
由
し
て
、
西
日
本
の

各
都
市
へ
向
か
う
路
線
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま

で
は
、
成
田
や
羽
田
、
中
部
国

際
空
港
を
経
由
し
、
他
の
航
空

会
社
の
便
へ
乗
り
換
え
て
西
日

本
へ
の
各
都
市
へ
乗
り
継
ぐ
方

法
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
デ
ル

タ
航
空
│
大
韓
航
空
の
コ
ー
ド

シ
ェ
ア
便
を
利
用
す
る
と
い
う

ル
ー
ト
も
新
た
な
選
択
肢
と
し

て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
料
金

も
比
較
的
安
く
設
定
さ
れ
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
も
生
ま
れ
て
く

る
。
仁
川
空
港
か
ら
西
日
本
各

都
市
へ
は
距
離
的
に
近
い
の
で

飛
行
時
間
も
短
い
。
西
日
本
の

各
都
市
か
ら
米
国
へ
向
か
う
場

合
も
、
仁
川
空
港
を
経
由
し
て

米
国
の
各
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
よ
り
便
利
と
な
る
。

西
日
本
へ
は
仁
川
空
港
経
由
で

今
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

ば
か
り
の
仁
川
国
際
空
港
の
第

２
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
最
新
設
備

を
備
え
て
お
り
利
便
性
が
高
い
。

同
空
港
で
の
国
際
便
の
乗
り
継

ぎ
の
際
は
、
入
国
審
査
を
通
る

必
要
も
な
く
、
ま
た
、
預
け
た

荷
物
も
最
終
目
的
地
ま
で
届
け

ら
れ
る
の
で
、
仁
川
で
い
っ
た

ん
荷
物
を
受
け
取
っ
て
ま
た
預

け
直
す
と
い
う
手
間
が
か
か
ら

な
い
。
最
短
約
45
分
で
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
導
線
の
良
さ
が
魅

力
の
ひ
と
つ
で
、
空
港
で
の
エ

ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
を
大
き
く
向

上
さ
せ
た
。

デ
ル
タ
航
空
の
「
ス
カ
イ
マ

イ
ル
」
と
大
韓
航
空
の
「
ス
カ

イ
パ
ス
」
に
お
い
て
も
、
マ
イ

レ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
相
互
特

典
を
改
善
し
、
よ
り
便
利
に
両

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。＊

　
　
＊
　
　
＊

デ
ル
タ
航
空
と
大
韓
航
空
は
、

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
の
拡
大
に

よ
り
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
と

米
国
間
の
世
界
基
準
の
旅
行
体

験
を
提
供
す
る
た
め
、
今
後
も

緊
密
に
協
力
し
更
な
る
改
善
を

続
け
、
利
用
客
に
快
適
な
空
の

旅
を
提
供
し
続
け
て
行
く
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
仁
川
空
港
と

マ
イ
レ
ー
ジ
の
提
携

デルタ航空
アジアマーケット統括部長

横澤昭徳さんの話

「デルタはかつて成田にアジアのハブ機

能を持ち、そこから上海、北京、ソウルな

どの各地に運航していましたが、近年は戦

略が大きく変わりました。主な理由は東ア

ジアから米国への渡航需要が拡大したため

で、デルタにとって日本市場の価値が下が

ったわけではありません。

現在もアジアにおいては日本での売上高

が最も大きく、シアトル−関空便の再開な

ど今後も日本路線は機会があれば増強して

ゆく予定です。その一方で、デルタには大

西洋路線やブラジル、メキシコでの他社と

の共同事業で培った非常に強いビジネスモ

デルがあり、アジアでは大韓航空と中国東

方航空との関係を強化してさらに強固なネ

ットワークを築いてゆく予定です。」

太平洋路線を拡充
delta.com

https://www.delta.com/
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華
や
か
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ

ョ
ー
の
舞
台
裏
で
活
躍
す
る
美

容
師
た
ち
—
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
（
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
）
で
働
く
日
本

人
美
容
師
た
ち
が
い
る
。
ミ
ッ

ド
タ
ウ
ン
の
美
容
室
「
モ
モ
タ

ロ
ー
」
は
、
情
熱
と
才
能
に
恵

ま
れ
た
若
き
美
容
師
に
、
ス
テ

ッ
プ
ア
ッ
プ
の
チ
ャ
ン
ス
を
掴

む
た
め
の
「
道
場
」
を
提
供
し

て
今
年
で
10
年
に
な
る
。

毎
年
の
よ
う
に
Ｎ
Ｙ
Ｆ
Ｗ
で

活
躍
し
て
き
た
、
東
京
青
山
の

サ
ロ
ン
「
マ
ッ
ク
ス
ブ
ロ
ン
ド
」

を
経
営
す
る
波
多
晋
さ
ん
（
50
）

は
、
若
き
日
か
ら
の
夢
だ
っ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ア
カ
デ
ミ
ー

(

Ｎ
Ｙ
Ａ)

を
こ
の
ほ
ど
設
立
、

今
回
初
め
て
26
人
の
熟
練
美
容

師
を
引
率
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
滞
在
し
た
。

６
日
間
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

は
、
「
モ
モ
タ
ロ
ー
」
の
上
田

和
則
さ
ん
が
講
師
と
し
て
日
本

語
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
容
技

術
な
ど
を
指
導
、
体
験
見
学
で

は
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
ト
リ
コ
ミ
の

サ
ロ
ン
や
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
な
ど

約
８
か
所
を
回
っ
た
。

波
多
さ
ん
は
、
「
今
年
は
パ

リ
コ
レ
に
招
か
れ
た
の
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
シ
ョ
ー
を
逃
し

た
」
と
話
す
が
、
誰
も
が
う
ら

や
む
パ
リ
コ
レ
を
「
次
の
山
に

挑
戦
」
と
し
て
新
た
な
目
標
と

す
る
。
日
本
の
美
容
技
術
の
優

れ
る
点
に
つ
い
て
質
問
す
る

と
、
「
繊
細
さ
、
丁
寧
さ
、
モ

デ
ル
に
対
す
る
気
配
り
」
と
し
、

「
シ
ョ
ー
で
は
、
個
々
の
顏
は

違
う
の
で
、
い
か
に
モ
デ
ル
を

輝
か
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
」
と

話
し
て
い
た
。
（
ワ
イ
ン
ス
タ

イ
ン
今
井
絹
江
、
写
真
も
）

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
舞
台
裏

支
え
る
日
本
人
美
容
師
た
ち

こ
の
秋
冬
、
紳
士
服
に
お
き

ま
し
て
は
英
国
伝
統
の
素
材
、

生
地
が
見
直
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
前
回
、
「
ギ
ャ
バ

ジ
ン
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

ギ
ャ
バ
ジ
ン
に
は
、
ウ
ー
ル
と

コ
ッ
ト
ン
の
２
種
類
の
素
材
が

あ
る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
フ
ラ
ン
ネ
ル
に
つ
い

て
書
い
て
み
た
く
思
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ネ
ル
は
極
め
て
英
国
ら

し
い
生
地
で
あ
り
、
一
見
フ
ェ

ル
ト
状
、
醸
し
出
さ
れ
る
雰
囲

気
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
と
い
う
よ
り

正
確
に
は
ス
ポ
ー
テ
ィ
ー
と
い

う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
見
る
か

ら
に
暖
か
み
が
感
じ
ら
れ
、
個

人
的
に
も
大
変
好
き
な
素
材
で

あ
り
、
い
か
に
も
秋
冬
物
と
疑

う
こ
と
も
な
い
の
で
す
が
、
フ

ラ
ン
ネ
ル
、
実
は
夏
物
だ
っ

た
！

と
い
う
歴
史
的
事
実
が

あ
る
の
で
す
ね
。
昔
、
テ
ニ
ス

選
手
が
白
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
ロ

ン
グ
ス
カ
ー
ト
姿
で
プ
レ
ー
し

て
い
た
写
真
を
見
ら
れ
た
こ
と

が
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、

実
は
あ
の
生
地
は
フ
ラ
ン
ネ
ル

だ
っ
た
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
、

ホ
ワ
イ
ト
・
フ
ラ
ン
ネ
ル
で
す

ね
。
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
に
お
い

て
選
手
た
ち
は
皆
フ
ラ
ン
ネ
ル

を
身
に
付
け
て
い
た
の
で
し

た
。
現
代
に
比
べ
て
19
世
紀
か

ら
20
世
紀
始
め
頃
ま
で
は
地
球

が
寒
冷
期
だ
っ
た
よ
う
で
、
そ

の
た
め
世
界
的
に
飢
饉
も
多
か

っ
た
時
代
な
の
だ
そ
う
で
す
。

さ
て
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
に
も
ギ

ャ
バ
ジ
ン
と
同
様
、
ウ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ネ
ル
と
コ
ッ
ト
ン
・
フ

ラ
ン
ネ
ル
の
２
種
類
が
あ
る
の

で
す
が
、
な
ぜ
か
私
た
ち
日
本

人
は
、
つ
ま
り
日
本
に
お
い
て

で
す
が
、
フ
ラ
ン
ネ
ル
地
、
ウ

ー
ル
素
材
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ノ

と
言
い
、
コ
ッ
ト
ン
素
材
の
も

の
は
ネ
ル
と
言
い
習
わ
し
て
い

る
の
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
若

い
方
は
御
存
知
な
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
。
で
も
ど
う
し
て

こ
の
よ
う
な
区
別
の
仕
方
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
？

不
思
議
な
の
で
す
。
皆
さ
ん
、

冬
の
寒
い
日
に
ネ
ル
の
パ
ジ
ャ

マ
、
着
ら
れ
た
こ
と
、
あ
り
ま

す
よ
ね
？

コ
ッ
ト
ン
フ
ラ
ン
ネ
ル
地

は
、
チ
ェ
ッ
ク
柄
の
プ
リ
ン
ト

な
ど
で
秋
冬
用
の
シ
ャ
ツ
に
利

用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
ウ
ー
ル
フ
ラ
ン
ネ
ル
地
は
、

実
に
さ
ま
ざ
ま
、
多
彩
な
使
わ

れ
方
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

男
性
、
女
性
用
を
問
わ
ず
、

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ス
ー
ツ
、
ス
ラ

ッ
ク
ス
、
ス
カ
ー
ト
、
ヴ
ェ
ス

ト
な
ど
な
ど
何
で
も
ご
ざ
れ
。

特
に
ウ
ー
ル
フ
ラ
ン
ネ
ル
地
の

ネ
イ
ヴ
ィ
ー
ブ
レ
イ
ザ
ー
は
定

番
で
、
こ
れ
に
色
違
い
の
グ
レ

ー
の
フ
ラ
ノ
地
の
、d

え
き
れ

ば
濃
い
め
、
明
る
め
、
中
間
と

３
つ
の
異
な
る
ト
ー
ン
の
グ
レ

ー
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
を
お
持
ち
で

す
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
困
る

こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
グ

レ
ー
の
フ
ラ
ン
ネ
ル
の
ス
ー
ツ

も
良
い
で
す
ね
。
こ
の
ス
ー
ツ

こ
そ
、
オ
ン
オ
フ
ど
ち
ら
で
も

着
れ
る
便
利
こ
の
上
な
い
服
な

の
で
す
。
お
休
み
の
日
、
寒
い

よ
う
で
し
た
ら
黒
や
ダ
ー
ク
グ

レ
ー
の
タ
ー
ト
ル
ネ
ッ
ク
を
合

わ
せ
、
靴
も
ス
ウ
ェ
ー
ド
の
靴

な
ど
を
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ

う
。
上
着
に
は
、
チ
ケ
ッ
ト
ポ

ケ
ッ
ト
と
か
チ
ェ
ン
ジ
ポ
ケ
ッ

ト
な
ど
と
言
わ
れ
る
、
小
さ
な

ポ
ケ
ッ
ト
を
付
け
て
み
ら
れ
た

り
さ
れ
ま
す
と
英
国
的
雰
囲
気

が
醸
し
出
さ
れ
、
少
し
堅
い
雰

囲
気
も
と
れ
て
な
か
な
か
良
い

も
の
で
す
。
も
う
半
世
紀
以
上

昔
の
映
画
で
す
が
、
「
グ
レ
ー

フ
ラ
ン
ネ
ル
を
着
た
男
」
と
い

う
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
主
演

の
映
画
が
あ
り
ま
し
た
っ
け
。

そ
れ
で
は
ま
た
。

け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表
を
経

て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
カ

ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム
テ
ー
ラ

ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士
服
に
関

す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。
１
９
５

９
年
生
ま
れ
。

グ
レ
ー
フ
ラ
ン
ネ
ル
を
着
た
男
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アンディ・ウォーホル

回顧展始まる

ホイットニー美術館

１
９
６
０
年
代
の
ポ
ッ
プ
ア

ー
ト
を
牽
引
し
た
ア
ン
デ
ィ
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
（
１
９
２
８
〜
87
）

の
回
顧
展
「A

ndy
W
arhol-

F
rom

A
to
B
an
d
B
ack

A
gain

」
が
12
日
、
ミ
ー
ト
パ

ッ
キ
ン
グ
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美

術
館
（
ガ
ン
ズ
ヴ
ォ
ー
ト
通
り

99
番
地
）
で
始
ま
っ
た
。
生
誕

90
年
を
記
念
し
て
初
期
か
ら
晩

年
ま
で
の
作
品
約
３
５
０
点
か

ら
そ
の
軌
跡
を
辿
る
。
30
年
ぶ

り
の
大
回
顧
展
で
３
月
末
ま
で

開
催
後
、
シ
カ
ゴ
と
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
を
巡
回
予
定
。

５
階
展
示
室
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
ド
ア
が
開
く
と
、
飛
び
込

ん
で
く
る
の
は
迷
彩
柄
の
「
カ

モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
・
ラ
ス
ト
・
サ

パ
ー
」
。
晩
年
作
品
の
ひ
と
つ

で
、
ミ
ラ
ノ
大
聖
堂
の
「
最
後

の
晩
餐
」
の
修
復
時
に
周
囲
を

覆
う
壁
面
と
し
て
委
嘱
さ
れ
た

作
品
だ
。
そ
の
横
に
は
彼
の

「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
の
中
味
。

同
フ
ロ
ア
は
著
名
作
品
や
大
型

作
品
で
ウ
ォ
ー
ホ
ル
一
色
。

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
出
身
の
ウ
ォ

ー
ホ
ル
は
、
大
学
卒
業
後
１
９

４
９
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移

り
、
商
業
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
し
て
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

「
初
期
」
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
靴

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
広
告
画
と
あ

わ
せ
て
、
ゲ
イ
で
あ
る
自
分
と

向
き
合
っ
た
性
を
テ
ー
マ
に
し

た
デ
ッ
サ
ン
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。
続
く
展
示
は
、
キ
ャ

ン
ベ
ル
・
ス
ー
プ
缶
、
コ
カ
・

コ
ー
ラ
な
ど
、
大
量
生
産
を
芸

術
と
し
て
扱
い
時
代
の
寵
児
と

な
っ
た
、
お
な
じ
み
の
作
品
が

一
堂
に
会
す
る
。
「
花
」
は
、

画
廊
の
壁
全
部
を
作
品
で
飾
っ

た
当
時
の
雰
囲
気
を
再
現
し
て

展
示
。
ま
た
、
あ
ま
り
評
価
さ

れ
て
来
な
か
っ
た
70
〜
80
年
代

の
作
品
か
ら
は
、
特
に
「
冷
戦
」

や
「
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
」
問
題
を
扱
っ

た
新
聞
広
告
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

手
描
き
作
品
や
バ
ス
キ
ア
や
へ

リ
ン
グ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
作
品
を
展
示
す
る
。
さ
ら

に
、
３
階
で
は
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ

ル
ド
な
フ
ィ
ル
ム
メ
ー
カ
ー
と

し
て
知
ら
れ
た
珍
し
い
映
像
作

品
を
、
ま
た
１
階
で
は
、
壁
面

四
方
い
っ
ぱ
い
に
さ
ま
ざ
ま
な

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
展
示
す
る
。

入
場
料
は
大
人
25
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
18
ド
ル
、
18
歳
以

下
無
料
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
予
約
入
場

を
奨
励
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

メ
ー
シ
ー
ズ
・
サ
ン
ク
ス
ギ

ビ
ン
グ
・
デ
ー
・
パ
レ
ー
ド
実

行
委
員
会
は
１
日
、
今
年
の
パ

レ
ー
ド
に
参
列
す
る
名
物
の
巨

大
バ
ル
ー
ン
の
リ
ス
ト
を
発
表

し
た
。

メ
ー
シ
ー
ズ
は
「
ブ
ル
ー
・

ス
カ
イ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
シ
リ

ー
ズ
と
題
し
、
毎
年
著
名
な
ク

リ
エ
ー
タ
ー
に
バ
ル
ー
ン
の
デ

ザ
イ
ン
を
依
頼
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
村
上

隆
や
ト
ム
・
オ
タ
ー
ネ
ス
、
ジ

ェ
フ
・
ク
ー
ン
ズ
、
映
画
監
督

の
テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
な
ど
が

賛
同
し
て
い
る
。
今
年
は
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
集
団
の
フ
レ
ン

ズ
・
ウ
ィ
ズ
・
ユ
ー
が
制
作
し

た
、
あ
ど
け
な
い
表
情
の
白
い

雲
「
リ
ト
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
」
が

選
ば
れ
た
。

「
前
向
き
さ
と
陽
気
を
放
つ

柔
ら
か
い
力
を
備
え
た
光
、
平

穏
そ
し
て
ア
ン
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
ル
・
ラ
ブ
」
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
「
リ
ト
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
」

は
、
同
集
団
の
ア
イ
コ
ン
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
名
物
パ
レ
ー
ド
の
参
加

に
関
し
、
フ
レ
ン
ズ
・
ウ
ィ

ズ
・
ユ
ー
の
創
立
者
の
ひ
と

り
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ボ
ー
ク
ソ

ン
氏
は
「
ラ
ヴ
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
リ
ト
ル
・
ク
ラ
ウ
ド
を
見

る
す
べ
て
の
人
に
幸
せ
を
広
げ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
今
年
は
、
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
悟
空
や
、
メ

ー
シ
ー
ズ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
雪
だ
る
ま
の

宇
宙
飛
行
士
「
サ
ニ
ー
・
ザ
・

ス
ノ
ー
パ
ル
」
も
新
た
に
加
わ

る

。

同

リ

ス

ト

の

詳

細

は

m
acy
s.com

を
参
照
。

パ
レ
ー
ド
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ

ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
木

が
10
日
午
前
10
時
頃
、
同
広
場

に
到
着
し
た
。
木
は
高
さ
72
フ

ィ
ー
ト
、
重
さ
12
ト
ン
の
ノ
ル

ウ
ェ
ー
・
ス
プ
ル
ー
ス
（
日
本

名：

オ
ウ
シ
ュ
ウ
ト
ウ
ヒ
）
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
北
部
の
オ
レ

ン
ジ
郡
ウ
ォ
ー
ル
キ
ル
か
ら
約

75
マ
イ
ル
を
１
１
５
フ
ィ
ー
ト

の
フ
ラ
ッ
ト
ベ
ッ
ト
ト
ラ
ッ
ク

を
使
い
二
日
か
け
て
運
ば
れ

た
。ロ

ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

は
毎
年
、
ツ
リ
ー
の
木
を
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
探
し
て
い

る
。
今
年
の
ツ
リ
ー
に
決
ま
っ

た
の
は
ウ
ォ
ー
ル
キ
ル
の
シ
ャ

ー
リ
ー
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア
さ
ん
と

リ
セ
ッ
ト
・
グ
テ
ィ
ア
レ
ス
さ

ん
の
自
宅
に
あ
っ
た
樹
齢
75
年

の
木
。
同
セ
ン
タ
ー
の
エ
リ
ッ

ク
・
ボ
ウ
ゼ
主
任
造
園
師
が
５

年
ほ
ど
前
か
ら
目
を
つ
け
て
お

り
、
今
年
の
夏
頃
か
ら
は
肥
料

を
与
え
て
い
た
。
フ
ィ
ゲ
ロ
ア

さ
ん
た
ち
は
選
ば
れ
て
大
変
喜

ん
で
お
り
、
８
日
に
伐
採
さ
れ

る
前
に
木
に
お
別
れ
の
ハ
グ
を

し
た
と
い
う
。

ツ
リ
ー
の
電
飾
は
建
築
家
の

ダ
ニ
エ
ル
・
リ
ベ
ス
キ
ン
ド
氏

が
手
が
け
、
先
端
の
星
に
は
新

し
い
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ク
リ
ス

タ
ル
製
の
ス
タ
ー
が
設
置
さ

れ
、
約
５
万
個
の
Ｌ
Ｄ
Ｅ
電
球

で
飾
ら
れ
る
。

点
灯
式
は
11
月
28
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
。
来
年
１
月
７

日
ま
で
飾
ら
れ
る
（
点
灯
は
毎

晩
11
時
30
分
ま
で
）
。
そ
の
後

は
貧
困
家
庭
に
住
宅
支
援
を
す

る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ハ
ビ
タ
ッ

ト
・
フ
ォ
ー
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ

ィ
ー
に
寄
付
さ
れ
、
建
材
と
し

て
再
利
用
さ
れ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー

ツ
リ
ー
が
到
着

米
大
手
コ
ミ
ッ
ク
出
版
社

「
マ
ー
ベ
ル
・
コ
ミ
ッ
ク
」
で

「
ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
」
や
「
ハ

ル
ク
」
と
い
っ
た
ス
ー
パ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
を
生
み
出
し
た
ス
タ

ン
・
リ
ー
氏
が
12
日
、
ロ
ザ
ン

ゼ
ル
ス
で
死
去
し
た
。
95
歳
だ

っ
た
。
複
数
の
病
気
を
患
っ
て

い
た
。

日
本
で
は
ア
メ
コ
ミ
（
ア
メ

リ
カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
）
と
呼

ば
れ
る
米
国
漫
画
界
の
巨
匠
。

現
実
社
会
の
中
で
ス
ー
パ
ー
ヒ

ー
ロ
ー
が
活
躍
す
る
と
い
う
設

定
で
数
々
の
ヒ
ー
ロ
ー
を
誕
生

さ
せ
た
。

本
名
は
ス
タ
ン
リ
ー
・
マ
ー

テ
ィ
ン
・
リ
ー
バ
ー
。
１
９
２

２
年
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ル
ー

マ
ニ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
の
家
庭
に

生
ま
れ
る
。
１
９
３
９
年
、
叔

父
が
社
長
を
し
て
い
た
タ
イ
ム

リ
ー
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
（
後
の
マ

ー
ベ
ル
コ
ミ
ッ
ク
）
に
入
社
し
、

当
時
人
気
だ
っ
た
「
キ
ャ
プ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
」
な
ど
コ
ミ
ッ

ク
の
原
作
に
携
わ
っ
た
。
３
年

間
の
兵
役
時
は
陸
軍
の
教
育
用

映
画
の
脚
本
部
に
所
属
し
た
。

マ
ー
ベ
ル
コ
ミ
ッ
ク
に
戻

り
、
１
９
５
１
年
に
ス
ー
パ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
の
コ
ミ
ッ
ク
『
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
』

を
創
刊
。
以
後
、
「
ハ
ル
ク
」

「
ア
イ
ア
ン
マ
ン
」
「
ス
パ
イ
ダ

ー
マ
ン
」
「
Ｘ-

メ
ン
」
「
ア
ベ

ン
ジ
ャ
ー
ズ
」
な
ど
の
原
作
を

手
が
け
ど
れ
も
大
ヒ
ッ
ト
。
こ

れ
ら
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や
実
写

映
画
版
の
製
作
総
指
揮
も
数
多

く
務
め
た
。

２
０
１
１
年
に
は
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
Ｘ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｋ
Ｉ
と
コ
ラ
ボ
し
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
が
主
人
公
と
な
っ
て

い
る
「
ブ
ラ
ッ
ド
・
レ
ッ
ド
・

ド
ラ
ゴ
ン
」
を
制
作
し
た
。

ア
メ
コ
ミ
の
巨
匠

ス
タ
ン
・
リ
ー
逝
く

公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性

本
部
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協

議
会
が
実
施
す
る
、
２
０
１
８

年
度
の
日
本
版
顧
客
満
足
度
指

数
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
）
調
査
・
第
４

回
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、
全

日
空
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
が
国
際
航
空

部
門
の
「
顧
客
満
足
」
で
初
と

な
る
第
１
位
の
評
価
を
得
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
５
つ
の
指

標
「
顧
客
期
待
」
「
知
覚
品
質
」

「
知
覚
価
値
」
「
推
奨
意
向
」
と

「
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
」
に
お
い
て

も
第
１
位
と
な
っ
た
。
６
つ
の

指
標
す
べ
て
に
お
い
て
第
１
位

と
な
る
の
は
、
09
年
度
の
国
際

航
空
部
門
の
調
査
開
始
以
来
、

Ａ
Ｎ
Ａ
が
初
と
な
る
。

国
際
便
顧
客
満
足
度

全
日
空
１
位
に

Andy Warhol (1928–1987), Self-
Portrait, 1963–64. Silkscreen ink and
acrylic on canvas, four panels: 40 × 32
in. (101.6 × 81.3 cm) overall. Cingilli
Collection © 2018 The Andy Warhol
Foundation for the Visual Arts, Inc./
Licensed by Artists Rights Society
(ARS) New York
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●源氏物語連続講座第３回「光源氏の須磨明石行 ごめんじゃスマない愛
のアカシ」＝11/27（火）18:00〜19:00  天理文化協会（43A W.13rd St）
Tel:212-645-2800 参加費: $12（当日現金）ペース大学語学部教授の八幡
真帆さんが月１回、分かりやすく解説。参加申し込みはＥメールmyaha-
ta@pace.edu、または上記電話まで。●グリニッチ国際学園「学園説明
会」＝11/29（木）10:00〜11:00 グリニッチ国際学園 521 E.Putnam
Ave., Cos Cob, CT 06807) Tel:203-629-5567 参加無
料　2歳〜６歳までの日本語と英語での保育、スクー
ルバスあり。途中入園および2019年度入園児受付中。
参加申し込みは上記電話またはEメールinfo@green-
wichkokusai.orgまで。●明治大学NY紫紺会年次総
会＝11/30（金）18:30 新橋レストラン（7 E.48th St.）Tel: 212- 813-
1009   会費:＄50程度  随時会員募集中。大学と関係のある方も大歓迎。
参加申し込み・問い合わせはEメールyusui@verizon.net（うすいさん）
まで。●NJ補習授業校「2019年度入園・入学説明会」＝12/1（土）9:15
パラマス校（425 Paramus Rd., Paramus, NJ 07652）Tel：201-493-
9222（土曜のみ）参加無料　新入生募集は12月１日から開始。●信州ゆ

かりの会＝12/1(土）18:00〜21:00  新橋レストラン（7 E.48th St.) Tel:
212-813-1009  参加費：＄40（飲物は別）参加申し込みは11月28日まで
にEメールshinshuny@gmail.com、Tel: 917-514-5792 （北原さん）ま
で。●ニューヨーク稲門会「2018年新入会員歓迎会」＝12/7(金) 18:30
〜21:00（一次会）新橋レストラン（7 E.48th St）Tel:212-813-1009 参
加費：$80（当日支払い、一般会員・同伴者。ビュッフェ形式の食事とク

リスマススイーツ、フリービール） アルコールな
しは$10引。11月30日まで早割や若手会員割引あり。
未成年の参加は不可。参加申し込みは12月４日(火)
までにウェブサイトwww.waseda-ny.orgまたはE
メールwasedainnewyork@gmail.comまで。申し

込み詳細などウェブサイト参照。新企画「日本酒シャンパン祭り」を同
時開催。●ニューヨーク鳥取県人会忘年会＝12/8（土）17:00
〜---Shinbashi Restaurant（7 E.48th St) Tel: 212-813-1009  参加費：
$30ドル程度を予定（飲み物は各自で別途支払い）参加申し込みは11月
16日 （ 金 ） ま で に 藤 森 さ ん ま で 連 絡 を 。 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト
http://nytottorikenjinkai.edublogs.orgを参照。

www.nyseikatsu.comで詳報

■在NY日本国総領事館=旅券申請や在外選挙
登録(212)371-8222■邦人安否確認システム
(866)903-2674■NY日本商工会議所＝対米
進出日系企業団体(212)246-8001■日本クラ
ブ＝親睦団体(212)581-2223■NY日系人

会＝親睦と無料相談(212)840-6942■ジャパ
ン・ソサエティー＝日米間の文化交流事業
(212)832-1155■日米ソーシャル・サービス
(JASSI)=無料生活相談(212)442-1541■日米
カウンセリングセンター＝専門家による心の
相談室(212)720-4560■教育文化交流センタ
ー教育相談室＝邦人子弟教育相談(914)305-
2411■ウーマンカインド＝DV日本語ホットラ

イン(888)888-7702■APICHA＝HIVエイズ相談
(866)274-2429■乳がん相談 ：BCネットワーク
無 料 ホ ッ ト ラ イ ン info@
bcnetwork.org■AARS＝アルコール・ド
ラッグ問題相談と治療(212)720-4531■NY
日本人学校(203)629-9039■NJ日本人学校
(201)405-0888■NY補習授業校(914)636-
3770■NJ補習授業校(201)585-0555。

公共サービス電話番号

「
も
う
こ
れ
以
上
基
地
は
い

ら
な
い
と
い
う
沖
縄
住
民
の
生

活
者
と
し
て
の
リ
ア
ル
な
声
を

届
け
た
い
—
」
。
玉
城
デ
ニ
ー

沖
縄
県
知
事
が
初
来
米
し
、
11

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
で

「
多
様
性
の
力
、
民
主
主
義
の

誇
り
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

沖
縄
の
辺
野
古
に
お
け
る
新
基

地
建
設
問
題
の
現
状
に
つ
い
て

語
っ
た
（
１
面
に
記
事
）
。
講

演
要
旨
は
次
の
通
り
。

「
沖
縄
県
の
人
口
は
い
ま
１

４
５
万
人
。
ハ
ワ
イ
と
肩
を
並

べ
る
ほ
ど
好
調
な
観
光
産
業
を

中
心
に
発
展
を
続
け
て
い
る
。

県
全
体
の
収
入
に
占
め
る
基
地

関
係
の
収
入
は
わ
ず
か
４
・

５
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
。
沖
縄

は
基
地
経
済
に
依
存
し
て
い
る

訳
で
は
な
い
。
沖
縄
の
国
土
の

面
積
は
日
本
の
全
体
の
わ
ず
か

０
・
６
％
、
そ
こ
に
日
本
国
内

に
あ
る
米
軍
専
用
基
地
の
70
・

３
％
が
集
中
し
て
い
る
。
圧
倒

的
な
集
中
で
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
政
府
は
辺
野
古
で
の
新
基

地
建
設
を
強
行
し
て
い
る
。
沖

縄
県
民
の
60
％
か
ら
70
％
が
反

対
し
て
い
る
。
沖
縄
が
現
在
直

面
し
て
い
る
政
治
問
題
と
し

て
、
私
は
、
す
べ
て
の
米
軍
基

地
の
即
時
閉
鎖
で
は
な
く
、
辺

野
古
の
新
建
設
と
い
う
沖
縄
県

民
に
対
す
る
さ
ら
な
る
負
担
の

増
加
に
反
対
し
て
い
る
の
だ
。

日
米
安
保
は
支
持
す
る
が
、
米

軍
基
地
は
来
な
い
で
ほ
し
い
と

い
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の

矛
盾
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
押

し
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
沖
縄

の
住
民
だ
。
日
本
が
民
主
主
義

の
国
家
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、

米
軍
基
地
を
巡
っ
て
政
府
と
国

民
の
間
に
あ
る
矛
盾
に
向
き
合

っ
て
そ
れ
を
解
決
す
る
べ
き

だ
。
そ
の
矛
盾
を
沖
縄
に
押
し

付
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
沖
縄

の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
日
本
の

民
主
主
義
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
不
可
能
だ
と
沖
縄
は
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
沖
縄
県
は

８
月
31
日
、
辺
野
古
の
新
基
地

建
設
に
伴
う
埋
め
立
て
承
認
を

撤
回
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政

府
は
行
政
不
服
審
査
法
を
用
い

て
撤
回
の
効
力
を
無
力
化
し

た
。
こ
れ
は
、
政
府
が
私
人
に

な
り
す
ま
し
て
法
を
捻
じ
曲
げ

て
権
力
を
行
使
し
た
も
の
だ
。

法
治
国
家
に
あ
る
ま
じ
き
行
為

と
し
て
非
難
す
る
。
米
軍
基
地

を
優
先
す
る
た
め
政
府
は
法
の

例
外
規
定
ま
で
沖
縄
に
押
し
付

け
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
も
当
事

者
だ
。
沖
縄
県
は
、
日
本
と
米

国
と
沖
縄
の
三
者
会
談
を
持
ち

た
い
と
切
望
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
は
そ
れ
は
日
本
国
内
の
問

題
だ
と
片
付
け
て
し
ま
う
。
沖

縄
が
ア
メ
リ
カ
に
苦
情
を
言
う

と
ア
メ
リ
カ
は
日
本
政
府
に
伝

え
、
日
本
政
府
は
地
位
協
定
を

使
っ
て
沖
縄
を
切
り
捨
て
る
。

民
意
の
声
は
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
消
さ
れ
て
い
く
。
米
軍
基

地
問
題
に
関
す
る
沖
縄
の
声
を

聞
く
政
治
家
は
日
本
に
も
米
国

に
も
い
な
い
。
こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
、
沖
縄
県
民
は
ど
の

よ
う
に
し
て
声
を
あ
げ
て
い
け

る
の
か
。
基
地
を
作
る
日
本
、

基
地
を
使
う
ア
メ
リ
カ
、
ど
ち

ら
も
責
任
の
当
事
者
だ
が
、
沖

縄
の
声
は
ど
こ
に
届
け
れ
ば
よ

い
の
か
。
民
主
主
義
の
あ
る
べ

き
姿
を
ど
こ
で
沖
縄
県
民
は
掴

む
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
民
主

主
義
の
尊
厳
を
ア
メ
リ
カ
と
共

に
分
か
ち
合
い
た
い
と
い
う
願

い
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
つ
な

が
る
こ
と
が
可
能
な
の
か
。
尊

厳
は
非
常
に
大
切
だ
。
沖
縄
と

真
摯
に
向
き
合
う
べ
き
だ
。
沖

縄
の
民
意
を
お
ろ
そ
か
に
す
る

こ
と
は
ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
上

で
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
開
け
る
鍵

に
な
る
だ
ろ
う
。
県
知
事
と
し

て
米
国
に
、
沖
縄
に
駐
留
す
る

地
域
住
民
の
民
意
を
尊
重
し
て

も
ら
い
た
い
と
強
く
求
め
る
。

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
、

最
も
重
要
な
同
盟
国
の
ひ
と
つ

だ
が
、
一
方
で
沖
縄
を
民
主
主

義
か
ら
排
除
す
る
と
い
う
姿
勢

を
支
え
て
い
る
。
安
全
保
障
問

題
は
右
と
か
左
と
か
の
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
の
問
題
で
は
な
く
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
の
問
題
だ
」
。

（
講
演
要
旨
は
抜
粋
）

「
日
、
米
、
沖
縄
で
協
議
を
」

玉
城
知
事
が
米
で
訴
え

ブ
ロ
ン
ク
ス
に
あ
る
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
「
ア
ワ
・
レ
デ
ィ

ー
・
オ
ブ
・
レ
フ
ュ
ー
ジ
」
で

９
日
、
２
５
０
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
少
年
へ
の
性
的
虐
待
疑
惑

で
10
月
29
日
に
教
会
で
の
活
動

を
禁
じ
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ

ニ
ッ
ク
副
司
教
（
76
）
を
擁
護

す
る
集
会
が
行
わ
れ
た
。
集
会

後
、
「
私
た
ち
は
ジ
ェ
ニ
ッ
ク

副
司
教
を
愛
し
て
い
る
」
な
ど

と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
な
ど

を
持
っ
て
雨
の
中
、
デ
モ
行
進

が
行
わ
れ
た
。
虐
待
疑
惑
の
司

教
を
擁
護
す
る
集
会
は
珍
し

い
。ジ

ェ
ニ
ッ
ク
司
教
は
１
９
８

０
年
代
に
10
代
の
少
年
た
ち
と

不
適
切
な
関
係
が
あ
っ
た
と
告

発
さ
れ
た
。
司
教
は
否
定
し
た

が
、
調
査
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

大
司
教
の
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ド
ー

ラ
ン
枢
機
卿
は
「
確
実
で
あ
り
、

実
証
さ
れ
た
」
と
報
告
。
大
司

教
連
盟
の
も
と
で
調
査
に
あ
た

っ
た
独
立
委
員
会
は
金
銭
に
よ

る
和
解
も
検
討
し
て
い
る
が
、

審
議
は
ロ
ー
マ
法
王
庁
に
移
さ

れ
結
論
が
出
る
に
は
数
年
か
か

る
と
見
ら
れ
る
。

神
父
に
よ
る
少
年
少
女
へ
の

性
的
虐
待
は
２
０
０
２
年
の
ボ

ス
ト
ン
教
区
で
発
覚
以
来
、
米

国
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
で
報

告
さ
れ
て
い
る
。

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
は
今

年
８
月
、
州
内
８
教
区
で
３
０

０
人
以
上
の
神
父
が
虐
待
に
関

与
し
た
こ
と
が
大
陪
審
の
調
査

で
判
明
、
少
な
く
と
も
千
人
が

被
害
に
あ
っ
て
お
り
、
教
会
側

が
隠
蔽
工
作
を
し
て
い
た
こ
と

も
分
か
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
件

は
時
効
の
た
め
起
訴
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
が
、
道
義
的
責
任
が

問
わ
れ
て
い
る
。
９
月
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
司
法
長
官
が
州
内

全
８
教
区
で
の
調
査
を
要
請
、

司
法
省
は
さ
ら
な
る
調
査
を
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。

性
的
虐
待
の
司
教

擁
護
集
会
に
２
５
０
人

昨年で創立40周年を迎えたニューヨーク日系ライ
オンズクラブは、地域社会や世界への貢献のためさ
まざまな活動しています。

■12月8日（土） ピースポスターコンテスト表彰式
@JAA 4:30-6:00pm (開場4:00pm)
ピースポスター参加者32人から下記6人を表彰。12
月19日までJAAにてピースポスター展覧会を開催。

【金賞】寺島怜奈 (11歳) 、ニュージャージ−日本人
学校

【銀賞】原歩花（ニュージャージー日本人学校）
【銅賞】高橋七菜（ニューヨーク日本人学校）  
【佳作】池上史織（ニューヨーク育英学園）      
【佳作】森本小百合（ニューヨーク日本人学校）  
【佳作】安川陽菜（ニューヨーク日本人学校 ）

■12月11日（火）サンタイベント
サンタさんに会えるイベント。子供にはプレゼン
トあり。
小学校低学年くらいまでの小さな子供に喜んでも
らえるイベント。

■12月22日（土）賞金$300！ピンバッジデザイン
公募の応募締切（正午まで）
申し込み＆問い合わせ： info@nyjalc.org 

＜問い合わせ先＞
info@nyjalc.org お気軽にご連絡ください。

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

ライオンズクラブの行事

楽しい

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ

ジ

タ

ル

版

w
w

w
.n

yse
ika

tsu
.co

m

米
軍
専
用
基
地
に
関
し

て
沖
縄
県
の
置
か
れ
て
い

る
状
況
に
つ
い
て
語
る
玉

城
沖
縄
県
知
事
（
11
日
、

Ｎ
Ｙ
大
学
で
、
写
真
・
本

紙
　
三
浦
良
一
）

http://www.makikomethodnyc.com
http://www.easeny.com/
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日
本
発
の
教
育
メ
ソ
ッ
ド

「
ほ
め
育
教
育
セ
ミ
ナ
ー
」
が

12
月
13
日
（
木
）
午
後
６
時
か

ら
８
時
ま
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ

ボ
（
８
番
街
５
４
５
番
地
14
階
）

で
開
催
さ
れ
る
。

講
師
は
幼
児
活
動
研
究
会
、

日
本
経
営
教
育
研
究
所
所
長
の

八
田
哲
夫
氏
と
、
一
般
財
団
法

人
ほ
め
育
財
団
代
表
理
事
の
原

邦
雄
氏
。
子
育
て
、
家
庭
、
仕

事
に
活
か
せ
る
最
上
の
ほ
め
方

と
し
て
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解

説
す
る
。
定
員
は
30
人
。
八
田

氏
は
15
年
で
３
７
０
０
回
の
講

演
を
日
本
や
米
国
な
ど
で
行

う
。
教
育
者
や
保
護
者
へ
の
講

演
は
現
実
論
と
正
論
の
両
方
を

ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
笑
い
と
涙
で

受
講
生
の
心
を
わ
し
づ
か
み
に

し
て
い
る
。
原
氏
は
、
日
本
発

の
「
教
育
メ
ソ
ッ
ド
」
通
称
ほ

め
育
（H

o-M
e-I-K

u

）
を
世

界
に
広
げ
て
い
る
。
著
書
５
冊

は
英
語
や
中
国
語
に
も
翻
訳
出

版
さ
れ
て
い
る
。
テ
レ
朝
報
道

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど

メ
デ
ィ
ア
に
も
幅
広
く
登
場

し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
セ

ミ
ナ
ー
や
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
本
田
健
氏
と
の
コ
ラ
ボ
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。

参
加
費
は
10
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
・
参
加
申
し
込
み
は
Ｅ
メ

ー
ルin

fo@
spiral-u

p.jp

ま

で
。

ほ
め
て
育
て
る
教
育

12
月
13
日
に
Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー

リダックはマイホームや投
資用物件の購入を検討中の人
を対象に、マンハッタン、ウ
エストチェスター、ニュージ
ャージーで不動産購入セミナ
ーを開催する。米国で不動産
を所有するメリットと注意点、
市場動向とお勧め物件の紹介、
購入の手順などを分かりやす
く丁寧にご説明する。参加無
料、先着順。各地域での開催
要項は次の通り。■マンハッ
タン＝12月５日（水）午後６
時 か ら 。 マ ン ハ ッ タ ン 本 社

（ 1010Avenue of the
Americas, 4th Floor, New
York NY 10018）。問い合わ
せと申し込みは電話 212-355-
0011。Eメールはinfo@redac-
inc.com■ウエストチェスタ
ー＝12月２日（日）午前10時
から。ウエストチェスタ−オ
フ ィ ス （ 411 Theodore
Fremd Avenue, Suite 200,
Rye, NY 10580）。電話 914-
921-2525、 Eメ ー ル は
rye@redacinc.com■ニュージ
ャージー＝12月２日（日）午
前 10時 か ら 。 NJオ フ ィ ス

（2050 Center Avenue, Suite
350, Fort Lee, NJ 07024）。
電話 201-944-5700、Eメール
はinfonj@redacinc.com

不動産購入
セミナー開催
リダック3地区で

２
５
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る

東
洋
哲
理
体
系
の
学
問
を
学
ぶ

「
陰
陽
五
行
論
ス
ク
ー
ル
・
フ

ォ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」
が
来
年

３
月
と
10
月
に
３
日
間
集
中
コ

ー
ス
を
開
催
す
る
の
に
先
立

ち
、
運
営
責
任
者
の
紫
藤
由
美

子
さ
ん
と
、
陰
陽
五
行
論
塾
講

師
の
奥
本
芳
啓
さ
ん
が
７
日

夜
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
説
明
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

帝
王
学
と
は
な
に
か
、
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
必
要
な
素
養
は
な

に
か
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が

ら
、
人
生
を
改
良
す
る
公
式
、

事
例
か
ら
学
ぶ
帝
王
学
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
変
え
る
こ
と
の

で
き
な
い
「
宿
命
」
を
誰
も
が

持
っ
て
生
ま
れ
る
が
、
育
っ
た

「
環
境
」
に
「
そ
こ
で
い
か
に

生
き
た
か
」
と
い
う
こ
と
で

「
運
命
」
が
決
定
さ
れ
る
と
解

説
。
才
能
資
質
を
伸
ば
し
て
５

つ
の
得
を
磨
き
「
思
い
を
分
か

ち
合
え
る
」
こ
と
が
対
人
関
係

の
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

説
い
た
。
同
塾
で
は
、
来
年
開

催
す
る
３
日
間
集
中
コ
ー
ス
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６

８
２
・
４
３
９
３
、
山
本
さ
ん
。

詳
細
はhttp://

inyou5.com
/ny-school/

帝
王
学
入
門

陰
陽
五
行
論
講
座

人
生
を
改
良
す
る
公
式

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
倫
理
友
の
会

（
芥
川
リ
ン
ゼ
イ
笑
子
理
事
長
）

は
8
日
夜
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
・
ク
ラ
ブ
で
第

18
回
年
次
総
会
を
行
い
、
日
本

の
倫
理
研
究
所
理
事
長
、
Ｎ
Ｙ

倫
理
友
の
会
総
裁
で
文
学
博
士

の
丸
山
敏
秋
氏
が
「
自
己
を
磨

き
高
め
る

大
変
動
の
時
代
の

心
得
パ
ー
ト
２
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
ゲ
ス
ト
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
に
歌
手
のK

a-N
a

が
出

演
し
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
ト
イ
レ
の

神
様
」
や
新
曲
ア
ル
バ
ム
か
ら

「
ハ
ピ
ネ
ス
」
を
披
露
し
会
場

を
埋
め
た
大
勢
の
参
加
者
か
ら

大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。

丸
山
氏
は
、
日
本
の
幕
末
か

ら
明
治
初
期
に
か
け
て
大
志
を

抱
い
た
多
く
の
若
者
が
読
ん
だ

英
国
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ

ル
ズ
の
『
自
助
論
』
、
福
沢
諭

吉
の
『
学
問
の
す
す
め
』
を
引

用
し
な
が
ら
自
ら
を
磨
く
と
い

う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
語
っ

人
生
の
出
発
の
準
備
に
必
要
な

３
要
素
を
紹
介
。
律
儀
な
思
想
、

良
い
生
活
習
慣
、
賢
明
な
計
画

を
あ
げ
「
人
生
の
荒
波
に
揉
ま

れ
た
人
は
、
他
者
に
対
す
る
配

慮
の
仕
方
が
違
う
」
と
得
を
磨

く
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

「
自
己
を
磨
き
高
め
る
」

倫
理
Ｎ
Ｙ
友
の
会
総
会

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
ハ

ー
ツ
デ
ー
ル
に
日
本
食
料
品
店

「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
フ
ー
ド
＆

デ
リ
」
（
北
セ
ン
ト
ラ
ル
街
18

番
地=18N

C
en

tral
A

ve

、

電
話
９
１
４
・
８
３
１
・
３
９

０
０
）
が
16
日
開
店
し
た
。
場

所
は
元
の
ニ
ジ
ヤ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
跡
。

日
本
人
パ
テ
ィ
シ
エ
が
地
下

で
焼
い
た
ケ
ー
キ
を
直
販
す
る

ほ
か
豊
富
な
種
類
と
値
段
で
勝

負
す
る
肉
類
が
目
玉
商
品
。
す

き
焼
き
、
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
生

姜
焼
き
用
の
薄
切
り
肉
を
は
じ

め
、
鶏
や
豚
の
ひ
き
肉
ほ
か
、

業
務
用
の
ブ
ロ
ッ
ク
肉
も
揃
え

る
。
毎
週
肉
の
目
玉
セ
ー
ル
を

実
施
、
通
常
価
格
の
半
額
で
販

売
す
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

「
焼
肉
た
か
し
」
で
ト
ッ
プ
シ

ェ
フ
を
務
め
て
い
た
テ
ツ
さ
ん

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
弁
当
と

惣
菜
は
同
店
の
自
信
作
。

オ
ー
ナ
ー
の
渡
会
益
克
さ
ん

は
「
品
質
、
値
段
、
サ
ー
ビ
ス

と
も
に
地
域
で
一
番
の
店
を
目

指
し
た
い
。
肉
に
弁
当
、
惣
菜
、

ケ
ー
キ
、
ど
れ
も
き
っ
と
満
足

し
て
い
た
だ
け
ま
す
」
と
話
す
。

16
（
金
）
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
祝
し
通
常
32
ド
ル
99
セ
ン

ト
の
新
米
こ
し
ひ
か
り
を
22
ド

ル
99
セ
ン
ト
で
販
売
す
る
ほ

か
、
17
（
土
）
は
小
川
コ
ー
ヒ

ー
、
18
（
日
）
は
明
星
ち
ゃ
ん

ぽ
ん
の
デ
モ
販
売
を
行
う
。
営

業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

７
時
。
年
中
無
休
。

原邦雄氏 八田哲夫氏

フロンティアマーケット
日本食料品店

ハーツデールに開店

リ
ン
ゼ
イ
理
事
長
（
左
）
の
紹
介
を
受
け
登
壇
す
る
丸
山
総
裁

歌声を披露するKa-Na

オ
ー
ナ
ー
の
渡
会
さ
ん

熱心に受講する参加者たち

https://www.farmersagent.com/tderham
http://www.terailaw.com
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
http://hinomaru-limo.com
http://wishauto.com
http://www.meiseimotors.com


（7）　［ローカル経済］ 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU 2018年（平成30年）11月17日（土）

所
得
税
は
、
源
泉
徴
収
と
予

定
納
税
に
よ
っ
て
年
内
に
概
算

額
を
払
い
込
ん
で
お
い
て
、
年

明
け
の
確
定
申
告
時
に
過
払
額

の
還
付
の
受
け
取
り
、
あ
る
い

は
不
足
額
の
追
加
払
い
を
し
て

精
算
し
ま
す
。
源
泉
徴
収
と
は
、

毎
月
の
給
与
支
給
の
た
び
に
給

与
か
ら
差
し
引
か
れ
た
税
金
を

雇
用
主
が
内
国
歳
入
庁
（
Ｉ
Ｒ

Ｓ
）
へ
納
め
る
制
度
の
こ
と
で

あ
り
、
予
定
納
税
と
は
、
給
与

以
外
の
自
営
業
事
業
所
得
や
利

子
、
配
当
、
譲
渡
所
得
な
ど
に

か
か
る
税
金
を
、
納
税
者
が
年

内
に
４
分
割
し
て
四
半
期
ご
と

に
Ｉ
Ｒ
Ｓ
へ
払
い
込
む
制
度
の

こ
と
で
す
。

源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
に
よ

り
前
も
っ
て
納
め
ら
れ
た
金
額

が
、
確
定
税
額
（
確
定
申
告
書

で
計
算
さ
れ
た
税
金
額
）
と
比

べ
て
１
０
０
０
ド
ル
超
不
足
し

て
い
る
と
、
予
定
納
税
の
過
少

納
付
加
算
税
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
１
０
０
０
ド
ル
超
の
不
足
額

が
あ
っ
て
も
、
年
度
内
の
源
泉

徴
収
お
よ
び
予
定
納
税
に
よ
る

納
付
額
が
確
定
税
額
の
90
％
以

上
で
あ
れ
ば
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

は
生
じ
ま
せ
ん
。
年
度
終
了
前

に
確
定
税
額
を
的
確
に
予
測
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る

事
実
を
考
慮
し
て
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ
は

予
定
納
税
の
安
全
圏
規
定
（
セ

ー
フ
ハ
ー
バ
ー
・
ル
ー
ル
）
を

定
め
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

前
年
度
の
確
定
税
額
の
１
０

０
％
（
た
だ
し
調
整
総
所
得
が

15
万
ド
ル
超
の
場
合
は
１
１
０

％
）
以
上
を
年
内
適
時
に
納
付

し
て
あ
れ
ば
、
た
と
え
不
足
額

が
多
額
で
あ
っ
た
と
し
て
も
ペ

ナ
ル
テ
ィ
ー
を
確
実
に
回
避
で

き
る
と
い
う
規
定
で
す
。
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
法
定
利
率

（
２
０
１
８
年
第
１
四
半
期
は

年
率
４
％
、
第
２
、
第
３
、
第

４
四
半
期
は
同
５
％
）
で
計
算

し
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

予
定
納
税
の
過
少
納
付

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

694

ネ
ッ
ト
販
売
大
手
ア
マ
ゾ
ン

（
本
部
シ
ア
ト
ル
）
は
12
日
、

第
２
本
社
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
シ
テ
ィ
ー
と
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
ア
ー
リ
ン
ト
ン
近
郊
の
ク
リ

ス
タ
ル
シ
テ
ィ
ー
に
分
け
て
設

置
す
る
と
発
表
し
た
。
投
資
額

は
各
25
億
ド
ル
、
各
２
万
５
０

０
０
人
の
高
賃
金
雇
用
を
行

い
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
自
治
体

か
ら
は
、
約
15
億
２
５
０
０
万

ド
ル
の
優
遇
措
置
が
与
え
ら
れ

る
予
定
。

ア
マ
ゾ
ン
が
昨
年
末
に
投
資

総
額
50
億
ド
ル
で
第
２
本
社
を

建
設
し
て
５
万
人
の
高
賃
金
雇

用
を
約
束
す
る
発
表
す
る
と
、

全
米
各
地
で
誘
致
合
戦
が
始
ま

っ
た
。
同
地
区
決
定
の
噂
が
広

ま
っ
た
今
月
初
頭
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ク

オ
モ
州
知
事
は
、
減
税
優
遇
措

置
も
含
め
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
て
ア
マ
ゾ
ン
を
誘
致
し
契
約

を
獲
得
す
る
と
述
べ
て
い
た
。

一
方
で
、
反
対
の
声
も
あ
り
、

ク
イ
ー
ン
ズ
選
出
の
マ
イ
ケ

ル
・
ジ
ア
ナ
リ
ス
州
上
院
議
員

と
ジ
ミ
ー
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
マ

ー
市
会
議
員
は
11
日
、
地
元
に

貢
献
し
な
い
と
の
共
同
声
明
を

発
表
し
た
。

ク
イ
ー
ン
ズ
で
は
近
年
の
急

激
な
都
市
開
発
に
反
対
す
る
運

動
が
高
ま
っ
て
い
る
。
特
に
ア

マ
ゾ
ン
本
社
予
定
地
近
く
に
は

米
国
最
大
規
模
の
低
所
得
者
住

宅
が
あ
る
。
同
社
の
進
出
で
物

価
や
家
賃
が
上
が
り
、
低
・
中

所
得
層
は
引
っ
越
さ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
ま
た
、
大
型
の
フ
ー
ド
コ

ー
ト
な
ど
が
作
ら
れ
れ
ば
地
元

の
小
さ
な
飲
食
店
は
廃
業
に
追

い
や
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ア
マ
ゾ
ン
は
、
同
社
の
地
域

貢
献
事
業
の
一
環
で
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
学
校
建
設
な
ど
を
予

定
し
て
い
る
と
言
う
が
、
地
元

の
小
売
業
組
合
は
「
ア
マ
ゾ
ン

は
地
域
社
会
に
貢
献
し
な
い
」

と
し
、
卸
業
デ
パ
ー
ト
組
合
は

「
大
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
頭

を
下
げ
て
誘
致
す
る
と
は
恥
ず

か
し
い
。
ア
マ
ゾ
ン
は
利
益
が

あ
る
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

る
の
だ
。
納
税
者
は
ア
マ
ゾ
ン

の
利
益
を
手
伝
っ
て
は
い
け
な

い
」
と
怒
り
の
声
を
あ
げ
て
い

る
。
　
（
関
連
記
事
14
面
に
）

地
元
か
ら
賛
否
両
論

ア
マ
ゾ
ン
の
第
２
本
社
Ｎ
Ｙ
進
出

盛
和
塾
Ｎ
Ｙ
の
経
営
を
語
る

シ
リ
ー
ズ
（
特
別
勉
強
会
＆
懇

親
会
）
「
七
転
び
八
起
き
味
噌

ラ
ー
メ
ン
を
世
界
へ
」
が
19
日

（
月
）
午
後
７
時
か
ら
、
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
（
西
45
丁
目
49
番
地

11
階
）
で
開
催
さ
れ
る
。

発
表
者
は
株
式
会
社
ト
ラ

イ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代

表
取
締
役
社
長
の
田
所
史
之

氏
。
田
所
氏
は
１
９
６
３
年
、

福
島
県
内
の
小
さ
な
味
噌
屋
で

誕
生
。
大
学
を
２
年
で
中
退
後
、

21
歳
で
ラ
ー
メ
ン
店
、
居
酒
屋
、

レ
ス
ト
ラ
ン
等
事
業
を
始
め
る

が
35
歳
で
倒
産
。
５
年
間
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、
再

度
40
歳
で
有
限
会
社
ト
ラ
イ
を

設
立
。
「
味
噌
は
日
本
人
の
宝

物
」
を
掲
げ
、
現
在
、
直
営
、

フ
ラ
ン
チ
イ
ズ
を
含
め
、
日
本

国
内
１
０
７
店
舗
、
海
外
15
店

舗
を
展
開
し
て
い
る
。
盛
和
塾

を
通
し
て
の
学
び
と
素
晴
ら
し

い
人
々
と
の
出
会
い
、
２
０
０

店
舗
へ
の
成
長
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
語
る
。
定
員
は
１
０
０
人
。

参
加
費
は
10
ド
ル
、
懇
親
会

参
加
の
場
合
は
30
ド
ル
。
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

h
ttp
s://sjn

y
-

1119.eventbrite.com
(

鹿

毛

さ

ん)

か

ら

。

詳

細

は

http://ny.seiw
ajyuku.org

を
参
照
。

盛
和
塾
が
特
別
勉
強
会

講
師
に
田
所
史
之
さ
ん

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ャ
ネ
ッ
ト

（JaN
et

）
主
催
「
ボ
ス
キ
ャ
リ

間
近
！

面
接
官
を
口
説
く
秘
策

を
教
え
ま
す
！
」
が
10
月
22
・

23
日
の
２
日
間
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
ウ
ィ
ー
ワ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
た
。

22
日
に
は
日
本
か
ら
「
ア
ル

フ
ァ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
」
の

入
住
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来
米
し
講
師
を

担
当
し
、
最
強
の
自
己
分
析
方

法
、
自
己
Ｐ
Ｒ
と
志
望
動
機
の

ロ
ジ
ッ
ク
の
組
み
立
て
方
、
企

業
研
究
方
法
、
勝
ち
続
け
ら
れ

る
面
接
対
策
な
ど
の
テ
ー
マ
に

つ
い
て
、
今
年
度
の
ボ
ス
ト

ン
・
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
参

加
予
定
者
を
中
心
に
講
義
と
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

23
日
に
は
大
手
監
査
法
人
Ｋ

社
、
Ｐ
社
と
Ｋ
社
か
ら
実
際
ボ

ス
キ
ャ
リ
を
経
て
内
定
を
獲
得

し
た
ゲ
ス
ト
３
人
、
起
業
家
、

経
営
者
な
ど
計
５
人
の
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
を
迎
え
、
学
生
に
対

す
る
リ
ア
ル
な
自
己
Ｐ
Ｒ
を
中

心
と
し
た
面
接
指
導
が
行
わ
れ
、

活
気
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ

た
＝
写
真
＝
。

２
日
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
か
ら
は

「
多
種
多
様
な
経
歴
の
講
師
か
ら

直
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
ら

れ
、
自
分
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
に
気
づ
く
貴
重
な

時
間
に
な
っ
た
」
な
ど
の
意
見

が
あ
が
っ
た
。

就活の面接指導
ジャネットで勉強会

企業に自分を売り込む

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー

任
天
堂
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・

ゲ
ー
ム
で
一
世
を
風
靡
し
た
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
マ
リ
オ
」
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
マ
リ
オ
・
セ
ガ

ー
ル
さ
ん
が
10
月
27
日
、
ワ
シ

ン
ト
ン
州
タ
ッ
ク
ウ
ィ
ラ
で
家

族
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
亡
く
な

っ
た
。
84
歳
だ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
系
移
民
一
世
の
息

子
と
し
て
シ
ア
ト
ル
に
生
ま
れ

た
セ
ガ
ー
ル
さ
ん
は
、
北
西
部

の
ゼ
ネ
コ
ン
、
Ｍ
・
Ａ
・
セ
ガ

ー
ル
社
を
創
業
し
、
シ
ー
ガ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ク
も
設

立
し
た
。
同
社
売
却
後
は
不
動

産
会
社
セ
ガ
ー
ル
・
プ
ロ
パ
テ

ィ
ー
ズ
の
事
業
に
専
念
し
た
。

伝
説
的
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕

生
は
シ
ー
ガ
ル
さ
ん
が
１
９
７

０
年
代
、
当
時
経
営
難
に
陥
っ

て
い
た
任
天
堂
に
シ
ー
ガ
ル
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ク
の
倉
庫
を

米
国
本
社
と
し
て
貸
し
た
こ
と

に
基
づ
い
て
い
る
。
当
時
、
経

営
困
難
に
陥
っ
て
い
た
任
天
堂

は
、
西
部
を
中
心
に
「
ド
ン
キ

ー
コ
ン
グ
」
発
売
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
同
社
の
米
法
人
社

長
が
、
セ
ガ
ー
ル
さ
ん
が
同
ゲ

ー
ム
に
登
場
す
る
配
管
工
に
似

て
い
る
と
気
が
付
き
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
セ
ガ
ー
ル
さ
ん
の
名

前
を
起
用
し
た
。

追
悼
文
に
よ
る
と
、
セ
ガ
ー

ル
さ
ん
は
生
前
、
自
分
が
生
涯

成
し
遂
げ
た
功
績
よ
り
も
ポ
ッ

プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
ミ
ュ
ー
ズ
で

知
ら
れ
る
こ
と
に
実
は
快
く
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

マ
リ
オ
の
実
在
モ
デ
ル

84
歳
で
死
亡

©nintendo
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グ
ラ
マ
シ
ー
パ
ー
ク
に
近
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ら
し

い
雰
囲
気
の
あ
る
落
ち
着
い
た
エ
リ
ア
に
佇
む
物
件
。

全
４
棟
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
「
グ
ラ
マ
シ
ー
・
ス
ク

エ
ア
・
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（G

ram
ercy

S
q
u
are

C
ondom

inium

）
」
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
の
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
注
目
の
建
物
と
な

っ
て
い
る
。
共
用
部
分
（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
、

ス
イ
ミ
ン
グ
プ
ー
ル
）
も
充
実
。
共
用
部
分
を
含
む
建

物
全
体
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
て
い
る
。
１
ベ
ッ
ド

ル
ー
ム
が
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
前
後
で
無
駄
の
な
い

正
方
形
の
間
取
り
と
広
さ
に
な
っ
て
お
り
、
生
活
し
や

す
い
の
も
特
徴
だ
。

価
格
は
１
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム

１
５
０
万
ド
ル
か
ら

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
５
５
・
０
０
１
１
。

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w
.red
acin

c.com

（
写
真
提
供
・
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク
）

LIVING in USA

２
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
電
子
版
は
、

芸
術
家
マ
ル
ク
・
シ
ャ
ガ
ー
ル
や
歌
手
マ

イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
を
含
む
著
名
人
た

ち
が
居
住
し
た
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ

イ
ド
の
６
階
建
て
ボ
ザ
ー
ル
建
築
の
マ
ン

シ
ョ
ン
（
東
74
丁
目
４
番
地
）
が
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
の
10
月
の
不
動
産
売
買
と
し

て
は
過
去
最
高
の
３
２
０
０
万
ド
ル
で
売

却
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
。

オ
ー
ナ
ー
の
マ
ル
ク
・
ラ
ス
リ
ー
氏
は

ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
経
営
者
で
あ
る
と
同
時

に
Ｎ
Ｂ
Ａ
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
・
バ
ッ
ク
ス

の
共
同
オ
ー
ナ
ー
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

ラ
ス
リ
ー
氏
は
２
０
０
１
年
に
同
マ
ン
シ

ョ
ン
を
１
１
０
０
万
ド
ル
で
購
入
し
た
。

同
紙
に
よ
る
と
、
新
オ
ー
ナ
ー
は
ロ
ン
ド

ン
を
拠
点
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア

企
業
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ー
タ
社
の
最
高
責

任
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ン
ソ

ン
氏
で
、
同
宅
に
抵
当
権
１
５
０
０
万
ド

ル
が
設
定
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

故
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
宅

記
録
的
３
２
０
０
万
ド
ル
で
売
却

グラマシーパークの住人になる
MANHATTAN LIFE

https://www.redacinc.com/
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食
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ス
モ
ー
ガ
ス

バ
ー
グ
が
今
月
３
日
か
ら
来
年

３
月
ま
で
の
冬
期
間
、
フ
ォ
ー

ト
グ
リ
ー
ン
の
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ

ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
・
モ
ー
ル
内

（
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
街
６
２

５
番
地
）
の
オ
フ
ィ
ス
マ
ッ
ク

ス
跡
地
の
屋
内
に
移
動
す
る
。

毎
週
末
約
25
軒
の
フ
ー
ド
屋

台
が
集
結
し
、
人
気
店
の
ラ
ー

メ
ン
シ
ャ
ッ
ク
や
焼
小
籠
包
の

マ
オ
ズ
バ
オ
、
オ
イ
ス
タ
ー
パ

ー
テ
ィ
ー
の
ほ
か
、
新
た
に
ミ

ー
ト
ボ
ー
ル
ピ
ザ
の
ム
ッ
ツ
や

ピ
ザ
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
も
加
わ

る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.sm
orgasburg.com

を
参
照
。

屋台25軒並び

食のフリーマーケット

楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な

が
ら
い
ろ
い
ろ
な
生
活
の
知
恵

や
情
報
を
交
換
で
き
る
場
を
提

供
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
発

足
し
た
「
Ｎ
Ｙ
シ
ル
バ
ー
会
」

が
12
月
16
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
、
天
理
文
化
協

会
（
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。
看
護
師
の
弓
削

容
子
さ
ん
も
参
加
、
健
康
に
つ

い
て
の
質
問
・
相
談
も
で
き

る
。参

加
無
料
。
問
い
合
わ
せ
・

参
加
申
し
込
み
は
電
話
２
１

２
・
６
４
５
・
２
８
０
０
ま

で
。
当
日
参
加
も
可
能
。

Ｎ
Ｙ
シ
ル
バ
ー
会

12
月
16
日
に
情
報
交
換
会

１
年
間
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い

て
き
て
、
は
た
と
私
は
自
分
を

表
現
し
き
れ
て
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
私
が
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、
何
が

あ
っ
て
も
自
分
の
本
質
を
追
求

し
よ
う
、
そ
の
感
覚
を
体
で
感

じ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
を
な
り
ふ
り
構
わ
ず
全
身
で

ぶ
つ
け
て
み
た
い
！

と
思
っ

て
い
る
の
に
、
い
ざ
机
に
向
か

う
と
上
手
く
ま
と
め
よ
う
と
し

て
し
ま
う
。
読
者
は
ど
う
思
う

の
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
考
え
て

し
ま
い
、
形
に
と
ら
わ
れ
て
、

本
題
に
な
か
な
か
踏
み
込
ん
で

い
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
じ
ゃ
あ
昔

の
私
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
ま
せ

ん
。
本
質
を
追
求
す
る
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ま
な
け

れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
長
年
指
導
し
て
き
た
役

者
志
望
の
若
い
学
生
た
ち
、
彼

ら
が
い
か
に
自
分
を
晒
（
さ
ら
）

け
出
せ
な
い
か
。
大
体
、
大
学

で
演
技
を
学
ぼ
う
な
ん
て
い
う

人
間
は
自
己
表
現
が
で
き
て
い

な
い
。
高
校
ま
で
は
舞
台
の
花

形
で
も
て
は
や
さ
れ
、
自
分
の

演
技
が
う
ま
い
と
思
い
込
ん
で

い
た
り
、
理
想
を
追
求
す
る
つ

も
り
で
芸
術
と
い
う
看
板
の
後

ろ
に
隠
れ
て
い
た
り
、
「
お
金

が
儲
か
ら
な
く
て
も
厳
し
く
て

も
自
分
を
賭
け
て
み
ま
す
！
」

な
ど
と
勢
い
は
い
い
の
で
す

が
、
そ
の
行
動
を
み
る
と
甘
い

甘
い
。
演
技
を
な
め
て
い
ま
す
。

格
好
ば
か
り
つ
け
て
外
面
は
い

い
の
で
す
が
、
実
質
が
全
く
伴

っ
て
い
ま
せ
ん
。
演
技
な
ん
て

い
う
も
の
は
本
や
ク
ラ
ス
か
ら

学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、
自
分
の

実
践
し
て
い
る
生
き
方
か
ら
出

て
く
る
も
の
で
す
。
生
き
方
が

つ
ま
ら
な
け
れ
ば
演
技
も
つ
ま

ら
な
い
。
自
分
を
追
求
し
て
い

な
い
人
が
舞
台
で
何
を
観
客
と

分
か
ち
合
お
う
と
い
う
の
で
し

ょ
う
？

私
も
20
年
近
く
間
違

っ
た
考
え
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
痛
い
ほ
ど
分
か
っ

た
の
で
自
分
に
嘘
を
つ
け
な
く

な
り
、
大
学
教
授
を
や
め
ま
し

た
。そ

れ
に
し
て
も
こ
の
人
た

ち
、
一
体
何
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
？
「
な
ぜ
今
、
や
ろ

う

と

し

た

こ

と

を

止

め

た

の
？
」
と
い
う
私
の
問
い
に
、

「
演
じ
る
役
に
合
っ
て
い
な
い
」

「
直
感
が
正
し
い
か
ど
う
か
分

か
ら
な
か
っ
た
」
「
演
出
家
が

承
認
し
て
く
れ
な
い
か
も
し
れ

な
い
」
と
、
い
か
に
も
優
等
生

の
答
え
で
す
。
で
も
真
実
は
他

者
を
基
準
に
外
か
ら
の
承
認
を

得
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。
心
中
で
起
こ

っ
て
い
る
生
の
衝
動
を
信
じ
ら

れ
ず
、
自
然
に
表
現
す
る
前
に

自
分
の
選
択
を
良
い
悪
い
で
編

集
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
こ
う

し
て
頭
で
割
り
出
し
た
演
技
は

過
去
に
成
功
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

や
選
択
肢
、
ど
こ
か
で
見
た
よ

う
な
場
面
や
役
の
イ
メ
ー
ジ
に

頼
り
が
ち
。
安
全
で
理
に
か
な

っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

観
て
い
る
人
の
心
に
は
届
か

ず
、
眠
た
い
芝
居
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
ん
な
舞
台
は
間
違
い

な
く
す
ぐ
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

あ
れ
？

こ
れ
っ
て
も
し
か

し
て
…
。
今
ま
で
コ
ラ
ム
を
書

い
て
き
た
私
の
姿
勢
と
似
て
る

か
も
。
や
っ
ぱ
り
生
徒
は
先
生

が
成
長
す
る
度
合
い
し
か
成
長

し
な
い
っ
て
本
当
で
す
ね
え
。

生
徒
の
不
平
を
い
う
前
に
先
に

自
分
を
晒
け
だ
す
術
（
す
べ
）

を
学
ば
な
い
と
。
　
　
（
続
く
）

前
芝
尚
子
（
ま
え
し
ば
・
な
お

こ
）
／
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ヒ
ー
リ
ン

グ
ア
ー
テ
ィ
ス
ツ
社
プ
ラ
ク
テ

ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
米
国
タ
ウ
ソ
ン

大
学
舞
台
芸
術
学
部
演
劇
科
教

授
。
ギ
ル
ド
公
認
フ
ェ
ル
デ
ン

ク
ラ
イ
ス
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ

ナ
ー
。

naturalhealingartists.com

自
分
を
表
現
す
る
（
そ
の
３
）

晒
（
さ
ら
）
け
出
す

（
そ
の
12
）

季
節
の
変
わ
り
目
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
本

は
変
な
気
候
で
す
。
11
月
だ
と

い
う
の
に
気
温
が
25
度
と
い
う

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
で
桜
も
咲
い
た

り
し
て
、
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
温
暖
な
週
末
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
で
も
夜
は
冷
え
込
み

、
皆
さ
ん
も
身
体
を
壊
し
や
す

く
季
節
性
う
つ
病
を
発
症
し
や

す
い
時
期
で
す
の
で
、
特
に

「
体
内
時
計
」
の
調
整
の
た
め

に
も
、
ど
の
季
節
よ
り
も
日
が

昇
る
と
沈
む
に
応
じ
た
原
始
的

な
生
活
に
近
づ
け
て
、
早
寝
早

起
き
し
て
よ
り
朝
の
光
を
積
極

的
に
浴
び
て
み
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
９
月
に
は
「
秋
の
ヘ

ル
ス
フ
ェ
ア
」
で
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、

帰
国
後
の
ご
相
談
の
お
問
い
合

わ
せ
を
４
件
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

当
社
は
そ
の
よ
う
な
ご
相
談
業

務
と
本
業
は
介
護
経
営
と
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
な
か
、
当
社
が
運
営

し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
閉

鎖
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

「
え
ー
！

な
ん
で
や
め
ち
ゃ
う

の
ー
」
「
高
齢
者
増
え
て
い
る

の
に
ー
」
と
い
う
お
声
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際

に
当
社
は
小
さ
い
な
が
ら
も
年

間
１
０
０
万
近
い
黒
字
経
営
で

す
。
さ
ら
に
そ
の
屋
台
骨
を
支

え
る
職
員
の
お
か
げ
で
私
が
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
行
く
こ
と
も
で

き
ま
す
し
、
ま
た
、
弊
社
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
生
活
の
一
部
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
介
護
高

齢
者
の
方
々
の
安
心
を
不
安
に

さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
は
本
当
に

胸
が
張
り
裂
け
る
ほ
ど
苦
し
い

決
断
で
し
た
。
10
人
の
ご
利
用

定
員
の
う
ち
お
二
人
は
７
年
も

通
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
を
思
え
ば
、
「
ま
だ

あ
と
半
年
、
ま
だ
あ
と
１
年
」

と
続
け
る
こ
と
も
で
き
る
は
ず

な
の
で
す
。
し
か
し
、
９
月
の

Ｎ
Ｙ
セ
ミ
ナ
ー
で
お
伝
え
し
た

「
日
本
の
介
護
事
情
」
は
、
国

の
施
策
は
想
像
以
上
に
厳
し

く
、
「
こ
れ
ま
で
の
介
護
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
ま
ま
で
は
介
護
ビ

ジ
ネ
ス
の
経
営
は
難
し
く
な
り

淘
汰
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
、

日
本
で
受
け
ら
れ
る
介
護
は
、

少
な
く
な
る
の
？

と
い
う
心

配
よ
り
明
る
い
未
来
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
介
護
に
転
換

し
て
い
る
う
ね
り
の
あ
る
過
渡

期
な
の
で
す
。

で
は
10
年
後
、
20
年
後
ど
ん

な
介
護
事
業
所
が
生
き
残
る
の

か
？
「
こ
れ
ま
で
の
介
護
の
イ

メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
け
る
思
考

回
路
と
体
力
」
を
持
っ
て
い
る

事
業
所
で
す
。
も
う
「
介
護
」

と
い
う
言
葉
で
括
る
こ
と
な

く
、
「
福
祉
」
、
い
や
、
電
気
水

道
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
携
帯
電
話

の
よ
う
に
、
生
活
に
当
た
り
前

に
あ
る
社
会
資
源
化
す
る
「
場

所
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
す
。

私
に
と
っ
て
は
事
業
の
拡
大

や
業
態
の
変
更
も
選
択
肢
の
一

つ
で
し
た
。
職
員
と
も
話
し
合

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
は

一
度
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
踏
み
出
せ
る
最

後
の
タ
イ
ミ
ン
グ
。
あ
と
１
年

待
っ
て
で
は
遅
い
と
い
う
判
断

で
し
た
。
本
当
に
、
本
当
に
申

し
訳
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
こ

の
１
か
月
何
も
手
に
つ
か
な
い

よ
う
な
沈
ん
だ
気
持
ち
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
う
気
持
ち
を

打
ち
明
け
る
こ
と
で
（
書
く
こ

と
で
）
気
持
ち
が
す
っ
と
し
ま

し
た
。
季
節
の
せ
い
に
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
で
き
る
だ

け
早
起
き
に
も
徹
し
て
み
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
の
当
社
の
介
護
。

そ
の
「
場
所
」
づ
く
り
と
情
報

収
集
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
そ

れ
を
こ
れ
か
ら
も
「
週
刊
Ｎ
Ｙ

生
活
」
に
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
（
介
護
甲
子
園
）

理
事

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

日
本
の
介
護
の
未
来
に
期
待

71
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ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
友
人
、
恋
人
、
同
僚
な

ど
と
、
普
段
と
は
違
っ
た
関
わ

り
方
を
す
る
機
会
が
増
え
、
意

思
疎
通
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
の
一
方
通
行
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
比
べ
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
例
え
ら
れ

る
両
通
行
の
「
会
話
」
に
は
表

情
や
身
振
り
、
声
の
調
子
な
ど

も
含
ま
れ
、
言
葉
で
表
現
さ
れ

る
の
は
氷
山
の
一
角
。

会
話
の
な
か
で
話
し
手
と
聞

き
手
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
「
情
報

ろ
過
装
置
」
を
持
ち
、
無
意
識

の
う
ち
に
そ
の
装
置
を
通
し
て

や
り
取
り
を
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
が
そ
の

ま
ま
相
手
に
伝
わ
り
に
く
い
の

は
こ
の
た
め
で
す
。

ま
た
、
日
本
人
は
英
語
で
は

直
接
的
な
表
現
が
必
要
だ
か
ら

と
、
知
ら
ぬ
間
に
相
手
に
不
快

感
を
与
え
る
話
し
方
を
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
際
カ

ッ
プ
ル
の
中
に
は
こ
の
た
め
に

悲
し
い
結
末
を
招
い
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
人
の
恋
人
と
の
仲

が
こ
じ
れ
て
心
を
痛
め
て
い
た

Ｍ
さ
ん
。
お
二
人
の
や
り
と
り

を
観
察
中
、
Ｍ
さ
ん
の
「
希
望
」

が
恋
人
に
は
威
圧
的
な
「
命
令
」

と
受
け
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

情
報
ろ
過
ス
タ
イ
ル
を
学
び
伝

達
ス
キ
ル
を
練
習
し
た
結
果
、

誤
解
が
解
け
、
お
互
い
へ
の
理

解
が
深
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
向
上
に
も
役
立
ち
ま
す
。

（
ま
か
べ
・
ひ
ろ
こ
／
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心
理
療
法

士
、LC

SW
,C
A
SA
C

保
持
）

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ

ン
ト
を
見
物
・
参
加
す
る
邦
人

に
向
け
て
、
快
適
な
休
暇
を
過

ご
す
た
め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
館
が
年
末
の
安
全
対
策
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
感
謝
祭

（
サ
ン
ク
ス
ギ
ビ
ン
グ
デ
ー
）
、

ク
リ
ス
マ
ス
、
年
末
年
始
な
ど

の
休
暇
を
利
用
し
た
外
出
、
旅

行
先
に
よ
っ
て
は
治
安
情
勢
が

良
く
な
い
国
や
地
域
が
あ
る
た

め
、
出
発
前
に
海
外
安
全
ホ
ー

ム

ペ

ー

ジ

（w
w
w
.anzen.m

ofa.go.jp

）

等
で
渡
航
先
の
安
全
情
報
を
確

認
す
る
よ
う
推
奨
し
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
感
謝
祭

パ
レ
ー
ド
や
大
晦
日
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
な
ど
大
勢
の
人
が
集

ま
る
大
型
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
大
規
模
イ
ベ

ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
等
の

不
特
定
多
数
の
人
が
集
ま
る
場

所
は
テ
ロ
等
の
標
的
と
な
る
お

そ
れ
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
見

物
・
参
加
す
る
際
は
周
囲
の
状

況
に
注
意
を
払
う
よ
う
十
分
な

安
全
対
策
と
危
機
管
理
意
識
を

持
つ
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。
　

銃
撃
事
件
に
遭
遇
し
た
際
の

対
処
方
法
な
ど
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トw

w
w
.n
y
.u
s.em

b-
japan.go.jp

を
参
照
。

年
末
年
始
の
安
全
対
策

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
呼
び
か
け

大
手
食
品
会
社
コ
ナ
グ
ラ
・

フ
ー
ズ
は
７
日
、
子
会
社
ダ
ン

カ
ン
・
ハ
イ
ン
ズ
が
製
造
す
る

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
に
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
が
混
入
し
、
複
数
の
食
中

毒
症
状
の
報
告
を
受
け
、
同
商

品
２
４
０
万
個
の
回
収
を
発
表

し
た
。

対
象
商
品
は
す
で
に
陽
性
反

応
が
出
て
い
る
「
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ホ
ワ
イ
ト
」
ほ
か
、
同
時

に
同
じ
工
場
で
生
産
さ
れ
て
い

た
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
バ
タ
ー
・

ゴ
ー
ル
デ
ン
」
「
シ
グ
ネ
チ
ャ

ー
・
コ
ン
フ
ェ
ッ
テ
ィ
」
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
・
イ
エ
ロ
ー
」
。
賞

味
期
限
が
２
０
１
９
年
３
月
７

〜
13
日
。
米
食
品
薬
品
局
（
Ｆ

Ｄ
Ａ
）
と
米
疫
病
対
策
セ
ン
タ

ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
は
「
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ホ
ワ
イ
ト
か
ら
検
出
さ
れ

た
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
は
、
食
中
毒

患
者
か
ら
採
取
さ
れ
た
菌
と
一

致
し
た
」
と
し
、
現
在
も
製
造

施
設
の
調
査
を
進
め
て
い
る
。
　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
決
し
て
生
の
ミ

ッ
ク
ス
生
地
を
口
に
せ
ず
完
全

に
火
が
通
る
ま
で
焼
く
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
る
。
対
象
商
品
に

心
当
た
り
が
あ
る
場
合
は
、
直

ち
に
破
棄
す
る
か
、
購
入
し
た

店
舗
に
持
っ
て
行
き
全
額
返
金

を
申
し
出
る
。

人
気
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
で
回
収

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ニューヨーク生活における

メンタルヘルスケア（10）

真壁弘子カウンセラー

https://www.mtckitchen.com
http://www.seido.com
https://america-keitai.com/


仏
教
に
関
心
が
あ
る
が
お

寺
に
行
っ
て
説
法
を
聞
く
の

は
敷
居
が
高
い
、
「
禅
」
に
つ

い
て
外
国
人
に
う
ま
く
説
明

で
き
な
い
…
。
本
書
は
、
そ

う
い
う
方
々
に
打
っ
て
付
け

の
入
門
書
で
あ
る
。

海
外
生
活
が
長
く
な
る
に

つ
れ
、
私
も
外
国
人
の
友
人

か
ら
仏
教
や
禅
に
つ
い
て
聞

か
れ
る
機
会
が
増
え
た
。
日

本
人
な
ら
当
然
知
っ
て
い
る

は
ず
と
思
わ
れ
て
質
問
攻
め

に
あ
い
、
そ
の
た
び
に
付
け

焼
刃
で
本
を
読
む
の
だ
が
、

ス
ッ
と
理
解
で
き
る
本
に
は

い
ま
だ
出
合
っ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
。

本
書
は
仏
教
思
想
家
・
ひ

ろ
ち
さ
や
氏
が
鎌
倉
時
代
の

曹
洞
宗
の
開
祖
で
あ
る
道
元

の
主
著
「
正
法
眼
蔵
（
し
ょ

う
ぼ
う
げ
ん
ぞ
う
）
」
を
実
に

丁
寧
に
解
説
し
て
い
る
。
道

元
は
ひ
た
す
ら
座
禅
す
る
こ

と
、
修
行
の
中
に
悟
り
が
あ

る
こ
と
を
説
い
た
禅
僧
で
あ

る
が
、
著
者
は
道
元
を
偉
大

な
哲
学
者
と
し
て
も
見
て
い

る
。
仏
教
の
真
理
を
正
し
く

読
み
取
る
眼
が
後
世
に
伝
わ

る
よ
う
、
自
ら
の
智
慧
を
言

語
化
し
て
残
そ
う
と
し
た
。

本
書
で
は
、
「
正
法
眼
蔵
」
を

座
禅
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
な

く
、
哲
学
書
と
し
て
読
み
解

い
て
い
く
。

道
元
は
正
治
２
（
１
２
０

０
）
年
に
京
都
の
貴
族
の
名

門
に
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て

両
親
を
亡
く
し
た
こ
と
も
あ

っ
て
か
14
歳
で
仏
門
に
入
る

が
、
修
行
を
始
め
て
ま
も
な

く
大
き
な
疑
問
に
ぶ
つ
か
る
。

「
仏
教
に
お
い
て
は
、
人
類
は

も
と
も
と
仏
性
（
仏
の
性
質
）

を
持
ち
、
そ
の
ま
ま
で
仏
で

あ
る
と
教
え
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
な
ぜ
、
わ
た
し
た
ち

は
仏
に
な
る
た
め
に
修
行
を

し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
」
。

ま
さ
に
禅
問
答
と
も
い
え
る

問
い
に
誰
も
納
得
の
行
く
答

え
を
与
え
て
は
く
れ
な
か
っ

た
た
め
、
道
元
は
貞
応
２

（
１
２
３
３
）
年
に
中
国
の
宋

に
渡
り
、
天
童
山
景
徳
寺
で

如
浄
禅
師
の
も
と
に
参
禅
し

て
26
歳
で
悟
り
を
開
い
た
。

悟
り
に
至
っ
た
き
っ
か
け
と

な
っ
た
恩
師
の
言
葉
は
「
身

心
脱
落
」
で
あ
っ
た
が
、
実

は
道
元
は
こ
の
言
葉
の
意
味

を
は
き
違
え
て
い
た
と
い
う

逸
話
が
お
も
し
ろ
い
。
相
手

の
言
葉
を
違
う
意
味
で
受
け

取
っ
て
、
悟
り
を
得
る---

何

と
も
皮
肉
な
話
だ
が
、
世
の

中
そ
ん
な
も
の
か
も
し
れ
な

い
。

「
身
心
脱
落
」
「
無
我
」
、
「
悟

り
」
な
ど
、
難
し
い
仏
教
用

語
を
わ
か
り
や
す
い
例
え
を

用
い
て
解
説
し
て
く
れ
る
の

が
あ
り
が
た
い
。
自
我
は

「
角
砂
糖
」
で
お
湯
が
「
悟
り
」
。

お
湯
に
砂
糖
が
溶
け
た
状
態

が
「
悟
り
の
境
地
」
で
、
自

我
で
あ
る
角
砂
糖
は
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
悟
り
に

溶
け
込
ん
だ
状
態
。
こ
れ
ま

で
頭
で
理
解
で
き
な
か
っ
た

仏
教
の
思
想
が
感
覚
的
に
す

う
っ
と
入
っ
て
く
る
。

道
元
は
身
心
脱
落
し
て
自

我
意
識
を
消
し
、
あ
る
が
ま

ま
に
物
事
を
見
る
こ
と
を
悟

り
と
す
る
一
方
で
、
悟
り
と

迷
い
（
煩
悩
）
は
コ
イ
ン
の

裏
表
の
よ
う
に
一
体
だ
と
い

う
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
分

か
ら
な
い
と
分
か
る
こ
と
が

悟
り
。
悟
り
を
求
め
て
あ
く

せ
く
せ
ず
、
迷
っ
た
と
き
に

は
し
っ
か
り
迷
う
こ
と
が
大

切
…
と
言
わ
れ
る
と
、
何
と

も
心
が
楽
に
な
る
。

「
正
法
眼
蔵
」
は
95
巻
に
及

ぶ
大
著
だ
が
、
本
書
は
わ
ず

か
１
４
０
ペ
ー
ジ
で
鎌
倉
仏

教
や
禅
、
道
元
の
思
想
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
、
同
時

に
座
禅
を
組
ん
だ
こ
と
の
な

い
私
の
よ
う
な
人
間
で
も
、

日
々
の
生
活
を
修
行
と
捉
え

て
生
き
る
た
め
の
智
慧
を
与

え
て
く
れ
る
。
お
か
げ
で
こ

れ
か
ら
は
、
外
国
人
に
仏
教

の
質
問
を
さ
れ
て
も
ス
ル
ー

し
な
く
て
済
み
そ
う
だ
。

（
櫻
井
真
美
）

■地下経済の最新手口に学ぶ　ワルの経済教室（多田文明、
彩図社）善良な一般市民を食い物にする詐欺や悪徳商法、カ
ルト宗教といった地下経済。ワルたちがターゲットを巧みに
操作して大金を手に入れるビジネステクニックには、オモテ
のビジネスで応用できるものもある。詐欺・悪徳商法アナリ
ストが最新手口を解明する。■サマータイムマシン・ワンス
モア（上田誠、早川書房）夏、とある大学のSF研究会の部
室。SF研究を一切しない部員たちとその奥の暗室に居をか
まえるカメラクラブのメンバーたち。ふとみると片隅に見慣
れぬ物体が。タイムマシンかと興奮する一同と、先発隊に選
ばれ乗り込んで昨日に向かう３人。人気劇団「ヨーロッパ企
画」の映画化もされた伝説の傑作。■ぼくらの死生観　英霊
の渇く島に問う（青山繁晴、ワニブックスPLUS新書）第2
次世界大戦時の米軍との激戦地の硫黄島。今も1万人以上の
日本軍兵士の遺骨が取り残されたままだ。この問題解決を訴
える著者が2011年に実施された「にっぽん丸小笠原・硫黄
島クルーズ」で行った講演の記録。航海の模様と硫黄島を写
したカラー口絵写真32枚つき。『死ぬ理由、生きる理由』の
新書化。■漂砂の塔（大沢在昌、集英社）2020年、雪と凍
りに閉ざされた北方領土の離島にある最先端施設で、目をえ
ぐられた日本人技術者の死体が発見された。捜査権なし、武
器なしで潜入したロシア系クォーターの捜査官・石上の運命
は…。作家生活40年、650ページの記念碑的ミステリー巨
編。■吉本ばななが友だちの悩みについてこたえる（吉本ば
なな、朝日新聞出版）普通の主婦ではなく、早くから独立し
ていて実家も職業も一般的ではない吉本ばななが、別の角度
からみたら簡単なことだったり明るい光が差したりすると考
えて、じっくり綴った友だちとの対話。友だちとは「なんと
なく」接しては？■穴アキエフの初恋祭り（文藝春秋、多和
田葉子）近づいたと思えば遠ざかり、遠ざかると近づきたく
なる。重ねたはずの手紙のやりとり、10年ぶりに再訪したはずの日本、そ
して私とあなた。その空隙を撃つ７編の物語を言語派作家が描く。（去場 安）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

不
可
能
を
可
能
に
変
え
る
裏
ワ
ザ
。
人
気
作
家
＆
劇
団
の
青
春
Ｓ
Ｆ
コ
メ
デ
ィ
戯
曲
。
硫
黄
島

の
英
霊
が
私
た
ち
に
伝
え
る
も
の
。
作
家
生
活
40
年
の
記
念
碑
的
ミ
ス
テ
リ
ー
。
友
だ
ち
と
は

「
何
と
な
く
」
接
す
る
の
が
一
番
。
言
語
派
作
家
が
綴
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

座禅を組まずに禅が分かる

「
卍
が
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
普
遍
な
邪
悪
な
シ

ン
ボ
ル
だ
と
社
会
、
教
育
の

場
で
そ
の
よ
う
に
教
え
て
い

る
が
、
本
来
卍
は
、
最
も
崇

高
で
、
聖
な
る
悟
り
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
、
仏
教
の
み
な

ら
ず
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
を
は
じ
め
多
く
の
社

会
で
は
善
な
る
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
数
千
年
以
上
に
わ
た
っ

て
使
わ
れ
、
今
も
使
わ
れ
て

い
る
。
白
人
至
上
主
義
の
差

別
的
、
暴
力
的
な
意
味
の
ハ

ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
（
英
語
で

は
ス
ワ
ス
テ
ィ
カ
と
呼
ん
で

い
る
が
、
そ
れ
は
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で
あ
り
、
ヒ
ト
ラ

ー
も
そ
の
よ
う
な
言
葉
は
使

っ
て
い
な
い
）
と
は
区
別
さ

れ
る
べ
き
で
、
西
洋
社
会
も

学
校
な
ど
で
も
事
実
を
し
っ

か
り
教
え
る
べ
き
だ
」
、
と
の

思
い
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住

の
日
本
人
僧
侶
、
中
垣
顕
實

さ
ん
が
６
年
越
し
で
英
訳
出

版
に
こ
ぎ
着
け
た
本
。
紀
伊

國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
店
で
10
日
サ

イ
ン
会
が
行
な
わ
れ
た
。
タ

ブ
ー
の
領
域
に
学
術
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
挑
ん
だ
意
欲
作
と

い
え
る
。
　
　
　
　
　
（
三
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

NHK出版・刊

ひろさちや・著

卍
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
違
い

宗
教
の
聖
な
る
印
か
邪
悪
の
紋
章
か

https://www.iace-usa.com


ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
友
人
に
よ
る
と
き
れ

い
な
紅
葉
は
11
月
初
旬
の
大
雨

で
す
っ
か
り
落
ち
葉
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
と
か
。
皆
さ
ん

は
素
敵
な
秋
期
を
満
喫
さ
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
。

東
京
は
や
っ
と
気
温
が
秋
ら
し

く
落
ち
着
い
た
も
の
の
、
ま
だ

ま
だ
紅
葉
は
も
う
少
し
先
の
よ

う
で
す
。
筆
者
の
幼
少
の
頃
は

紅
葉
と
い
え
ば
10
月
で
、
11
月

は
散
り
始
め
る
時
代
で
し
た

が
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
か
10

年
先
に
は
冬
の
風
物
詩
に
な
り

そ
う
な
勢
い
で
す
ね
（
笑
）
。

今
月
は
前
回
に
続
き
「
ち
ょ
っ

と
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ル
ー
ト

66
」
、
西
部
編
の
ご
紹
介
で
す
。

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
、
ア
リ
ゾ

ナ
州
、
そ
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
よ
り
合
計
５
か
所
を
選
ん

で
み
ま
し
た
。

ま
ず
は
余
談
か
ら
始
め
ま
す

が
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ア

ー
ト
と
言
え
ば
ア
メ
リ
カ
先
住

民
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン

ア
ー
ト
を
無
視
し
て
語
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
ル
ー
ト
66
時

代
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
１
９

３
７
年
ま
で
ル
ー
ト
66
の
一
部

で
あ
っ
た
州
都
サ
ン
タ
フ
ェ

に
、
か
の
著
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
オ
キ
ー
フ
の
作

品
が
並
ぶ
同
名
美
術
館
が
あ
り

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
抽
象
画
の
先

駆
け
と
な
っ
た
彼
女
の
絵
は
不

思
議
と
サ
ン
タ
フ
ェ
の
ア
ー
ト

感
覚
と
マ
ッ
チ
す
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ル
ー
ト
66
の
美
術
博

物
館
と
併
せ
て
ぜ
ひ
訪
問
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

さ
て
本
題
。
ま
ず
は
同
州
ト

ゥ
ク
ム
キ
ャ
リ
か
ら
、
「N

ew
M

ex
ico

R
ou

te
6

6
M

u
seu

m

」
で
す
。
同
街
の

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
に
建
つ
こ
の
博
物
館
は
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
ル
ー
ト
66

そ
し
て
オ
ザ
ー
ク
地
域
（
ミ
ズ

ー
リ
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
、
カ
ン
ザ

ス
等
含
む
）
の
ル
ー
ト
を
中
心

に
紹
介
す
る
博
物
館
で
す
。
取

り
分
け
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
に
重
き

を
置
い
て
い
て
常
時
プ
ロ
ア
マ

両
者
の
写
真
展
を
開
設
し
、
訪

れ
る
人
た
ち
に
評
判
が
高
い
の

が
特
徴
で
す
。
筆
者
の
腕
は
大

し
た
こ
と
の
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア

で
す
が
、
こ
こ
の
写
真
展
か
ら

は
い
つ
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
好
き
の
方

は
要
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。
写
真
の

他
に
も
ガ
ス
ポ
ン
プ
、
ネ
オ
ン

サ
イ
ン
、
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス

か
ら
20
年
〜
30
年
代
の
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
、
そ
し
て
大
物
カ
ン

ト
リ
ー
歌
手
ロ
レ
ッ
タ
・
リ
ン

さ
ん
の
サ
イ
ン
し
た
ル
ー
ト
66

特
製
ギ
タ
ー
の
展
示
な
ど
、
幅

広
い
内
容
で
す
。

次
は
同
州
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
に

あ
る
「R

ou
te

6
6

 A
u

to
M

useum

」
。
名
前
の
通
り
ヴ

ィ
ン
テ
ー
ジ
も
の
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
が
常
時
30
台
以
上
、
し

か
も
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ン
で
陳
列
さ
れ
て
い
る
圧
巻

の
博
物
館
で
す
。
筆
者
の
友
人

で
も
あ
る
オ
ー
ナ
ー
の
コ
ル
ド

バ
夫
妻
は
超
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

の
で
つ
い
つ
い
皆
さ
ん
長
居
し

て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
車
以
外
で
も
軽
食
の
食
べ
ら

れ
る
ス
ペ
ー
ス
や
、
旅
の
途
中

に
は
助
か
る
清
潔
な
ト
イ
レ

（
誰
で
も
使
え
ま
す
）
、
そ
し
て

結
構
な
サ
イ
ズ
の
ル
ー
ト
66
関

連
の
お
土
産
販
売
ス
ペ
ー
ス

と
、
訪
れ
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
も
早
朝
７
時
30
分
か
ら
オ

ー
プ
ン
し
て
い
る
ル
ー
ト
66
で

は
極
め
て
レ
ア
な
ビ
ジ
ネ
ス
ア

ワ
ー
。
急
ぎ
足
で
時
間
の
な
い

旅
行
者
に
も
充
分
対
応
し
て
い

ま
す
よ
。

さ
て
次
は
州
が
変
わ
っ
て
、

ア
リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ
マ
ン
よ
り

「

A
rizon

a
R

ou
te

6
6

P
ow

erh
ou

se
M

u
seu

m

」

の
ご
紹
介
で
す
。
キ
ン
グ
マ
ン

は
ア
リ
ゾ
ナ
州
だ
け
で
な
く
西

部
ル
ー
ト
66
の
中
心
と
な
り
う

る
重
要
地
点
で
あ
り
、
ホ
テ

ル
・
モ
ー
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

博
物
館
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
ま
す
。

ル
ー
ト
66
を
語
ら
せ
れ
ば
５
本

の
指
に
入
る
筆
者
の
親
友
、
歴

史
家
で
あ
り
作
家
の
ジ
ム
・
ヒ

ン
ク
リ
ー
氏
も
こ
こ
に
拠
点
を

構
え
多
く
の
書
物
を
発
刊
す
る

と
と
も
に
、
歴
史
家
な
ら
で
は

の
「
裏
ツ
ア
ー
」
な
ん
か
も
リ

ク
エ
ス
ト
す
れ
ば
不
定
期
で
開

催
し
て
く
れ
ま
す
。
パ
ワ
ー
ハ

ウ
ス
と
い
う
名
前
が
付
く
よ
う

に
こ
の
博
物
館
で
は
取
り
分
け

馬
車
か
ら
自
動
車
ま
で
、
動
力

に
基
点
を
置
い
た
ア
メ
リ
カ
西

部
の
開
拓
史
を
紹
介
し
て
お

り
、
文
豪
ス
タ
イ
ン
ベ
ッ
ク
の

作
品
「
怒
り
の
葡
萄
」
に
登
場

す
る
、
未
来
を
求
め
て
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
に
向
か
っ
た
オ
ク
ラ

ホ
マ
民
の
当
時
の
馬
車
展
示
が

館
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
し
て
堂
々

と
鎮
座
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
同
州
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
規
模

を
誇
る
お
土
産
屋
さ
ん
や
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
も
併
設
し
て

い
ま
す
。
余
談
か
つ
プ
チ
自
慢

で
恐
縮
で
す
が
、
世
界
中
か
ら

の
ビ
ジ
タ
ー
が
多
い
こ
の
博
物

館
は
世
界
６
、
７
か
国
語
の
パ

ン
フ
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
日
本
語
版
は
筆
者
が
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
！

最
後
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

よ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
運
営
に

関
わ
っ
て
い
る
ル
ー
ト
66
日
本

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
協
賛

し
て
く
れ
て
い
ま
す
、
２
つ
の

著
名
博
物
館
の
ご
紹
介
で
す
。

ま
ず
は
ヴ
ィ
ク
タ
ー
ビ
ル
に
あ

る
「C

alifornia
R

oute
66

M
useum

」
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
・
ル
ー
ト
66
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
展
示
物
が
所
狭
し
と
飾

ら
れ
、
観
る
者
を
飽
き
さ
せ
ま

せ
ん
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
い

う
立
地
上
と
て
も
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
、
筆
者
も
行
く
た
び

に
世
界
中
の
ど
こ
か
の
「
友
人
」

が
必
ず
増
え
る
出
会
い
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。
デ
ル
ヴ
ィ
ン
さ

ん
を
始
め
、
館
員
さ
ん
は
皆
と

て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、
お
土
産

屋
さ
ん
だ
っ
て
や
は
り
こ
こ
も

充
実
し
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
バ
ー
ス
ト
ウ
に

あ
る
「R

ou
te

66 M
other

R
oad

M
useum

」
。
こ
の
博

物
館
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ア
・
ル

ー
ト
66
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に

広
範
囲
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま

す
。
展
示
物
の
充
実
さ
は
説
明

す
る
に
及
び
ま
せ
ん
が
、
特
筆

す
べ
き
は
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
建
築
の

代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
バ
ー
ス

ト
ウ
の
ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
駅
に
併

設
し
て
い
る
と
い
う
点
で
す
。

街
の
メ
イ
ン
通
り
か
ら
線
路
を

越
え
る
陸
橋
を
渡
り
、
駅
へ
と

行
く
道
は
何
と
も
郷
愁
を
誘
い

ま
す
。
一
点
ご
注
意
い
た
だ
き

た
い
の
は
、
博
物
館
の
開
館
は

金
、
土
、
日
曜
の
み
で
す
。
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
う
ま
く
あ
わ
せ

て
訪
問
し
て
く
だ
さ
い
。

と
い
う
こ
と
で
、
今
月
も
駆

け
足
で
紹
介
し
て
来
ま
し
た

が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
す

べ
て
を
書
く
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た

い
方
は
筆
者
ま
で
直
接
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま
た
来

月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
、
写
真
も
／
ル
ー

ト
66
協
会
ジ
ャ
パ
ン
・
代
表

w
w
w
.route66.jp

）
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前
回
に
引
き
続
き
、
バ
ク
ー

の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

と
い
え
ば
絨
毯
（
カ
ー
ペ
ッ
ト
）

で
も
有
名
で
、
カ
ス
ピ
海
の
東

と
西
は
古
く
か
ら
絨
毯
文
化
が

栄
え
た
地
域
で
し
た
。
東
側
の

ト
ル
ク
メ
ン
族
、
西
側
の
コ
ー

カ
サ
ス
地
方
は
世
界
の
絨
毯
研

究
に
と
っ
て
最
重
要
地
域
で
あ

り
、
歴
史
的
に
も
東
西
文
化
の

交
流
地
点
と
し
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
で
す
。

ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
絨
毯

は
２
０
１
０
年
に
世
界
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
14
年
８

月
バ
ク
ー
に
ユ
ニ
ー
ク
な
形
の

絨
毯
博
物
館
（A

zerbaijan
CarpetM

useum

）
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
５
階
建
て
構
造

で
絨
毯
を
巻
い
た
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
建

築
家
フ
ラ
ン
ツ
・
ヤ
ン
ツ
氏
の

手
に
よ
る
も
の
で
す
。
同
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ク
バ
、
バ
ク

ー
、
シ
ル
ヴ
ァ
ン
、
カ
ザ
フ
、

カ
ラ
バ
フ
と
タ
ブ
リ
ー
ズ
絨
毯

な
ど
の
代
表
的
な
絨
毯
と
ロ
ン

ド
ン
に
あ
る
Ｖ
＆
Ａ
美
術
館
所

有
の
ア
ル
デ
ビ
ル
絨
毯
の
復
元

品
や
現
代
の
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
ア
ー
ト
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
実
に
見
ご
た
え
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
場
で
織
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
見
学
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

市
街
地
に
あ
る
ニ
ザ
ー
ミ
ー

記
念
文
学
博
物
館
（N

izam
i

M
useum

ofLiterature

）
も
、

個
人
記
念
館
で
は
な
く
、
ア
ゼ

ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
文
学
全
体
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
実
に
充
実

し
た
文
学
博
物
館
で
し
た
。
１

９
３
９
年
に
国
立
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
文
学
博
物
館
（T

he
N

ation
al

m
u

seu
m

of

A
zerbaijan

literature

）
と
し

て
開
館
し
、
１
８
６
０
年
建
設

の
旧
ホ
テ
ル
・
メ
ト
ロ
ポ
ー
ル

の
建
物
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

建
物
の
西
側
に
は
、
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
文
学
史
の
偉
人
た
ち

の
彫
刻
群
が
あ
り
、
そ
の
う
ち

の
ひ
と
り
Ｍ
・
ア
フ
ン
ド
フ

（
１
８
１
２
〜
78
年
）
な
ど
が

19
世
紀
に
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン

語
の
口
語
で
の
近
代
文
学
を
創

始
す
る
ま
で
文
芸
の
世
界
で
は

ペ
ル
シ
ャ
語
が
優
勢
で
し
た
。

館
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
ニ
ザ

ー
ミ
ー
（
１
１
４
１
〜
１
２
０

９
年
）
も
ガ
ン
ジ
ャ
（
現
ゲ
ン

ジ
ェ
）
の
生
ま
れ
な
が
ら
、
そ

の
作
品
は
す
べ
て
ペ
ル
シ
ャ
語

で
、
そ
う
し
た
歴
史
に
ま
つ
わ

る
古
写
本
や
文
学
作
品
を
題
材

に
し
た
細
密
画
な
ど
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
館
内

は
撮
影
禁
止
で
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
み
の
見
学
と
な
り
ま
す
が
、

館
内
は
広
大
で
１
時
間
く
ら
い

ま
わ
っ
て
結
構
疲
れ
ま
し
た
。

ニ
ザ
ー
ミ
ー
は
詩
人
で
、
10

世
紀
か
ら
15
世
紀
末
に
か
け
て

の
ペ
ル
シ
ア
語
文
学
古
典
時
代

に
お
け
る
最
も
著
明
な
詩
人
の

ひ
と
り
で
す
。
ペ
ル
シ
ア
語
ロ

マ
ン
ス
叙
事
詩
に
お
い
て
恋

愛
・
悲
恋
文
学
に
神
秘
主
義
詩

の
要
素
を
織
込
み
独
自
の
境
地

を
開
拓
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、

代
表
作
の
五
編
か
ら
な
る
長
篇

叙
事
詩
、
『
五
宝
』
（
パ
ン
ジ

ュ
・
ガ
ン
ジ
ュ
）
ま
た
は
『
五

部
作
』
（
ハ
ム
セ
）
と
呼
ば
れ

る
作
品
群
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ガ
ン

ジ
ャ
周
辺
の
王
侯
貴
族
た
ち
に

献
呈
さ
れ
た
も
の
で
、
２
０
１

１
年
に
ユ
ネ
ス
コ
「
世
界
の
記

憶
」
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
作
品
群
の
う
ち
、

『
ホ
ス
ロ
ー
と
シ
ー
リ
ー
ン
』
、

『
ラ
イ
ラ
ー
と
マ
ジ
ュ
ヌ
ー
ン
』

な
ど
は
後
世
に
挿
絵
本
が
流
布

す
る
な
ど
ペ
ル
シ
ア
語
文
学
や

絵
画
に
大
き
な
影
響
を
残
し
て

お
り
、
日
本
で
も
岡
田
恵
美
子

氏
に
よ
る
訳
書
（
平
凡
社
東
洋

文
庫
）
で
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第283回

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」
な
ん
で
も
ベ
ス
ト
10

アゼルバイジャンの

ミュージアム（その２）

サンタローザのオートミュージアムは常に30台以上のヴィンテージカーを展示

そ
の
８：
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
西
部
編

http://amnet-usa.com
http://www.at-newyork.com/
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「
大
き
な
失
敗
は
神
様
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
な
ん
で
す
」
と
話
す

現
代
萩
焼
作
家
、
納
冨
晋
（
の

と
み
・
す
す
む
）
さ
ん
（
67
）
。

釜
の
中
で
偶
然
発
見
し
た
青
色

に
魅
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
作
品
に

生
か
す
工
夫
を
長
年
重
ね
た
。

そ
ん
な
納
冨
さ
ん
の
作
陶
展

「
青
萩
」
が
８
日
か
ら
14
日
ま

で
、
日
本
ク
ラ
ブ
７
階
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

山
口
県
で
４
０
０
年
の
歴
史

を
持
つ
萩
焼
は
、
釉
薬
の
縮
み

に
よ
る
ヒ
ビ
（
貫
入
）
が
特
徴

と
さ
れ
て
い
る
。
ヒ
ビ
か
ら
水

分
が
浸
透
し
、
使
い
込
む
ほ
ど

に
器
の
色
合
い
が
変
化
す
る

「
萩
の
七
化
け
」
が
表
れ
る
。

今
年
、
父
・
鳥
雲
の
跡
を
継

ぎ
大
華
山
鳥
雲
窯
の
当
主
と
な

っ
た
納
冨
さ
ん
の
萩
焼
は
、
独

特
の
繊
細
さ
と
深
い
青
が
特

徴
。
土
の
配
合
と
釉
薬
の
変
化

に
よ
っ
て
、
深
い
青
か
ら
白
波

の
よ
う
な
青
ま
で
豊
か
な
諧
調

を
醸
し
出
し
て
い
る
。
同
展
で

は
酒
器
や
茶
陶
作
品
を
始
め
青

萩
に
よ
る
新
作
を
30
点
あ
ま
り

展
示
し
た
。
「
満
足
で
き
な
い

作
品
を
割
る
気
持
ち
に
変
化
も

出
て
き
た
。
焼
き
終
わ
っ
た
ば

か
り
の
思
い
が
高
ま
っ
た
時

と
、
時
間
を
お
い
て
か
ら
見
る

作
品
に
対
す
る
見
方
、
見
え
方

が
変
わ
っ
て
き
た
」
と
も
語
る
。

15
日
（
木
）
か
ら
28
日
（
水
）

ま
で
、
大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西

26
丁
目
５
２
１
番
地
、
電
話
２

１
２
・
６
９
５
・
８
０
３
５
）

で
も
展
示
販
売
さ
れ
る
。
初
日

午
後
６
時
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

が
あ
る
。
入
場
無
料
。

納
冨

晋

Ｎ
Ｙ
個
展

独
特
の
繊
細
さ
と
深
い
青

新
作
を
発
表

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
老
舗
デ
パ

ー
ト
、
ブ
ル
ー
ミ
ン
グ
デ
ー
ル

ズ
本
店
（
３
番
街
１
０
０
０
番

地
）
は
こ
の
ほ
ど
、
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
特
別
企
画
と
し

て
、
地
階
に
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

場
を
設
置
し
た
。

ラ
ル
フ
ロ
ー
レ
ン
社
と
共
同

企
画
し
た
ス
ケ
ー
ト
場
は
、
誰

で
も
滑
る
こ
と
が
で
き
、
隣
接

す
る
ロ
ー
レ
ン
・
ブ
ラ
ン
ド
の

コ
ー
ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
は
暖
か
い

ホ
ッ
ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
提
供

す
る
。
ま
た
心
地
い
い
ス
ノ
ー

ポ
ッ
ト
の
中
で
く
つ
ろ
ぎ
、
ト

ナ
カ
イ
の
ソ
リ
に
乗
る
バ
ー
チ

ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
も
で
き

る
。そ

の
ほ
か
２
階
に
は
炭
酸
水

ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
ク
ロ
ワ
が
運
営

す
る
氷
で
で
き
た
バ
ー
、
８
階

に
は
本
物
の
お
菓
子
で
で
き
た

実
物
大
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ

ド
ハ
ウ
ス
、
そ
し
て
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
名
物
で
あ
る
ウ
ィ

ン
ド
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
は
今
年

は
映
画
グ
リ
ン
チ
を
テ
ー
マ
に

す
る
な
ど
、
全
館
を
通
し
て
ホ

リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
満
喫
で
き

る
。

百貨店地下に

スケートリンク

ブルーミングデールズ

シ
ア
ト
ル
に
本
社
を
構
え
る

ネ
ッ
ト
販
売
大
手
ア
マ
ゾ
ン
が

12
日
、
第
２
本
社
を
ク
イ
ー
ン

ズ
の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ

ィ
ー
に
設
置
す
る
と
発
表
し

た
。
第
２
本
社
は
バ
ー
ジ
ニ
ア

州
ア
ー
リ
ン
ト
ン
郡
ク
リ
ス
タ

ル
シ
テ
ィ
ー
と
の
２
分
割
。
４

０
０
万
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
広
大

な
予
定
地
は
、
バ
ー
ノ
ン
ブ
ー

ル
バ
ー
ド
東
の
44
ロ
ー
ド
と
46

番
街
の
間
で
イ
ー
ス
ト
リ
バ
ー

沿
い
、
工
事
に
は
約
４
万
人
を

雇
用
す
る
と
い
う
。
向
こ
う
10

年
で
約
２
万
５
０
０
０
人
の
高

賃
金
雇
用
を
創
出
す
る
と
あ
っ

て
、
ク
オ
モ
州
知
事
は
「
誘
致

に
成
功
し
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
・
ク

オ
モ
に
改
名
す
る
」
と
い
う
冗

談
を
言
う
ほ
ど
積
極
的
に
動
い

て
き
た
。
「
州
の
歴
史
始
ま
っ

て
以
来
の
経
済
開
発
」
と
大
喜

び
だ
。

ア
マ
ゾ
ン
進
出
の
噂
が
広
が

っ
た
今
月
初
頭
、
７
日
付
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
は
、
地

域
一
帯
の
高
級
化
の
加
速
や
通

勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
な
ど
、

多
く
の
不
安
要
素
に
つ
い
て
指

摘
し
た
。
同
地
区
は
新
し
い
摩

天
楼
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

向
こ
う
２
年
で
約
５
万
７
０
０

０
人
の
人
口
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。
ア
マ
ゾ
ン
社
員
は
平
均
年

収
10
万
ド
ル
と
さ
れ
、
高
所
得

の
住
人
増
加
が
予
想
さ
れ
る

が
、
一
方
で
同
地
区
に
は
全
米

最
大
級
の
低
所
得
者
向
け
ア
パ

ー
ト
が
あ
り
、
所
得
格
差
が
さ

ら
に
顕
著
に
な
る
。

交
通
網
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
。
予
定
地
に
近
い
地
下

鉄
コ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
駅
は
７
番

線
、
Ｅ
線
、
Ｍ
線
、
Ｇ
線
が
乗

り
入
れ
る
が
、
ラ

ッ
シ
ュ
時
に
は
数

本
見
送
ら
な
け
れ

ば
乗
れ
な
い
ほ
ど

混
雑
す
る
。
数
年

後
に
は
７
番
線
の

大
々
的
な
信
号
工

事
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
さ
ら
な
る

混
雑
が
予
想
さ
れ

る
。
一
方
で
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
フ

ェ
リ
ー
の
乗
り
場

も
近
く
フ
ェ
リ
ー
網
の
拡
大
計

画
が
進
み
、
デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長

が
提
案
す
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と

ク
イ
ー
ン
ズ
を
結
ぶ
「
路
面
電

車
」
計
画
が
大
き
く
実
現
に
向

か
う
だ
ろ
う
。
通
勤
客
は
「
地

域
の
雇
用
促
進
に
な
る
。
で
も

長
年
や
っ
て
き
た
マ
ム
＆
ポ
ッ

プ
・
シ
ョ
ッ
プ
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
寂
し
い

ね
」
（
エ
リ
ー
さ
ん
、
20
代
男

性
）
、
「
す
ご
い
こ
と
だ
よ
。
大

手
銀
行
な
ど
も
こ
こ
に
移
転
し

て
い
る
し
、
地
域
が
ど
ん
ど
ん

変
わ
る
だ
ろ
う
」
（
匿
名
、
60

代
男
性
）
な
ど
と
話
し
て
い
た
。

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
に
あ
る
ク
イ

ー
ン
ズ
美
術
館
で
７
日
、「
テ
ィ

フ
ァ
ニ
ー
の
虹
色
」
展
が
始
ま

っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
米
国
に

移
住
し
た
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
夫

妻
は
、
米
国
を
代
表
す
る
ア
ー

ル
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
の
第
一
人
者
ル

イ
ス
・
Ｃ
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が

製
造
し
た
ガ
ラ
ス
ラ
ン
プ
を
誰

も
が
注
目
す
る
前
か
ら
収
集
し

た
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ

る
。
結
婚
し
て
ク
イ
ー
ン
ズ
の

フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
新
居
を
構
え

た
夫
妻
は
１
９
３
５
年
、
グ
リ

ニ
ッ
ジ
ビ
レ
ッ
ジ
の
中
古
品
屋

で
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
作
の
ラ
ン
プ

を
12
ド
ル
50
セ
ン
ト
で
購
入
し

た
。
当
時
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
の
ラ

ン
プ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
が

な
い
と
の
評
価
だ
っ
た
が
、
夫

妻
は
そ
の
カ
ラ
フ
ル
な
美
し
さ

に
惹
か
れ
、
２
０
０
以
上
の
さ

ま
ざ
ま
な
形
、
サ
イ
ズ
、
デ
ザ

イ
ン
の
ラ
ン
プ
を
収
集
し
て
世

界
最
大
の
包
括
的
な
テ
ィ
フ
ァ

ニ
ー
・
ラ
ン
プ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
形
成
し
た
。

ル
イ
ス
・
Ｃ
・
テ
ィ
フ
ァ
ニ

ー
（
１
８
４
９
〜
１
９
３
３
）

は
、
世
界
的
に
著
名
な
宝
飾
店

テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
社
の
御
曹
司
と

し
て
生
ま
れ
た
が
、
家
業
を
継

が
ず
に
画
家
を
目
指
し
、
パ
リ

留
学
を
経
て
美
術
の
道
で
成
功

し
た
。
１
８
７
５
年
頃
か
ら
ガ

ラ
ス
製
造
を
始
め
、
本
展
を
開

催
す
る
ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
の

す
ぐ
近
く
に
工
房
を
構
え
た
時

期
も
あ
っ
た
。
１
９
０
０
年
の

パ
リ
万
博
で
好
評
を
得
た
が
、

彼
の
情
熱
で
維
持
し
て
い
た
テ

ィ
フ
ァ
ニ
ー
ス
タ
ジ
オ
は
彼
の

死
か
ら
４
年
後
に
倒
産
し
た
。

彼
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
ラ
ン
プ
や
窓
は
、
現

在
も
美
術
館
は
銀
行
病
院
、
ホ

テ
ル
の
ロ
ビ
ー
な
ど
多
く
の
場

所
で
色
鮮
や
か
な
光
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

本
展
で
は
、
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ

ト
夫
妻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
再
現

し
た
17
世
紀
頃
に
失
わ
れ
た
技

法
で
あ
る
色
彩
ガ
ラ
ス
を
利
用

し
た
手
法
や
、
乳
白
色
ガ
ラ
ス

を
基
盤
と
し
た
多
様
な
ガ
ラ
ス

の
色
な
ど
を
科
学
的
に
検
証
す

る
。来

年
10
月
６
日
（
日
）
ま
で
。

開
館
時
間
は
水
曜
か
ら
日
曜
の

午
前
11
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

感
謝
祭
や
ク
リ
ス
マ
ス
、
元
日

な
ど
は
休
館
。
入
館
料
は
大
人

８
ド
ル
、
シ
ニ
ア
４
ド
ル
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
の
大
学
生
や

教
員
は
無
料
。
詳
細
は
電
話
７

１
８
・
５
９
２
・
９
７
０
０
ま

た
は
ウ
ェ
ブw

w
w
.queens-

m
uesum

.org

を
参
照
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
ー

青萩の
七変化

Image Courtesy: The Neustadt

「ティファニーの虹色」展
クイーンズ美術館で

ア
マ
ゾ
ン
Ｎ
Ｙ
進
出
へ

http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
http://ariyoshiny.com
http://www.lijcc.org/index.html
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ＰＣからでもスマホ、タブレットからでも！

ウェブアドレスが記入されている広告からリンクで広告主サイトに飛ぶことが可能です。

新聞の常識に留まらない、進化した新聞「週刊ＮＹ生活デジタル版」を是非ご覧下さい。

www.nyseikatsu.com

http://www.senka.com/
https://online.citi.com/US/JRS/portal/template_lo.do?ID=mortgage_home_lo&client_type=LO&client_id=685473
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紐
育
男
声
合
唱
団
に
よ
る
第

18
回
定
期
演
奏
会
が
12
月
１
日

（
土
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
、
ホ

ー
リ
ー
・
ト
リ
ニ
テ
ィ
ー
教
会

（
東
88
丁
目
３
１
６
番
地
）
で
開

催
さ
れ
る
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
４
つ

の
ス
テ
ー
ジ
に
分
か
れ
、
愛
唱

歌
や
多
田
武
彦
男
声
合
唱
組
曲

の
ほ
か
、
目
玉
と
し
て
第
２
ス

テ
ー
ジ
で
弦
楽
四
重
奏
の
伴
奏

で
「
愛
の
予
感
」
「
な
ご
り
雪
」

「
桜
色
舞
う
こ
ろ
」
な
ど
の
日
本

歌
謡
曲
名
曲
集
を
歌
う
。
入
場

料
は
10
ド
ル
。

紐
育
男
声
合
唱
団

12
月
１
日
に
演
奏
会

父
を
早
く
に
亡
く
し
、
仕
事

で
忙
し
い
母
に
代
わ
っ
て
私
を

育
て
て
く
れ
た
祖
父
母
。
祖
父

は
明
治
生
ま
れ
ら
し
い
、
一
本

筋
が
通
っ
た
人
で
し
た
。
モ
ダ

ン
な
一
面
も
あ
り
、
い
つ
も
チ

ェ
ッ
ク
の
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ

の
つ
な
ぎ
を
着
て
庭
仕
事
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
祖
父
に
今

も
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
「
女

の
子
は
い
つ
で
も
手
足
の
爪
と

歯
を
き
れ
い
に
し
て
い
な
さ

い
」
と
し
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で

す
。
小
さ
い
頃
か
ら
の
習
慣
で

そ
れ
が
自
然
に
身
に
つ
き
、
身

奇
麗
で
清
潔
で
い
る
こ
と
を
女

性
の
た
し
な
み
と
し
て
、
思
春

期
を
過
ご
し
ま
し
た
。

祖
母
か
ら
は
「
女
性
ら
し
さ

の
基
本
は
、
ひ
ざ
、
ひ
じ
、
か

か
と
、
足
の
裏
が
き
れ
い
で
あ

る
こ
と
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

母
と
３
人
で
お
し
ゃ
べ
り
を
し

て
い
る
間
も
、
祖
母
は
い
つ
も

そ
の
あ
た
り
を
な
で
た
り
、
さ

す
っ
た
り
。
ど
ん
な
に
行
儀
作

法
や
教
養
を
身
に
つ
け
た
と
し

て
も
、
女
性
の
美
し
さ
を
あ
ら

わ
す
「
素
」
の
部
分
を
お
ろ
そ

か
に
し
て
は
い
け
な
い
と
伝
え

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
う
環
境
で
育
っ
た
せ

い
か
、
今
に
至
る
ま
で
、
真
っ

赤
な
マ
ニ
キ
ュ
ア
や
濃
い
メ
イ

ク
と
は
無
縁
。
そ
れ
よ
り
も
、

手
入
れ
の
行
き
届
い
た
爪
で
あ

る
こ
と
の
ほ
う
が
大
事
で
、
メ

イ
ク
に
関
し
て
も
、
「
す
っ
ぴ

ん
で
き
れ
い
」
な
こ
と
を
最
優

先
に
し
て
き
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
で
多
忙
を
極
め
て
い
た

30
〜
40
代
は
お
手
入
れ
も
人
任

せ
。
シ
ャ
ン
プ
ー
は
毎
日
美
容

院
、
シ
ミ
が
で
き
た
ら
皮
膚
科

に
、
肩
が
凝
っ
た
ら
マ
ッ
サ
ー

ジ
に
通
う
よ
う
な
生
活
を
送
っ

た
時
期
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
50
代
で
自
分
の
ス
キ

ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
っ
て

か
ら
、
考
え
方
が
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
自
分
の
肌
の
回
復

力
を
信
じ
て
、
自
分
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
で
実

践
し
て
み
よ
う
と

思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。

実
は
７
年
間
苦

し
ん
だ
花
粉
症
も

自
力
で
克
服
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
何

年
も
ア
レ
ル
ギ
ー

薬
を
飲
み
続
け
、
外
出
す
る
と

き
は
マ
ス
ク
に
ゴ
ー
グ
ル
の
フ

ル
装
備
。
と
こ
ろ
が
一
向
に
よ

く
な
る
兆
し
は
な
く
、
薬
も
増

え
る
一
方
。
ど
こ
か
で
生
き
方

を
変
え
な
い
と
薬
に
負
け
て
し

ま
う
と
思
っ
た
矢
先
に
、
天
然

の
抗
生
物
質
と
い
わ
れ
る
プ
ロ

ポ
リ
ス
が
い
い
ら
し
い
と
聞

き
、
錠
剤
で
試
し
た
と
こ
ろ
、

１
か
月
ほ
ど
で
あ
れ
ほ
ど
苦
し

ん
だ
花
粉
症
か
ら
解
放
さ
れ
た

の
で
す
。
自
然
の
力
に
促
さ
れ
、

回
復
し
た
自
分
自
身
に
自
信
を

持
て
た
の
と
同
時
に
、
素
肌
も

自
分
の
お
手
入
れ
次
第
で
美
し

く
い
ら
れ
る
と
再
確
認
で
き
ま

し
た
。

（
つ
づ
く
）

（
左
は
著
書
『
心
ま
で
明
る
く

な
る
深
呼
吸
洗
顔
』
）

清
潔
に
す
る
こ
と
が
「
き
れ
い
」

の
基
本
と
教
わ
り
ま
し
た

ザ・ボディショップ社

長等、多くの化粧品を手

がけ、娘の肌荒れをきっ

かけに「LENAJAPON」を

設立。素肌で生きるため

の正しい洗顔法を提唱。

第1話

https://hiroko-nakakita.com/en/
https://crsny.org
https://kashiyama1927.com/


米
国
で
は
、
下
の
名
前
を
使

っ
て
呼
び
合
う
の
で
、
日
本
人

か
ら
も
ア
メ
リ
カ
人
か
ら
も

「
秋
野
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ホ
テ
ル
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
レ
ジ
デ
ン
ス
、

オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
広
範
囲
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ
て
き

た
。
内
装
建
築
に
関
し
て
の
知

識
で
は
誰
に
も
負
け
な
い
と
い

う
自
負
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
種
が
混
在

し
た
複
雑
な
ビ
ジ
ネ
ス
社
会
で

鍛
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
、
不

意
に
湧
い
た
問
題
の
解
決
に
も

役
立
っ
て
い
る
。
２
０
１
５
年

か
ら
18
年
ま
で
、
タ
ウ
ン
ハ
ウ

ス
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
の
ハ

リ
ス
・
リ
ロ
イ
建
築
デ
ザ
イ
ン

ス
タ
ジ
オ
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
数

百
万
ド
ル
規
模
の
高
級
住
宅
と

コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の
デ
ザ
イ
ン

と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
担
当
し
た
。
ま
た
過
去
に

は
、
大
手
の
ロ
ッ
ク
ウ
エ
ル
・

グ
ル
ー
プ
で
レ
ス
ト
ラ
ン
デ
ザ

イ
ン
に
携
わ
っ
て
い
た
。

１
９
９
６
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
工
科
大

学
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）
で
内
装
建
築
学

部
で
学
士
号
取
得
後
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
不
動
産
学
部
で
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
専
攻
し
、
建
設
経
営
学
修

士
号
を
取
得
。
秋
野
さ
ん
に
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
哲
学
が
あ
る
。

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
職
人

（
イ
ン
テ
リ
ア
・
デ
ザ
イ
ン
・

ク
ラ
フ
テ
ッ
ド
＝
Ｉ
Ｄ
Ｃ
）
た

れ
、
と
い
う
こ
と
だ
。
米
国
で

働
い
て
い
て
も
、
日
本
の
職
人

の
器
用
さ
と
繊
細
な
も
の
づ
く

り
の
技
術
を
大
切
に
す
る
文
化
の

国
か
ら
来
た
こ
と
を
常
に
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

こ
の
考
え
方
が
、
コ
ス
ト
減

少
を
図
り
な
が
ら
同
時
に
品
質

価
値
を
高
め
て
い
く
。
秋
野
さ

ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー

ト
し
た
時
か
ら
こ
れ
を
同
時
に

行
う
画
期
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
実

践
し
て
実
績
を
残
し
て
き
て
い

る
。
住
ん
で
い
る
場
所
も
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
タ
イ
ル
や
カ

ー
ペ
ッ
ト
、
建
材
店
が
密
集
す

る
エ
リ
ア
。
良
質
で
価
格
の
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
内
装
材
料
を
調

達
で
き
る
最
良
の
方
法
だ
か

ら
。
細
部
に
目
が
ま
わ
り
仕
上

が
り
は
芸
術
的
。
先
頃
オ
ー
プ

ン
し
た
話
題
の
高
級
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
「
海
華
月
」
の
内
装

も
秋
野
さ
ん
の
手
に
よ
る
も
の

だ
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
進
出
す

る
企
業
や
飲
食
業
に
と
っ
て
強

い
味
方
だ
。

（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

インテリアデザイナー

坂岡 秋野さん
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中
国
の
歴
史
に
一
石
の
み
な

ら
ず
ニ
石
を
投
じ
た
世
界
的
に

も
有
名
な
豚
肉
料
理
が
あ
る
。

１
０
７
９
年
、
中
国
北
宋
代
の

政
治
家
・
詩
人
・
書
家
の
蘇
軾

(

そ
し
ょ
く
）
は
黄
州
に
左
遷

さ
れ
、
「
晴
耕
雨
読
」
の
生
活

を
送
り
な
が
ら
当
地
の
豚
肉
を

称
え
そ
の
醤
油
煮
を
考
案
し

た
。
ま
た
黄
州
に
ち
な
ん
で
彼

は
東
坡
居
士
と
号
し
た
。
北
宋

第
６
皇
帝
の
神
宗
（
し
ん
そ
う
）

が
没
し
た
後
、
彼
は
中
央
政
界

に
復
帰
す
る
が
政
争
に
巻
き
込

ま
れ
１
０
８
９
年
、
再
び
今
度

は
杭
州
に
左
遷
さ
れ
る
。
地
元

に
貢
献
し
た
彼
は
お
礼
に
豚
と

紹
興
酒
を
献
上
さ
れ
、
得
意
の

豚
肉
の
醤
油
煮
を
作
り
人
々
に

振
る
舞
っ
た
。
そ
れ
を
絶
賛
し

た
人
々
が
料
理
を
蘇
軾
の
号
か

ら
「
東
坡
肉(

ト
ン
ポ
ー
ロ
ー)

」

と
名
付
け
、
そ
の
後
料
理
店
で

も
定
番
と
な
り
現
在
に
至
る
。

調
理
法
は
皮
付
き
の
豚
バ
ラ
肉

を
酒
、
砂
糖
、
香
り
づ
け
に
八

角
を
加
え
醤
油
で
煮
詰
め
る
。

こ
れ
が
一
石
め
だ
。

ニ
石
め
は
、
子
供
の
拳
く
ら

い
の
大
き
さ
で
、
テ
リ
の
あ
る

飴
色
の
プ
ル
プ
ル
と
し
た
ゼ
ラ

チ
ン
質
の
皮
の
下
に
、
今
に
も

崩
れ
そ
う
な
ほ
ど
柔
ら
か
く
な

っ
た
ぶ
厚
い
脂
身
と
、
わ
ず
か

な
赤
身
の
層
が
重
な
る
、
ど
の

角
度
か
ら
観
て
も
本
物
そ
っ
く

り
の
東
坡
肉
で
、
「
肉
形
石
」

の
号
を
持
つ
オ
ブ
ジ
ェ
だ
（
作

成
は
清
朝
時
代)

。
故
宮
博
物

院
の
翡
翠
白
菜
の
並
び
に
展
示

さ
れ
、
小
腹
の
空
い
た
人

を
次
々
と
誘
惑
す
る
。

オ
ブ
ジ
ェ
に
使
用
さ
れ

て
い
る
石
は
「
カ
ル
セ
ド

ニ
ー(

玉
髄)

」
の
仲
間
で

あ
る
「
ジ
ャ
ス
パ
ー(

碧

玉)

」
と
記
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
石
は
不
透
明
で

湾
曲
の
縞
が
な
い
こ
と
か

ら
、
同
族
の
透
明
度
も
湾
曲
の

縞
も
有
す
る
「
ア
ゲ
ー
ト
（
瑪

瑙
）
」
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
と
い
う

用
語
は
特
定
の
命
名
が
さ
れ
て

い
な
い
カ
ル
セ
ド
ニ
ー
全
般
に

用
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
間
違

い
で
は
な
い
。
カ
ル
セ
ド
ニ
ー

は
水
晶
と
同
じ
ク
オ
ー
ツ
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
鉱
物
で
、
あ
ら
ゆ
る

地
域
で
採
取
さ
れ
る
最
も
安
価

な
半
貴
石
だ
。

先
の
蘇
軾
は
東
坡
肉
を
「
金

持
ち
は
こ
ん
な
も
の
食
お
う
と

し
な
い
し
、
貧
乏
人
は
煮
る
こ

と
を
解
し
な
い
…
自
分
で
満
足

で
き
れ
ば
他
人
が
と
や
か
く
言

う
こ
と
は
な
い
」
と
詠
っ
た
。

美
味
な
そ
れ
と
、
本
来
な
ら
金

持
ち
が
見
向
き
も
し
な
い
石
に

加
工
を
施
し
「
宝
の
石
」
に
蘇

ら
せ
た
作
者
不
明
の
「
肉
形
石
」

に
妙
な
共
通
点
を
感
じ
る
の

だ
。

津

延

美

衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑

定
士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等

の
知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽

し
く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼

ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美

時

間

代

表

。

ブ

ロ

グ：
http//m

ijikan.blogspot.com
/

故
宮
博
物
院
「
肉
形
石
」 10

価
値
あ
る
設
計
と
デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
る

interiordesigncrafted.com

http://whiteboxny.org/
https://mijikan.blogspot.com/
https://www.facebook.com/yukarispayoga/
http://www.idocenter.com
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STUDENT  LIFE
週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校
（
工
藤
英
治
校
長
）

継
承
日
本
語
コ
ー
ス
は
３
日
、

「
秋
の
文
化
ま
つ
り
」
を
開
催

し
た
。
今
年
の
学
習
テ
ー
マ
は

「
日
本
の
食
文
化
」
。
年
少
児
童

に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
た

べ
も
の
た
っ
ぷ
り
た
い
そ
う
」

か
ら
始
ま
り
、
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
作
っ
た
日
本
料
理
の
レ
シ

ピ
紹
介
、
加
工
食
品
の
リ
サ
ー

チ
、
キ
ャ
ラ
弁
の
デ
ザ
イ
ン
な

ど
が
披
露
さ
れ
た
。

学
習
発
表
に
続
く
お
弁
当
作

り
で
は
、
生
徒
ら
が
お
に
ぎ
り

や
タ
コ
さ
ん
・
カ
ニ
さ
ん
ウ
ィ

ン
ナ
ー
と
卵
焼
き
づ
く
り
に
挑

戦
。
家
庭
か
ら
の
差
し
入
れ
メ

ニ
ュ
ー
も
た
く
さ
ん
加
わ
り
、

自
分
で
盛
り
付
け
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
ほ
ど
こ

し
た
世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
お

弁
当
を
笑
顔
で
ほ
お
ば
っ
た
。

「
食
欲
の
秋
」
「
味
覚
の
秋
」

「
文
化
の
秋
」
そ
し
て
「
学
び

の
秋
」
と
、
友
だ
ち
や
家
族
と

い
ろ
い
ろ
な
秋
を
満
喫
し
た
実

り
多
い
一
日
と
な
っ
た
。

手作り弁当

おいしいね！

フィラデルフィア日本語補習校

「
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
教
育

講
演
会
・
イ
ン
・
Ｎ
Ｙ
」
が
29

日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
、

マ
マ
ロ
ネ
ッ
ク
に
あ
る
ベ
リ
タ

ス
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
校
（
ハ
リ
ソ
ン
街
１
６
０
０

番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
国
際
部
の
田

畑
康
氏
が
海
外
生
・
帰
国
生
受

験
指
導
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し

て
の
経
験
を
ふ
ま
え
、
日
本
の

教
育
改
革
と
帰
国
生
受
験
に
つ

い
て
解
説
。
ま
た
、
受
験
や
社

会
で
「
武
器
に
な
る
英
語
力
」

の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
。
対
象

は
小
学
１
年
か
ら
中
学
２
年
の

子
供
の
保
護
者
。

参
加
無
料
、
要
事
前
予
約
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
４
・

６
９
８
・
申
し
込
み
は
氏
名
、

子
供
の
学
年
、
電
話
番
号
を
明

記

し

て

Ｅ

メ

ー

ル

eu
reka@

v
eritas-n

y
.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp://v

eritas-n
y
.com

を

参
照
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
石
塚
義
昭
校
長
、
東
43
丁

目
２
２
５
番
地
）
は
３
日
、
２

０
１
９
年
度
入
学
に
向
け
て
学

校
説
明
会
を
開
催
し
た
。
校
長

か
ら
「
人
格
の
基
礎
を
形
成
す

る
多
感
な
時
期
に
し
っ
か
り
し

た
母
国
の
教
育
と
、
海
外
で
生

活
す
る
利
点
を
生
か
し
た
教
育

に
よ
り
世
界
に
貢
献
で
き
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
」

な
ど
同
校
教
育
の
重
点
が
話
さ

れ
た
後
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担

当
者
か
ら
指
導
内
容
の
説
明
や

映
像
に
よ
り
子
供
た
ち
の
学
習

や
体
育
館
で
の
活
動
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
た
。

さ
ら
に
２
０
１
９
年
度
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
化
さ
れ
る
出
願
方

法
及
び
手
続
き
の
流
れ
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
参
加

者
か
ら
は
、
「
入
園
・
入
学
の

考
査
方
法
や
土
曜
補
習
校
と
日

本
の
学
校
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
違
い
」
な
ど
積
極
的
な
質
問

が
多
く
、
入
園
・
入
学
に
向
け

て
の
意
欲
が
感
じ
ら
れ
た
。

終
了
後
の
校
内
ツ
ア
ー
で

は
、
各
教
室
や
図
書
室
、
体
育

館
な
ど
を
見
て
回
っ
た
。
参
加

者
は
図
書
室
の
本
の
数
や
体
育

館
の
広
さ
な
ど
充
実
し
た
施

設
・
設
備
に
驚
い
て
い
た
。

一
般
願
書
の
受
け
付
け
は
11

月
12
日
（
月
）
正
午
か
ら
26
日

（
月
）
午
後
11
時
59
分
ま
で
。

出
願
方
法
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

jp.ly
ceu
m
ken
n
edy
.org

の

「
入
学
案
内
」
か
ら
出
願
期
間

内
に
出
願
す
る
。
詳
細
は
電
話

２
１
２
・
６
８
１
・
７
９
２
９

ま
で
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数
３

７
７
人
）
は
10
月
28
日
と
今
月

４
日
の
２
回
に
わ
た
り
、
恒
例

の
「
表
現
学
習
発
表
会
」
を
開

催
し
た
。
同
発
表
会
は
司
会
進

行
や
お
互
い
の
発
表
の
評
価
も

行
い
、
審
査
員
に
よ
る
賞
の
ほ

か
、
生
徒
の
投
票
に
よ
る
賞
も

あ
る
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

に
な
っ
て
い
る
。

当
日
は
補
習
校
部
・
教
育
第

２
部
プ
リ
ン
ス
ト
ン
コ
ー
ス
の

全
中
高
生
66
人
が
、
各
自
が
設

定
し
た
演
題
に
つ
い
て
３
分
以

内
で
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
て

日
本
語
で
発
表
し
た
。
家
族
へ

の
愛
情
、
学
校
や
課
外
活
動
で

の
友
情
を
表
現
し
た
心
温
ま
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、

科
学
、
政
治
に
対
す
る
考
察
を

述
べ
た
も
の
等
、
内
容
は
多
岐

に
渡
り
、
感
受
性
豊
か
な
中
高

生
の
葛
藤
や
、
興
味
・
関
心
事

を
深
く
知
る
貴
重
な
時
間
と
な

っ
た
。
会
場
に
笑
い
が
巻
き
起

こ
る
場
面
が
何
度
も
あ
り
、
日

本
語
で
ユ
ー
モ
ア
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
彼
ら
の
言
葉
の
創

造
力
と
精
神
力
に
保
護
者
も
心

を
打
た
れ
て
い
た
。

表現学習発表会
プリンストン日本語学校で

中高生66人がスピーチ

リセ・ケネディ日本人学校

学校説明会

早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー

29
日
に
教
育
講
演
会

秋
の
文
化

ま
つ
り

学
習
発
表
と
あ
わ
せ
て
弁

当
づ
く
り
で
日
本
の
食
文
化

を
体
験
す
る
生
徒
た
ち

http://ymcatfv.org/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://www.jwsny.org
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幼児部で無料体験
NY育英学園サタデー

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
児
童
生
徒
数
２
６
４

人
、
片
山
隆
校
長
）
は
10
月
20

日
に
古
本
市
を
開
催
し
、
各
家

庭
か
ら
の
２
０
０
０
点
以
上
の

寄
付
に
よ
る
書
籍
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等

を
幼
児
・
児
童
・
生
徒
と
そ
の

保
護
者
に
安
価
に
提
供
し
た
。
　

毎
年
恒
例
の
古
本
市
を
心
待

ち
に
し
て
い
た
子
供
た
ち
、
保

護
者
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
気
に

入
っ
た
書
籍
を
手
に
取
り
、
買

い
物
を
楽
し
ん
だ
。
日
本
で
人

気
の
本
を
多
数
抱
え
た
初
等
部

３
年
生
の
劉
恵
里
那
さ
ん
は
、

「
新
し
く
見
る
本
ば
か
り
で
何

を
買
う
か
悩
ん
で
し
ま
う
。
私

は
10
冊
買
い
ま
し
た
が
、
今
か

ら
来
年
の
古
本
市
が
と
て
も
楽

し
み
で
す
」
と
話
し
た
。

同
校
は
充
実
し
た
図
書
館
の

場
を
通
じ
て
幼
児
・
児
童
・
生

徒
ら
が
幅
広
い
分
野
の
日
本
語

書
籍
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し

て
い
る
。
「
日
本
語
文
庫
」
は

４
０
０
０
点
を
超
え
る
蔵
書
が

あ
り
、
幼
児
か
ら
中
高
生
ま
で

活
用d

え
き
る
よ
う
図
鑑
や
人

気
シ
リ
ー
ズ
等
多
岐
に
わ
た
る

種
類
の
書
籍
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
取
り

揃
え
て
い
る
。
今
回
の
古
本
市

の
収
益
は
日
本
語
文
庫
の
新
規

図
書
購
入
な
ど
に
充
て
ら
れ

る
。

古
本
市
大
盛
況

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ

Ｉ
校

子
供
た
ち
に
大
人
気

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ

タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｎ
Ｊ
校
（
半

場
綾
子
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
幼
児

部
は
３
日
、
３
歳
か
ら
５
歳
児

を
対
象
に
し
た
幼
児
部
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

芸
術
の
秋
を
テ
ー
マ
に
、
楽

し
く
会
話
し
な
が
ら
折
り
紙
で

栗
作
り
に
挑
戦
し
た
。
作
品
を

見
せ
合
い
な
が
ら
一
緒
に
「
大

き
な
栗
の
木
の
下
で
」
を
体
を

い
っ
ぱ
い
に
使
っ
て
歌
っ
た
。

折
り
紙
の
後
は
運
動
の
秋
を
テ

ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
鉄
棒
に
挑
戦

し
た
。
両
手
や
足
を
使
っ
て
ぶ

ら
下
が
り
ポ
ー
ズ
を
決
め
、
周

り
の
み
ん
な
は
声
を
出
し
て
応

援
し
た
。

出
席
し
た
保
護
者
か
ら
は
次

回
の
イ
ベ
ン
ト
も
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
い
う
声
が
聞
か
れ
、

続
く
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
ク
ラ

ス
分
け
や
、
保
育
内
容
に
つ
い

て
の
質
問
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
石
塚
義
昭
校
長
）
の
全
日

幼
児
ク
ラ
ス
は
７
日
、
バ
イ
オ

リ
ニ
ス
ト
の
多
治
比
純
子
さ
ん

と
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
阿
部
公
美
さ

ん
を
招
い
て
秋
の
芸
術
鑑
賞
会

を
行
っ
た
。
子
供
た
ち
に
馴
染

み
の
あ
る
ジ
ブ
リ
の
音
楽
や
日

本
の
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
が
演

奏
さ
れ
、
ク
イ
ズ
も
取
り
入
れ
、

バ
イ
オ
リ
ン
の
弓
の
毛
を
バ
ラ

バ
ラ
に
し
て
馬
の
尻
尾
の
毛
で

で
き
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ

る
と
、
子
供
た
ち
は
一
様
に
驚

い
て
い
た
。
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏

体
験
で
は
、
初
め
て
触
れ
る
楽

器
に
緊
張
し
な
が
ら
も
多
治
比

さ
ん
の
ガ
イ
ド
に
よ
っ
て
子
供

た
ち
は
上
手
に
音
を
出
す
こ
と

が
で
き
て
興
奮
し
て
い
た
。

最
後
は
子
供
た
ち
か
ら
花
束

と
感
謝
の
言
葉
が
贈
ら
れ
、
和

や
か
に
秋
の
芸
術
鑑
賞
会
を
終

え
た
。

秋
の
芸
術
鑑
賞
会

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
で

全
８
回
源
氏
物
語
講
座
が

月
に
一
度
、
天
理
文
化
協
会

（
西
13
丁
目
43
Ａ
番
地
）
で
開

催
中
。
講
師
は
ペ
ー
ス
大
学

語
学
科
教
授
の
八
幡
真
帆
さ

ん
。
初
心
者
に
も
楽
し
め
る

内
容
で
古
典
文
学
を
面
白
く

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い

る
。
次
回
は
27
日
（
火
）
午

後
６
時
か
ら
７
時
ま
で
、
「
光

源
氏
の
須
磨
明
石
行

ご
め
ん

じ
ゃ
ス
マ
な
い
愛
の
ア
カ

シ
」
。
参
加
費
は

一
回
12
ド
ル
。

問

い

合

わ

せ

は

m
yahata@

pace.edu

ま
で
。

面
白
く
て

わ
か
り
や
す
い

源
氏
物
語
講
座

【
訂
正
と
お
詫
び
】

11
月
10
日
号
20
面
で
発
表

に
な
っ
た
硬
筆
書
写
コ
ン
ク

ー
ル
の
第
32
回
冬
期
課
題
で

す
が
、
「
高
校
・
一
般
の
部
」

の
課
題
が
誤
っ
て
前
回
の
も

の
が
掲
載
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
正
し
く
は
右
記
に
な

り
ま
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
課
題
見
本
が
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
る
デ
ジ
タ
ル

版（w
w
w
.ny
seikatsu.com

）

に
は
正
し
い
課
題
が
掲
載
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

硬筆書写コンクール

第32回冬期課題

正しくはこちらです

http://starchildny.com
http://shidogakuin.com
http://www.kodomony.org
http://asunarokokusai.blogspot.com
http://ze-edu.com
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今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

（鳥の胸の）さ骨

wishbone

国
連
日
本
政
府
代
表
部
で
10
月

31
日
、
「
ア
メ
リ
カ
大
学
進
学
」

と
題
す
る
セ
ミ
ナ
ー
（
勉
強
会
）

を
催
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
話
か

ら
重
要
な
項
目
を
抜
粋
し
て
シ
リ

ー
ズ
で
説
明
い
た
し
ま
す
。

Ｑ

在
米
６
年
で
娘
が
９
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
永
住
希
望
で
こ
の

ま
ま
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
進
学
し

た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
基

本
的
な
こ
と
や
今
や
る
べ
き
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
？

Ａ

日
本
の
大
学
受
験
と
は
全
く

異
な
り
ま
す
。
あ
る
保
護
者
は
、

「
時
間
が
長
い
、
お
金
が
か
か
る
、

複
雑
す
ぎ
る
」
に
つ
き
る
と
嘆
い

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
最
大
の
特
徴

は
、
本
人
が
人
間
と
し
て
い
か
に

「
ト
ー
タ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で

あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
視
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
①
学
校

の
成
績
（
Ｇ
Ｐ
Ａ-G

rade
point

av
erage)

、
②
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ス
コ

ア
、
③
課
外
活
動
、
と
い
う
絶
対

的
基
本
項
目
３
つ
、
そ
し
て
④
願

書
と
共
に
出
す
推
薦
状
、
⑤
エ
ッ

セ
イ
、
⑥
大
学
に
よ
っ
て
は
必
要

で
あ
る
面
接
。
全
部
で
６
つ
の
重

要
な
鍵
が
存
在
し
ま
す
。

ま
た
こ
れ
以
前
に
、
自
分
で
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
普
遍
的
カ
テ

ゴ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

人
種
、
出
身
地
、
生
い
立
ち
、
家

庭
の
経
済
力
。
こ
う
い
っ
た
背
景

の
枠
組
み
で
ま
ず
振
り
分
け
ら
れ

（
有
利
、
不
利
あ
り
）
、
６
つ
の
要

素
と
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
そ
の
結

果
が
合
否
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

が
、
そ
の
子
の
「
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」

を
構
築
し
、
そ
れ
が
大
学
が
希
望

す
る
学
生
像
に
値
す
る
か
ど
う
か

で
審
査
と
い
う
、
い
わ
ば
日
本
よ

り
は
る
か
に
複
雑
で
、
過
酷
な
現

実
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
娘
さ
ん
は
今
９
年
生
な

の
で
、
①
②
③
は
高
校
在
学
中
ず

っ
と
自
分
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
作

る
過
程
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
を
作
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、
高
校
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
存
在
で
す
。
早
い
子

は
８
年
生
で
中
学
の
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
と
高
校
で
の
計
画
を
立
て
る
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
私
立
の

一
貫
校
や
学
区
内
の
高
校
が
決
ま

っ
て
い
る
場
合
な
ら
、
よ
り
具
体

的
に
高
校
の
ク
ラ
ス
の
内
容
が
分

か
る
の
で
、
自
分
か
ら
話
し
に
行

く
子
も
い
る
よ
う
で
す
。

大
部
分
は
、
９
年
生
で
高
校
が

始
ま
っ
た
秋
に
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

積
極
的
に
相
談
を
始
め
、
ど
う
い

う
ク
ラ
ス
を
取
っ
て
い
く
か
、
こ

れ
か
ら
ど
う
い
う
過
程
で
大
学
進

学
の
準
備
を
行
う
の
か
な
ど
を
、

具
体
的
に
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。

娘
さ
ん
は
す
で
に
終
え
ら
れ
、
高

校
で
の
計
画
を
あ
る
程
度
描
い
た

段
階
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
は
時
期
的
に
、
切
羽

詰
ま
っ
た
11
、
12
年
生
と
の
面
談

で
手
い
っ
ぱ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
例
え
ば
メ
ー
ル
を
し
て
も
返

事
が
な
い
、
予
約
が
取
れ
な
い
な

ど
の
事
態
も
発
生
し
ま
す
。
ま
た

願
書
を
出
す
大
学
を
決
め
る
時
の

段
階
で
す
が
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は

そ
の
学
校
の
合
格
率
や
進
学
率
を

良
く
す
る
た
め
に
、
故
意
に
少
し

低
め
の
レ
ベ
ル
の
大
学
を
薦
め
る

傾
向
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
大
学
受
験
ま
で
の
高

校
で
の
す
べ
て
の
計
画
を
よ
り
的

確
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
る
、

学
校
外
の
大
学
進
学
専
門
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
雇
う
家
庭
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
数
千
ド
ル

か
か
る
ほ
ど
高
額
で
す
。

娘
さ
ん
が
９
年
生
の
時
点
で
で

き
る
こ
と
の
３
つ
の
項
目
に
戻
り

ま
す
。
成
績
に
関
し
て
で
す
が
、

や
は
り
学
校
で
の
成
績
は
で
き
る

だ
け
良
い
も
の
を
取
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
も
し
９
年
生
で

あ
ま
り
成
績
が
良
く
な
い
場
合
、

ま
だ
10
年
生
か
ら
成
績
が
ど
ん
ど

ん
上
が
っ
て
行
け
ば
、
そ
れ
も
大

学
か
ら
は
か
な
り
評
価
さ
れ
ま
す

の
で
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
チ
ャ

ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

次
に
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
で
す
が
、
Ｐ
Ｓ

Ａ

Ｔ

(P
relim

in
ary

Scholastic
A
ptitu

de
T
est)

と
い
う
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
国
が
行
う

「N
ation

al
M
erit

S
ch
olarsh

ip
Program

」

と
い
う
高
校
生
の

奨
学
金
制
度
応
募
の
た
め
に
必
要

な
テ
ス
ト
で
、
大
学
進
学
と
は
直

接
関
係
な
く
点
数
も
な
ん
ら
受
験

に
影
響
し
ま
せ
ん
。
学
校
に
よ
っ

て
は
、
９
年
生
で
点
数
な
し
で
こ

の
テ
ス
ト
を
ま
ず
受
け
さ
せ
る
所

も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
テ
ス
ト

が
重
要
な
の
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
と
同
じ

よ
う
な
形
式
の
出
題
な
の
で
、
実

際
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
受
け
る
前
の
良
い

練
習
に
な
る
こ
と
で
す
。

最
後
に
課
外
活
動
で
す
が
、
こ

れ
に
は
小
さ
い
頃
か
ら
続
け
て
い

る
ス
ポ
ー
ツ
や
音
楽
、
習
い
事
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
続
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
社
会

貢
献
や
弱
者
支
援
な
ど
が
中
心
と

な
り
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
取
れ
る
も
の
な
ど
が
奨

励
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
興
味
の
あ
る
も
の
を
調
べ
て
、

今
か
ら
で
も
す
ぐ
に
始
め
て
く
だ

さ
い
。
12
年
生
ま
で
続
け
る
ぐ
ら

い
の
覚
悟
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

来
月
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

を
詳
し
く
説
明
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

本欄への相談は

●NY日本人教育審議会

教育文化交流センター

Tel: 914-305-2411

Fax: 914-921-0393

info@jec-ny.org

●コメット

www.faminet.net/komet

【解説】wishboneは「鳥や七面鳥などの胸のさ骨」のことです。２人でさ骨の先を片方ずつもって引き合い、

長い方を取った人の願いごとがかなえられるという言い伝えがあります。今もサンクズギビングデー（感謝

祭）などにこれをして楽しむ家庭があります。さ骨は乾燥してからの方が折れやすくなります。

現地教育コンサルタント

コメット代表

高橋純子相談員（M.S.,CCC-SLP）

「アメリカ大学進学
パート１：基本情報」

https://japaneseschool.org
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飛
行
機
の
ま
ど
か
ら
下
を

見
る
と
、
青
白
く
光
っ
て
見

え
、
朝
か
夜
か
も
分
か
ら
ず
、

な
ん
だ
か
す
ご
く
不
安
を
感

じ
た
事
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。
わ
た
し
は
、
一
年
前

に
ア
メ
リ
カ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
に
引
っ
こ
し
て
き
ま
し

た
。
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は

か
ご
島
県
の
徳
之
島
と
い
う

小
さ
な
島
な
の
で
、
わ
た
し

は
ア
メ
リ
カ
が
ど
ん
な
に
広

く
て
大
き
い
国
な
の
か
想
像

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア

メ
リ
カ
へ
着
く
ま
で
、
初
め

て
こ
ん
な
何
度
も
乗
り
か
え

長
い
時
間
飛
行
機
に
乗
り
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
へ
着
い
た

時
は
、
も
う
夜
で
し
た
が
全

く
眠
く
な
く
て
そ
れ
に
周
り

は
み
ん
な
英
語
を
話
し
て
い

て
、
私
は
ア
メ
リ
カ
に
来
た

ん
だ
な
と
少
し
悲
し
く
な
っ

て
な
み
だ
が
出
ま
し
た
。
こ

こ
に
来
て
し
ば
ら
く
は
、
さ

び
し
く
て
、
い
つ
も
徳
之
島

に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
毎
日
徳
之
島
に
い
る

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
り
合
っ
て
話
す
事
が

一
番
の
楽
し
み
で
し
た
。
日

本
と
ア
メ
リ
カ
は
遠
い
け
れ

ど
、
テ
レ
ビ
電
話
を
使
え
ば
、

日
本
に
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
で
も
本
当
は
、
直
接
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
に
会
い
た
い
な

と
い
つ
も
思
い
ま
す
。

今
年
の
夏
休
み
は
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
や
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
の
海
へ
行
き
ま
し
た
。

海
は
、
徳
之
島
の
よ
う
に
き

れ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
遊
び
イ
ル

カ
の
群
れ
も
見
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
イ
ル
カ
の
家
族
の

群
れ
を
見
て
い
る
と
、
な
ん

だ
か
徳
之
島
の
み
ん
な
を
思

い
出
し
ま
し
た
が
、
小
さ
な

イ
ル
カ
が
一
生
け
ん
命
ジ
ャ

ン
プ
を
し
て
い
る
の
を
見
て
、

わ
た
し
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
か
ら
は
現
地
校
が
始

ま
り
、
学
校
で
は
英
語
ば
か

り
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

全
く
分
か
ら
ず
、
最
初
は
、

学
校
へ
行
く
の
が
い
や
だ
と

思
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
み

ん
な
が
わ
た
し
の
知
ら
な
い

暗
号
を
話
し
て
い
る
よ
う
な

気
に
も
な
り
ま
し
た
。
で
も
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
、
い
つ

も
優
し
く
親
切
に
接
し
て
く

れ
て
、
わ
た
し
は
次
第
に
ク

ラ
ス
の
仲
間
が
好
き
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
わ
た
し
の

事
を
マ
ユ
と
呼
ん
で
く
れ
、

分
か
ら
な
く
て
も
ず
っ
と
話

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
あ
る
日
、
ラ
ン
チ
を
食

べ
て
い
る
時
に
、
「
は
じ
め
ま

し
て
。
」
と
ア
メ
リ
カ
人
の
男

の
子
が
日
本
語
で
話
し
か
け

て
く
れ
た
時
は
、
本
当
に
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
だ
き
ち
ん
と
英
語
は
分

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
友
達
も

出
来
て
、
お
た
が
い
に
通
じ

合
え
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
事

が
楽
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

た
ん
生
日
に
は
、
犬
を
飼
う

事
も
出
来
、
今
は
、
犬
の
お

世
話
を
し
た
り
一
緒
に
遊
ぶ

時
間
が
一
番
好
き
で
す
。
ア

メ
リ
カ
に
来
て
な
け
れ
ば
犬

に
も
こ
こ
の
友
達
に
も
会
え

な
か
っ
た
の
で
、
今
は
こ
こ

で
出
会
え
て
本
当
に
良
か
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
日
本
は

大
好
き
だ
け
ど
、
ア
メ
リ
カ

で
も
日
本
と
は
違
う
勉
強
や

活
動
が
出
来
る
こ
と
は
い
い

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
大

変
な
事
も
あ
る
け
れ
ど
、
今

は
色
々
な
事
を
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
徳
之
島
に
帰
っ
た
時
は
、

み
ん
な
に
ア
メ
リ
カ
で
の
事

に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話
し
た

い
で
す
。
そ
の
日
が
来
る
ま

で
、
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い

事
を
た
く
さ
ん
経
験
し
た
い

で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
来
て
、

最
初
は
、
分
か
ら
な
い
と
こ

ろ
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
け
れ

ど
、
今
は
少
し
ず
つ
色
々
な

こ
と
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
新
し
い
自
分
に
な
れ
た
よ

う
で
す
。

（
滞
米
１
年
）

「ベースボール」
ニューヨーク育英学園サタデースクールNJ校小２

かわの　晴太

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月より

郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードして頂

くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送された

掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望の方は郵

送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

七
月
七
日
に
、
お
母
さ
ん
の

せ
ん
ぱ
い
の
と
う
げ
い
教
室

で
、
ロ
ク
ロ
体
験
を
し
ま
し
た
。

ま
ず
始
め
に
、
ロ
ク
ロ
の
使

い
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
お
手

本
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
自
分
で
ロ
ク
ロ
に
ち
ょ

う
戦
し
ま
し
た
。
ロ
ク
ロ
を
じ

っ
と
見
て
い
る
と
、
目
が
回
り

そ
う
で
す
。
お
手
本
を
見
て
い

る
と
、
と
て
も
か
ん
単
そ
う
に

見
え
た
け
ど
、
実
さ
い
に
や
っ

て
み
た
ら
と
て
も
む
ず
か
し
か

っ
た
で
す
。
一
番
む
ず
か
し
か

っ
た
の
は
、
器
の
底
を
広
げ
る

事
で
し
た
。

そ
の
後
せ
ん
ぱ
い
が
ぼ
く
の

作
っ
た
器
を
一
週
間
か
ん
そ
う

さ
せ
て
、
十
時
間
か
ま
の
中
で

す
焼
き
を
し
て
、
ゆ
う
薬
を
か

け
て
、
さ
ら
に
十
二
時
間
本
焼

き
を
し
ま
し
た
。

七
月
二
十
四
日
に
ス
タ
ジ
オ

に
取
り
に
行
き
ま
し
た
。
完
成

し
た
作
品
を
見
て
感
動
し
ま
し

た
。
器
が
す
ご
く
小
さ
く
な
っ

て
い
ま
し
た
。

二
つ
作
っ
た
の
で
一
つ
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
あ
げ
ま
し
た
。

（
滞
米
９
年
９
か
月
）

私
の
大
切
な
人
は
、
両
親
と

弟
で
す
。
い
つ
も
私
の
こ
と
を

大
事
に
し
て
く
れ
ま
す
。

弟
の
く
せ
は
、
帰
っ
た
ら
す

ぐ
に
ゲ
ー
ム
を
や
る
こ
と
で
す
。

弟
は
よ
く
走
り
回
っ
て
元
気
な

の
で
す
が
、
学
校
か
ら
帰
っ
た

あ
と
は
疲
れ
て
い
る
の
で
、
ゲ

ー
ム
を
す
る
た
め
に
す
わ
り
ま

す
。
そ
の
他
に
弟
は
よ
く
し
ゃ

べ
り
ま
す
。
今
日
の
授
業
で
し

た
こ
と
や
、
お
も
し
ろ
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
何
で
も
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
ゲ
ー
ム
好
き
で
す
。
弟

の
趣
味
は
、
水
泳
と
ゲ
ー
ム
で

す
。父

は
、
毎
日
、
た
い
て
い
耳

か
き
を
し
ま
す
。
こ
の
耳
か
き

の
話
は
こ
の
間
、
母
か
ら
聞
い

た
話
で
、
私
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
ま
た
、
弟
と
同
じ
で
ゲ

ー
ム
好
き
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
で

や
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
ゲ
ー

ム
を
や
る
こ
と
で
す
が
、
耳
か

き
も
趣
味
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。母

の
く
せ
は
、
い
つ
も
親
せ

き
の
人
た
ち
と
た
く
さ
ん
話
し

て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
電
話
、

メ
ー
ル
、
一
時
帰
国
で
会
っ
た

と
き
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
の
で

話
を
す
る
と
き
は
「
せ
っ
か
く

話
を
す
る
ん
だ
か
ら
」
と
思
う

の
か
、
い
っ
ぱ
い
話
を
し
て
い

ま
す
。

私
は
父
と
弟
の
ゲ
ー
ム
好
き

の
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
私
も

ゲ
ー
ム
好
き
な
の
で
、
三
人
そ

ろ
っ
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
父
と
母
は
ず
っ
と
私
の

両
親
た
ち
で
す
。
弟
も
ず
っ
と

私
の
弟
で
す
。
両
親
が
長
生
き

で
き
ま
す
よ
う
に
、
弟
と
い
つ

ま
で
も
仲
良
し
で
い
ま
す
よ
う

に
、
と
願
っ
て
い
ま
す
。

（
滞
米
６
年
）

「
ロ
ク
ロ
回
し
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
４

伊
是
名
　
レ
オ

六
月
二
十
四
日
、
ぼ
く
の
す
ん

で
い
る
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
の
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
や
き
ゅ
う

の
ち
く
大
会
の
け
っ
し
ょ
う
せ
ん

が
あ
り
ま
し
た
。
し
合
の
前
の
れ

ん
し
ゅ
う
で
、
あ
い
手
が
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
と
き
、
ミ

ス
が
な
く
、
つ
よ
い
と
思
い
ま
し

た
。「

し
ん
ぱ
ん
、
と
う
る
い
な
し
、

タ
イ
ム
あ
り
で
お
ね
が
い
し
ま

す
。
」
と
、
コ
ー
チ
た
ち
が
ル
ー

ル
を
か
く
に
ん
し
、
し
合
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ピ
ッ
チ
ャ

ー
で
し
た
。
コ
ー
チ
ピ
ッ
チ
だ
っ

た
の
で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
の
ま
ん
中
に
ボ
ー
ル
が
と

ん
で
き
ま
し
た
。
「
あ
ー
っ
、
も

う
間
に
合
わ
な
い
か
ら
、
な
げ
な

い
ほ
う
が
い
い
。
」
と
思
い
ま
し

た
。
け
っ
か
は
、
十
た
い
二
十
で

ま
け
ま
し
た
。
た
い
ち
く
ん
が
、

「
お
し
か
っ
た
ね
。
」
と
言
い
ま
し

た
。
二
位
で
も
メ
ダ
ル
を
も
ら
い
、

や
ま
と
く
ん
の
お
と
う
さ
ん
、
コ

ー
チ
ジ
ョ
ー
ジ
や
と
も
だ
ち
の
お

と
う
さ
ん
お
か
あ
さ
ん
は
、
「
が

ん
ば
っ
た
ね
。
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
は
く
や
し

か
っ
た
で
す
。

ら
い
年
マ
イ
ナ
ー
リ
ー
グ
の
チ

ー
ム
に
い
き
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ま

た
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
や
り
た
い
で

す
。
つ
ぎ
は
も
っ
と
た
ま
の
ス
ピ

ー
ド
が
は
や
い
の
で
、
お
と
う
さ

ん
と
ま
た
い
っ
ぱ
い
れ
ん
し
ゅ
う

し
た
い
で
す
。（

滞
米
２
年
２
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

（学年は応募時）

■児童生徒作文のページ■ 「大切な人」
駿台ミシガン国際学院小５
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「
新
し
い
わ
た
し
」

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

い
ず
み
　
ま
ゆ

https://sundai-osn.jp
http://www.newjersryjapaneseschool.org
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オ
ペ
ラ
団
体
「
オ
ペ
ラ
・
ポ

ム
・
ル
ー
ジ
ュ
」
の
新
作
オ
ペ

ラ
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
が
１
日

か
ら
４
日
ま
で
４
回
、
ミ
ッ
ド

タ
ウ
ン
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
で
上
演
さ
れ
、
小
規
模

な
が
ら
も
斬
新
な
舞
台
を
披
露

し
た
。

同
団
体
主
宰
者
の
釣
ア
ン
ナ

恵
都
子
の
演
出
は
、
ア
ン
ネ
役

の
ケ
イ
ト
・
フ
ラ
ク
タ
ー
マ
ン

だ
け
を
登
場
さ
せ
、
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
仕
立
て
で
ス
ト
ー
リ
ー

展
開
す
る
と
い
う
斬
新
な
舞

台
。
ご
く
普
通
の
女
の
子
の
日

常
の
気
持
ち
か
ら
、
隠
れ
家
生

活
の
辛
さ
や
特
別
警
察
に
見
つ

か
る
こ
と
の
恐
怖
、
強
制
収
容

所
で
殺
さ
れ
る
可
能
性
を
目
前

に
し
た
絶
望
の
中
で
の
明
る
い

将
来
へ
の
希
望
な
ど
が
、
気
持

ち
の
変
化
と
と
も
に
異
な
る
イ

シ
ュ
マ
ル
・
ワ
レ
ー
ス
の
ピ
ア

ノ
演
奏
と
フ
ラ
ク
タ
ー
マ
ン
の

歌
声
と
演
技
で
表
現
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
香
取
有
理
子
が
制
作

し
た
優
に
２
０
０
０
枚
を
超
え

る
白
黒
の
絵
が
圧
巻
。
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
映
し
出
さ

れ
て
演
技
や
音
楽
と
、
良
質
の

見
ご
た
え
あ
る
公
演
と
な
っ

た
。
ア
ン
ネ
が
日
記
を
綴
っ
て

い
る
よ
う
に
台
詞
の
英
語
が
絵

の
中
に
映
し
出
さ
れ
た
こ
と
で

も
、
敷
居
が
高
い
と
思
わ
れ
が

ち
な
オ
ペ
ラ
に
親
近
感
が
持
て

た
。

（
小
味
か
お
る
）

斬
新
な
舞
台
を
披
露

新
作
オ
ペ
ラ
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」

釣
ア
ン
ナ
恵
都
子
が
演
出

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
尾
竹
永
子
が
20
日
（
火
）

午
後
７
時
か
ら
８
時
30
分
ま

で
、
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ
ス
ト
サ

イ
ド
の
カ
テ
ド
ラ
ル
・
オ
ブ
・

セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
・
ザ
・
デ
バ

イ
ン
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
街
１

０
４
７
番
地
、
１
１
２
丁
目
）

で
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト

：
D

istan
ce

Is
M

alleable

」
の
実
験
公
演
を

行
う
。
尾
竹
が
映
像
や
絵
画
な

ど
の
若
手
ク
リ
エ
ー
タ
ー
ら
と

２
人
で
、
年
齢
や
規
範
の
差
を

超
え
て
デ
ュ
エ
ッ
ト
を
試
作
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
公
開
。
祖
父
で

日
本
画
家
の
尾
竹
竹
坡
の
作
品

の
前
で
踊
っ
た
映
像
も
公
開
さ

れ
る
。
本
公
演
の
後
、
来
年
は

ア
メ
リ
カ
ン
ダ
ン
ス
祭
で
初
演

し
、
全
米
各
都
市
を
巡
回
予
定
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
19
日

（
月
）
に
も
午
前
11
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
、
公
開
さ
れ
る
。

入
場
無
料
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トeikoan

dkom
a.org

を
参
照
。

尾竹永子踊る
20日7PMからジョン・ザ・デバイン大聖堂

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
琉
球
舞
踊
家
の
順
子
フ

ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
12
月
２
日

（
日
）
午
後
４
時
、
ロ
ー
ワ

ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
デ
ィ

ク
ソ
ン
・
プ
レ
ー
ス
・
シ
ア
タ

ー
（
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
通
り
１
６

１
Ａ
番
地
、
電
話
２
１
２
・
２

１
９
・
０
７
３
６
）
で
、
創
作

舞
踊
ソ
ロ
公
演
「
五
変
化
」
を

開
催
す
る
。

演
目
曲
は
、
オ
ペ
ラ
楽
曲
、

映
画
音
楽
、
民
謡
、
歌
舞
伎
音

楽
、
マ
ス
タ
ー
尺
八
演
奏
者
の

ダ
ニ
エ
ル
・
二
ョ
ラ
ク
・
シ
ー

ゲ
ル
の
生
演
奏
で
「
さ
く
ら
さ

く
ら
」
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
は
11

年
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
踊

り
、
14
年
ハ
ー
レ
ム
・
サ
マ
ー

ス
テ
ー
ジ
で
は
創
作
舞
踊
を
披

露
し
た
。
本
公
演
で
は
、
沖
縄

舞
踊
と
日
本
舞
踊
の
技
法
を
導

入
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
の

あ
る
五
演
目
に
振
り
付
け
、
五

役
を
早
替
わ
り
で
演
じ
る
。
自

作
の
衣
装
で
の
踊
り
も
あ
る
。

入
場
料
は
25
ド
ル
。
購
入
は

劇
場
窓
口
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w

w
.ov

ation
tix

.com

か
ら
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ル

JunkoF
isher@

verizon.net

ま
で
。

琉球舞踊家

順子フィッシャー
「五変化」12月2日

Ｎ
Ｙ
陶
芸
教
室
を
主
宰
す
る

西
森
ま
こ
の
陶
芸
個
展
が
19
日

（
月
）
ま
で
、
抹
茶
店
「
雪
月

華
」
（
東
７
丁
目
74
番
地
）
で

開
催
中
（
火
曜
定
休
）
。
同
教

室
は
24
年
の
歴
史
を
持
ち
、
延

べ
１
５
０
０
人
に
及
ぶ
多
国
籍

の
メ
ン
バ
ー
に
陶
芸
に
親
し
み

陶
芸
の
楽
し
み
を
分
か
ち
合
う

場
を
提
供
し
て
い
る
。

西
森
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の

展
覧
会
や
グ
ル
ー
プ
展
に
参
加

し
、
東
京
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
姉

妹
都
市
交
流
陶
芸
コ
ン
テ
ス
ト

の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
も
活

躍
。
今
回
は
西
森
氏
の
最
新
作

が
展
示
販
売
さ
れ
る
貴
重
な
機

会
と
な
る
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト

w
w

w
,setsu

g
-

ekkany.com

を
参
照
。

西森まこ陶芸展

19日まで雪月華で

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で
日
本
文
化

紹
介
事
業
を
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｊ
コ
ラ
ボ
（
佐
賀
関
等
代

表
）
は
12
月
６
日
（
木
）
か
ら

18
日
（
火
）
ま
で
会
員
作
家
に

よ
る
年
次
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
展

を
開
催
す
る
。

12
月
16
日
（
日
）
午
後
３
時

か
ら
５
時
ま
で
は
参
加
作
家
た

ち
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
や
作
家
と
の
歓
談
が
で
き

る
「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」
（
無
料
）

が
開
催
さ
れ
、
同
日
午
後
５
時

か
ら
７
時
ま
で
会
員
の
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
（
有
料
）
が
あ
る
。
住

所
は
　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
７
番
通

り
３
０
０
番
地
（
地
下
鉄
Ｆ
、

Ｇ
、
Ｒ
で
４
番
街
９
通
り
駅
下

車
徒
歩
５
分
）
詳
細
は

w
w

w
.j-collabo.org

Ｊ
コ
ラ
ボ

会
員
展
12月6日から

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
秋
吉
敏
子
の

米
寿
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
27
日

(

火)

午
後
８
時
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ

タ
ル
ホ
ー
ル
（
７
番
街
と
57
丁

目
の
角
）
で
開
催
さ
れ
る
。
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
中
世
日
本
研
究

所
・
日
本
文
化
戦
略
研
究
所
が

主
催
。
前
半
は
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
、

後
半
は
ル
ー
・
タ
バ
キ
ン
（
テ

ナ
ー
サ
ッ
ク
ス
、
フ
ル
ー
ト
、

ピ
ッ
コ
ロ
）
、
中
村
泰
士
（
ベ

ー
ス
）
、
マ
ー
ク
・
テ
イ
ラ
ー

（
ド
ラ
ム
）
と
の
カ
ル
テ
ッ
ト

で
演
奏
す
る
。
入
場
料
は
60
ド

ル
。
購
入
は
電
話
２
１
２
・
２

４
７
・
７
８
０
０
、
劇
場
窓
口
。

w
w

w
.carnegiehall.org

秋
吉
敏
子
が
公
演

カ
ー
ネ
ギ
ー
で
27
日

ブルックリン

第
２
次
世
界
大
戦
中
に
、
日
本
が

韓
国
女
性
を
強
制
連
行
し
て
、
日
本

兵
士
の
性
の
奴
隷
に
し
た
と
い
う
い

わ
ゆ
る
「
慰
安
婦
」
問
題
は
、
強
制

連
行
で
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
日
本
政
府
が
10
億
円
を
韓
国
政

府
に
２
回
も
払
っ
た
。
し
か
し
、
い

ま
だ
に
韓
国
政
府
は
日
本
は
謝
罪
も

賠
償
も
し
て
い
な
い
と
言
い
続
け
、

国
連
の
人
権
問
題
委
員
会
の
公
聴
会

に
元
慰
安
婦
と
称
す
る
お
婆
さ
ん
を

出
席
さ
せ
て
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
に
匹

敵
す
る
人
権
問
題
と
言
わ
せ
て
い

る
。
　
そ
し
て
今
年
の
７
月
30
日
、

カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
グ
レ
ン
デ
ー
ル

で
、
慰
安
婦
像
設
置
５
周
年
記
念
の

式
典
が
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。韓

国
放
送
（K

A
F
C

）
に
よ
る
と
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
駐
在
千
葉
明
総
領
事

が
、
複
数
の
市
議
会
の
有
力
者
に
慰

安
婦
像
撤
去
の
要
請
を
し
た
が
、
市

議
た
ち
は
記
念
式
典
で
、
像
の
保

存
・
維
持
の
決
意
を
表
明
し
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
　
千
葉
総
領
事
は
、

日
本
の
学
者
と
共
に
シ
ナ
ン
ヤ
ン
市

長
を
訪
れ
、
「
性
奴
隷
」
説
が
捏
造

で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
　
ま
た
、

同
市
内
に
あ
る
東
大
阪
市
が
寄
贈
し

た
日
本
庭
園
の
改
修
工
事
に
、
日
本

か
ら
造
園
技
師
を
派
遣
し
た
。
　
ま

た
今
年
４
月
に
は
桜
祭
り
を
開
催

し
、
総
領
事
が
市
長
と
共
に
桜
の
木

の
植
樹
祭
を
行
っ
た
。
　
こ
の
よ
う

に
、
総
領
事
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
と

の
友
好
に
務
め
て
い
る
が
、
慰
安
婦

像
の
撤
去
を
市
議
会
の
有
力
者
に
納

得
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
ら
し
い
。

そ
し
て
大
阪
市
は
昨
年
12
月
13
日

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
の
姉
妹
都

市
を
解
消
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

吉
村
洋
文
市
長
は
43
歳
、
日
本
の
市

長
の
中
で
は
２
番
目
に
若
い
。
九
州

大
学
法
学
部
卒
。
弁
護
士
の
資
格
を

取
得
し
て
い
る
。
彼
は
「
不
確
か
で

一
方
的
な
主
張
を
そ
の
ま
ま
歴
史
的

事
実
と
し
て
記
す
こ
と
は
、
歴
史
の

直
視
で
は
な
く
、
日
本
批
判
で
あ
る
。

日
韓
合
意
の
精
神
を
傷
つ
け
る
も
の

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
の
リ
ー
市
長
（
韓
国

系
）
が
６
月
12
日
に
急
逝
し
た
の
で
、

来
年
６
月
の
市
長
の
選
挙
後
に
、
新

し
い
市
長
に
姉
妹
都
市
解
消
の
通
告

を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
　

私
は
、
国
連
の
人
権
問
題
委
員
会

で
元
慰
安
婦
と
称
す
る
お
婆
さ
ん
た

ち
の
全
く
時
系
列
に
合
わ
な
い
“
デ

タ
ラ
メ
”
な
証
言
を
聞
い
て
「
よ
く

臆
面
も
な
く
国
際
的
な
場
所
で
申
し

立
て
る
も
の
だ
」
と
呆
れ
て
い
る
。

私
は
１
９
３
０
年
生
ま
れ
て
、
国
連

で
証
言
す
る
お
ば
あ
さ
ん
達
と
同
世

代
で
あ
る
。
日
本
の
統
治
下
に
あ
っ

た
朝
鮮
半
島
を
２
度
も
往
復
し
て
い

る
。
当
時
の
朝
鮮
の
社
会
を
見
て
き

た
生
き
証
人
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、

こ
う
い
う
デ
タ
ラ
メ
を
国
際
的
な
場

で
言
わ
せ
る
韓
国
政
府
に
驚
か
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。

国

連

の

人

権

問

題

委

員

会

（G
A

H
T

）
で
は
８
月
15
日
と
17
日

に
日
本
に
対
し
て
ア
イ
ヌ
問
題
、
沖

縄
問
題
、
在
日
朝
鮮
人
問
題
、
慰
安

婦
問
題
な
ど
を
提
起
し
た
。

外
務
省

総
合
外
交
政
策
審
議
官
の
大
鷹
正
人

氏
を
団
長
と
す
る
日
本
政
府
代
表

は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
丁
寧
に
回
答

し
、
委
員
た
ち
か
ら
は
、
か
な
り
高

い
評
価
を
う
け
た
。
　
し
か
し
、
部

落
問
題
と
慰
安
婦
問
題
に
は
ま
だ
疑

問
が
残
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

如
何
に
「
慰
安
婦
問
題
」
が
国
際

舞
台
で
韓
国
の
申
し
立
て
が
、
ま
こ

と
し
や
か
に
語
ら
れ
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
根
本
原
因

は
、
日
本
政
府
が
と
っ
た
ダ
ブ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
日
本
政
府
が
謝
罪
し
賠
償
金
を

支
払
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
委
員
た

ち
は
「
有
罪
」
と
思
い
こ
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。
　
慰
安
婦
は
民
間
業
者

に
よ
る
売
春
業
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
れ
は
当
時
の
日
本
と
朝
鮮
の
社

会
で
認
め
ら
れ
た
合
法
的
な
商
業
活

動
で
あ
っ
た
こ
と
等
、
日
本
政
府
は

こ
の
事
実
を
一
貫
し
て
主
張
す
べ
き

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

政
府
の
応
対
が
間
違
っ
て
い
た
に
し

て
も
、
事
実
を
曲
げ
て
、
こ
と
に
国

際
舞
台
で
言
い
立
て
る
韓
国
政
府
は

十
分
に
卑
劣
で
は
な
い
か
と
思
う
。
　

慰
安
婦
問
題
を
取
り
上
げ
続
け
て

い
る
国
連
の
人
権
問
題
委
員
会
で

は
、
数
年
ご
と
の
対
日
審
査
会
で
、

慰
安
婦
問
題
を
審
議
し
て
い
る
が
、

今
回
の
審
議
で
は
、
慰
安
婦
の
家
族

ま
で
が
審
議
の
対
象
と
な
い
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
元

慰
安
婦
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
て

も
、
家
族
に
よ
っ
て
訴
え
続
か
れ
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
兎
も
角
、

ベ
ル
ギ
ー
か
ら
選
出
さ
れ
た
ボ
ッ
ソ

ー
ト
委
員
は
常
設
仲
裁
裁
判
所
の
裁

判
官
で
、
元
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
裁
判
所

の
判
事
と
い
う
識
者
で
あ
る
。
　
彼

で
さ
え
「
日
本
に
い
る
40
万
人
の
韓

国
人
の
大
多
数
は
植
民
地
時
代
に
強

制
移
住
さ
せ
ら
れ
た
韓
国
人
の
子
孫

で
あ
る
。
　
性
奴
隷
が
適
切
で
な
い

理
由
が
理
解
で
き
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
　

彼
の
よ
う
な
識
者
が
国
連
の
よ
う

に
国
際
的
な
問
題
を
審
議
す
る
場

で
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
に
対
し
て
僅
か

な
そ
し
て
間
違
っ
た
知
識
で
発
言
さ

れ
て
は
、
裁
か
れ
る
側
は
た
ま
っ
た

も
の
で
は
な
い
。(

現
在
、
在
日
韓

国
人
は
48
万
Ⅰ
５
２
２
人
で
、
韓
国

人
が
45
万
６
３
３
人
、
北
朝
鮮
人
が

３
万
８
５
９
人
で
あ
る
。)

そ
し
て
、
私
が
最
も
遺
憾
と
思
う

の
は
、
韓
国
系
・
中
国
系
の
戦
後
生

ま
れ
で
子
供
の
と
き
に
ア
メ
リ
カ
に

移
住
し
、
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
う
け

た
女
性
た
ち
が
、
「
慰
安
婦
像
」
を

ア
メ
リ
カ
各
地
に
建
て
ろ
と
言
い
回

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
た
ち

は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
中
に
ベ
ト
ナ
ム

に
派
遣
さ
れ
た
韓
国
軍
兵
士
に
よ
る

暴
行
事
件
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
何
千
人
も
の
“
ダ
イ
ラ
イ
ハ
ン
”

と
よ
ば
れ
る
子
供
た
ち
が
ベ
ト
ナ
ム

で
差
別
さ
れ
貧
困
の
う
ち
に
育
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。

自
国
の
軍
隊
が
行
っ
た
こ
と
は
固

く
隠
蔽
し
て
、
70
年
前
の
「
慰
安
婦
」

の
実
態
を
脚
色
し
て
ア
メ
リ
カ
中
で

言
い
回
る
卑
劣
さ
に
は
全
く
呆
れ
て

し
ま
う
。
そ
し
て
、
も
っ
と
呆
れ
る

の
は
、
こ
の
一
部
の
在
米
韓
国
人
の

卑
劣
な
日
本
攻
撃
に
対
し
て
、
そ
れ

を
支
持
し
て
い
る
日
本
人
が
い
る
こ

と
で
あ
る
。
　
在
米
日
本
人
と
し
て
、

こ
ん
な
に
残
念
な
こ
と
は
な
い
。
　

ワ
イ
ル
ス
　
蓉
子
　

「
ポ
ト
マ
ッ
ク
通
信
」

編
集
・
発
行
者
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オペラ座の怪人
The Phantom of the Opera
MajesticTheatre
247W.44thSt.
(bet7th&8thAves)
$29.00〜$209.00 2h30m
www.thephantomoftheopera.com

©Broadway.com

パリのオペラ座の地下に棲む怪人

の、歌姫クリスティンへの悲恋物

語。ある日クリスティンは、怪人

の仮面を剥いでしまう。

--------------------------------------------------

シカゴ
Chicago
AmbassadorTheatre
219W.49thSt.
(betBroadway&8thAve)
$49.50〜$189.00 2h30m
www.chicagothemusical.com
1920年代のシカゴ台。愛人殺し

の罪を逃れたコーラスガール、

ロキシーは悪徳弁護士と組みス

キャンダルで一躍有名になる。

--------------------------------------------------

ライオン・キング
The Lion King
MinskoffTheatre
1515 Broadway
(cornerof45thSt)
$99.00〜$299.00 2h30m
www.disney.go.com/disney
theatrical

©Broadway.com

無実の父親殺しの罪で王国を追

われたライオン、シンバが、新

しい仲間と出会い、やがて勇敢

な「ライオンの王」に成長する

までの物語。

--------------------------------------------------

ウィキッド
Wicked
GershwinTheatre
222W.51stSt.
(betBroadway&8thAve)
$89.00〜$252.00 2h45m
www.wickedthemusical.com
物語は『オズの魔法使い』のラ

スト、西の魔女エルファバの死

から始まる。その死に狂喜する

オズの人々を前に、エルファバ

の親友が現れる。

--------------------------------------------------

ブック・オブ・モルモン
The Book of Mormon  
EugeneO'NeillTheater
230W.49thSt.
(betBroadway&8thAve)
$69.00〜 $199.002h30m
www.bookofmormonbroadway.com

©Broadway.com

モルモン教徒の青年ふたりが

ソルトレイクシティから可能な

限り遠くへ伝道に行った先はウ

ガンダ。過激なブラックジョー

クの意欲作。

キンキーブーツ
Kinky Boots
AlHirschfeldTheatre
302W.45thSt.

（bet8th&9thAves）
$55.00〜$199.00 2h30m
http://kinkybootsthemusical.com
実在の靴メーカー、W. J. ブルッ

クス社がモデルの実話。「差別

や偏見を乗り越えた時、世界は

変わって見える」。2005年英映

画のミュージカル化作品。

--------------------------------------------------

ビューティフル：
キャロル･キング物語
Beautiful:
The Carol King Story
StephenSondheimTheatre
124W.43rdSt.
(bet.6thAve.&Broadway)
$59.00〜$249.002h20m
www.beautifulonbroadway.com
世界中で大ヒットしたセカンド

アルバム「つづれおり」で知ら

れるシンガー･ソングライターの

半生を描いた新作。

--------------------------------------------------

アラジン
Aladdin
NewAmsterdamTheatre
214W.42thSt.
(bet7th&8thAves)
$57.50〜$215.002h30m
www.aladdinthemusical.com

「アラジンと魔法のランプ」が

アカデミー賞受賞作曲家の名曲

で登場。魔法のランプが巻き起

こす大冒険、そしてロマンス。

--------------------------------------------------

ハミルトン
Hamilton
RichardRodgersTheatre
226W.46thSt
(bet.Broadway&7thAve.)
$350.00〜$849.002h55m
www.broadway.com

©Broadway.com

合衆国憲法の起草者の一人、ア

レ キ サ ン ダ ー ・ ハ ミ ル ト ン

（1755-1804）の生涯をヒップホ

ップにのせて描く。

--------------------------------------------------

スクール・オブ・ロック
School of Rock--The Musical
WinterGardenTheatre
1634Broadway
(bet.50th&51thSts.)
$59.00〜$225.002h30m
www.schoolofrockthemusical.com
デューイは臨時教師として働き

く名門進学校で生徒バンドを結

成、大会で優勝する。同名映画

の舞台化。(2019年1月20日まで）。

--------------------------------------------------

ウェイトレス
Waitress
BrooksAtkinsonTheatre
256W.47thSt.
(bet7th&8thAve)
$79.00〜299.002h30m
www.waitressthemusical.com

©Broadway.com

気鋭のシンガーソングライター、

サラ・バリレスの楽曲で同名映

画が舞台化。南部の田舎でウェ

イトレスとして働くジェンナが

予想外の妊娠をきっかけに、本

当の幸せに目覚めていく。

--------------------------------------------------

ディア・エヴァン・ハンセン
Dear Evan Hansen
MusicBoxTheatre
239W.45thSt.
(bet.7th&8thAves)
$119.00~$299.00 2h30m
http://www.broadway.com
自分の存在を誰もが気にして来

なかったエヴァンは、突然一通

の手紙によって一躍有名にな

り、誰もが知りたく近づきたい

存在になったが…。

--------------------------------------------------

アナスタジア
Anastasia
BroadhurstTheatre
235W.44thSt.
(betBroadway&7thAve.)
$69.00~$275.00 2h25m
www.broadway.com

©MatthewMurphy

1997年同名映画の舞台版。記憶

を失いパリで暮らす孤児のアー

ニャはロシア革命時に行方不明

となった皇女なのだろうか。時

代が大きく変わるなかで、たく

ましく生きるアーニャの姿を新

作ミュージカルで描く。

--------------------------------------------------

カム・フロム・アウェー
Come From Away
SchoenfeldTheatre
236W.45thSt.
(bet.Broadway&7thAve.)
$69.00-$227.001h40m
www.broadway.com

カナダの小さい町ガンダーで実

際にあった話に基づく舞台。９

月11日、38機の飛行機と乗客６

千人超が緊急避難。文化や言語

を越えて町民は客人をもてなす。

カナダ発ミュージカル。

--------------------------------------------------

バンドビジット
The Band's Visit
EthelBarrymoreTheatre
243W.47thSt.
(bet.Broadway&7thAve.)
$49.00~$931.001h30m
www.broadway.com

©Broadway.com

エジプトの警察音楽隊が公演旅

行でイスラエルに入国する。予

定外の砂漠の真ん中の町に行く

はめに。灼熱の太陽のもと、音

楽隊員たちの思わぬ交流が始ま

る。2018年トニー賞10部門受賞。

--------------------------------------------------

アイランド
Once On This Island
CircleintheSquareTheatre
235W.50thSt.
(betBroadway&8thAve)
$89.50~$300.00 1h30m
www.onceonthisisland.com

©Broadway.com

カリブの島に住む勇気ある貧し

い少女が恋する相手は裕福な少

年。二人は身分の違いから離さ

れるが、少女は島に住む神々に

導かれて彼との再会のために奮

闘する。原作はローザ・ガイの

「My Love, My Love」。

--------------------------------------------------

フローズン
Frozen
St.James Theatre
246W.44th St.
(bet.7th &8th Aves)
$82.50〜$299.00 2h30m
www.frozenmusical.com

©Broadway.com

同名映画（邦題：アナと雪の女

王）で一世風靡した名作が舞台

に。映画版に新曲も加えたディ

ズニーミュージカル最新作。

--------------------------------------------------

マイ・フェア・レディ
My Fair Lady
Vivian Beaumont Theater
150W.65th St.
(Lincoln Plaza)
$97.00〜$325.00 2h55m
www.lincolncenter.org

©JoanMarcus

「王様と私」や「南太平洋」の再

演でトニー賞を着実に受賞する

演出家バートレット・シャーが、

名作を豪華絢爛な新演出で再演。

--------------------------------------------------

ミーン・ガールズ
Mean Girls
August Wilson Theatre
245W.52nd St.
(bet.7th &8th Aves)

$79.50〜$299.502h30m
meangirlsonbroadway.com
2004年の同名映画の舞台化、学

園コメディー。アフリカで育っ

たケイディにとって規則でがん

じがらめのシカゴ郊外の学園生

活はいかに。

--------------------------------------------------

サマー：ザ・ドナ・サ
マー・ミュージカル
SUMMER:
The Donna Summer Musical
Lunt Fontanne Theater
205W.46th St.
(bet.7th &8th Aves.)
$48.00〜$252.00１h40m
www.broadway.com

1970年代後半にディスコ界に君

臨したスター歌手ドナサマー

（1948-2013）の生涯を綴る新作。

-------------------------------------------------

ヘッド・オーバー・
ヒールズ
Head Over Heels
HudsonTheatre
145W.44thSt.

（bet.6th&7th Aves）
＄89.00〜$169.00 2h20m
headoverheelsthemusical.com

©Broadway.com

エリザベス朝を彷彿とさせるコ

メディー。ある王族が破滅の予

言を避けようと大奮闘。愛する

王国を守るため、一家は旅に出

る。ゴーゴーズの象徴的なポッ

プ音楽に合わせて展開。

-------------------------------------------------

プリティーウーマン
Pretty Woman
NederlanderTheatre
208W.41stSt.
(bet.Broadway&7thAve.)
2h35m
$99.00〜169.00
www.broadyway.com
ウォール街の青年実業家とコー

ルガール。援助交際から本当の

恋愛が生まれる。著名コメディ

ー映画を舞台にした新作。

--------------------------------------------------

ゲッティン・ザ・バン
ド・バック・トゥゲザー
Gettin' the Band Back
Together
BelascoTheatre
111W.44thSt.

（bet.6th&Broadway)
$39.50〜$189.00 2h20m
gettinthebandbacktogether.com

©JoanMarcus

40歳の誕生日に解雇された銀行

員はニュージャージーの実家に

戻る。高校時代の自分を思い出

し、ロック大会での優勝を狙い

当時の彼女とも再会して…。悲

喜こもごも新作コメディー。

--------------------------------------------------

キングコング
KIng Kong
BroadwayTheatre
1681Broadway
(50&51Sts)
$49.00〜200.002h30m
www.broadyway.com

©JoanMarcus

ロボット工学と人形劇と舞台芸

術が融合した革新的ステージで、

2000ポンドに20階建て相当の巨

大キングコングがブロードウエ

ーに現れる。女優と映画人のカ

ップルが1930年代のニューヨー

クから未知の島まで冒険の旅に

出る。

チケット料金（券面）は11/1〜11/30のものです。
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Letter From

Shi-boo-ya Halloween

Dan McDonald

Action
h e r o e s ,
d i n o s a u r s ,
ghosts, goblins
and ghouls
stalking the
streets in search
of candy,
threatening to
wreak havoc if
their demands are not met. Could be
any town or city in America on
Halloween. But Japan? While trick-or-
treating is gaining popularity in the
Land of the Rising Sun, scenes of cos-
tumed children going door to door are
still relatively rare.

But the nation that gave the world
cosplay surely can’t entirely miss out
on an opportunity for vampires, witch-
es and zombies to get together and
make a spectacle. Those who brave the
streets of Shibuya, Tokyo in the end of
October surely know the area hosts
perhaps the world’s largest Halloween
party, with the number of revelers
reaching the hundreds of thousands.

The streets around Shibuya Station
are closed to vehicle traffic for the
epic, all-night street party, with young
adults crowding the Scramble Crossing
and spilling out into side streets to
show off their creative ensemble. The
unofficial event is not without unfortu-
nate consequences, however. Locals
bemoan the noise and the large amount
of trash left behind in the streets.
Japanese news outlets even report
fights, overturned cars and other inci-
dents of vandalism. In a nation known
for good manners and orderly behavior,
this year the Mayor of Shibuya Ward
even called for an increased police
presence to ensure the ghoulish behav-
ior of a few did not ruin the outdoor
spectacle for others. 

Perhaps trick-or-treating will provide
a more law-abiding outlet for young
Japanese to enjoy the holiday in the
future. After all, who could turn down
free purple sweet potato KitKat? Sign
me up.
(Dan is a newspaper columnist, editor
and Japanese translator. Interested
readers can contact him at
dan9605@hotmail.com)

On October 23, the Japanese
Chamber of Commerce and Industry in
New York held its grand 34th annual
dinner at the New York Hilton
Midtown.  About 800 persons attended.
The dinner was
held to pro-
mote friendly
exchanges and
stronger busi-
ness relation-
ships in the
U.S. and Japan
financial circle.

Former
New York
Mayor Michael
Bloomberg was
the keynote speaker. The ‘Eagle on the
World’ awards, which laud the merits
of cultural personnel, were given to the
painter Hiroshi Senju and the actor
George Takei. A Special Memorial
Award was presented to Mr. Nobuyoshi
Kuraoka (the deceased), who pioneered
Japanese food and restaurants and long
helped to popularize Japanese food; Mr.
Yasuhiro Makoshi, vice president of
Restaurant Nippon, received it in the
ceremony. 

Opened with the national anthems,
the dinner was followed by greetings of
Mr. Hidemoto Mizuhara, JCCI
Chairman (Mitsubishi Corp.) and Mr.
Koki Umeda, dinner chairman (Tokio
Marine).

Mr. Bloomberg had a dialog
with Mr. Vincent Coleman
(PricewaterhouseCoopers, LLP), joint
dinner chairman, referring to
Tokyo/New York relationship, charity,
climate changes and the U.S./Japan eco-
nomic issues, and then widely to his sep-
aration from the Republican Party after
the U.S. midterm election.

The entertainers this year
were Laura Osnes and Ryan Silverman,
Broadway singers, who passionately
sang “Tonight” from  “Westside Story”.
The proceeds from the dinner will be
used for the U.S./Japan friendship, better
education and community activity
through the JCCI charity funds.
(Ryoichi Miura/translated by Kunio
Shimura)   

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

Nobuyoshi Kuraoka
1932-2018

“I want New Yorkers to recognize
the beauty of Takaoka City’s Shikki
Lacquerware and Raden Glass prod-
ucts,” says the Management Director of
Amano Shikki Co., Amano Shinichi.   

The Raden Glass Fair, hosted by
Waza Co. Ltd., was held from October
23rd to 29th at the Waza Shop in New
York. This fair was focused on both
traditional Takaoka lacquerware and
the more recent evolution of Raden
glass, which were publicly shown in
New York City for the first time. The
purpose of the fair was to spread the
appeal of these products.

Raden is a traditional crafting tech-
nique in which a colorful variety of
seashells are whittled down to about
0.1 millimeters thick, cut into specific
patterns, and arranged to present the
beauties of nature, such as mountains,

rivers, flowers, and birds. It is one of
Takaoka City’s crafting techniques,
and in 1975, it was officially recog-
nized as one of Japan’s ‘Traditional
Crafts.’

Raden glass is made from excellent
glass material with a perfect trans-
parency. With their sheer beauty,
Raden glass products light up the faces
of anyone lucky enough to lay eyes
upon them; they illuminate the vibrant
colors of a rainbow and emit the com-
forting warmth of lacquer. Raden glass
is the blending of eastern and western
cultures, the merging of traditional and
modern times. At the fair, there is a
complete assortment of these luxurious
and beautiful products. Sake cups start
at a price of $80. (Ryoichi Miura/
Translated by Yudai Kaneda)

Shinichi Amano

Takaoka Lacquerware and
Raden Glass Fair

Held at Two of New York’s 
Waza Shops

Japanese American Social
Services (JASSI) held an annual event
“Shabu-Shabu Luncheon” in Shabu-
Tatsu located on 216 East 10th Street
on October 24th. The restaurant was
entirely reserved during the luncheon,
and there were a little more than 40
people participating in the event. Mr.

Shuho Yagi, president of T.I.C. Group,
which owns Shabu-Tatsu offered
shabu-shabu meals and desserts to the
participants for free.

Ms. Amy Murakami (79years old)
who came from New Jersey to join this
event said, “Since my children became
grown up, I’ve been living by myself.
Every year, I’m so excited about hav-
ing a chat with other people here while
I enjoy eating this delicious shabu-
shabu!” She showed a big smile on her
face. A 70-year-old woman who
recently immigrated to the U.S. from
Canada said that she had been expand-
ing her social network through the
activities of JASSI.   “I’m glad that we
can have a wider social circle through
this event.” said Mr. Yagi. At the end
of the event, he made a donation for
JASSI.  (Mami Sakurai/translated by
Satoshi Sueyoshi)

JASSI 
Shabu-Shabu lunch

Present from Shabu-Tatsu

34th JCCI Annual Dinner Gala
Both Senju & Takei Honored

Special Memorial Award to Kuraoka

In the Café Grumpy (383 7th Avenue,
Brooklyn), four pieces of Hidetaka Miyadate’s
work are currently exhibited. They are: “Can
You Feel Like I Do?” expressing the rain, the
latest of the series “Curve Lines”; and “Here
We Go” , the latest of “Lightning” series.

The rain is not linear like “Ukiyoe” style,
but curvy with rain particles fluttering in the
wind. He drew it having the nature view of
“Ukiyoe” as
borrowed scenery, which represents time and
space at dawn and morning sunlight.

He was born and brought up in a family of
the chief priest of shrine, and influenced by the
thinking way of the Japanese Shinto. When the

life of Japanese people was based in agricul-
ture, they considered the lightning as a signal of
rain and expected a good harvest. "For people,
the lightning was a symbol of hope". He por-
trays that momentary light on a canvas.

Hidetaka experienced office worker life
after his graduation from the Law Department
of Tohoku Gakuin University. However, he was
interested in photograph and design, so he
decided to live in the world of art and came to
the United States this spring. In contact with the
air of New York, Hidetaka’s progressing talent
as a creator scatters sparks like "lightning".
(Ryoichi Miura/Translated by Mami Yamada
Sakurai)

ART FROM NEW YORK

Hidetaka Miyadate’s exhibition in NY
In a cafe at Brooklyn, by Nov. 30

Miyadate stands in front of
his latest paintings at Café
Grumpy in Brooklyn. 
Photo by Ryoichi Miura

http://www.anything.ne.jp/newyork/
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戦
場
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
知
ら
れ
、
２
０
１
２
年
シ
リ

ア
取
材
中
に
爆
撃
を
受
け
命
を

落
と
し
た
マ
リ
ー
・
コ
ル
バ
ン

の
伝
記
ド
ラ
マ
。

作
家
マ
リ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
に

よ

る

「M
arie

C
olvin

's
Private

W
ar

」
（
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ

フ
ェ
ア
誌
掲
載
）
を
「City

of
G
hosts

」
（
ラ
ッ
カ
は
静
か
に

虐
殺
さ
れ
て
い
る
、
17
年
）
な

ど
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の

制
作
・
監
督
マ
シ
ュ
ー
・
ハ
イ

ネ
マ
ン
が
緊
迫
感
と
迫
力
み
な

ぎ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ド
ラ
マ
風

に
仕
上
げ
た
。

む
ろ
ん
戦
場
シ
ー
ン
は
多
い

が
コ
ル
バ
ン
の
人
と
な
り
を
描

き
出
す
内
容
で
、
バ
リ
バ
リ
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
と
同

時
に
、
そ
こ
に
は
恋
も
す
れ
ば

遊
び
も
す
る
魅
惑
的
な
女
性
が

浮
か
び
上
が
る
。
防
弾
チ
ョ
ッ

キ
の
下
に
イ
タ
リ
ア
高
級
ブ
ラ

ン
ド
、
ラ
・
ペ
ル
ラ
の
下
着
を

つ
け
て
い
る
の
も
「
自
分
の
死

体
が
掘
り
起
こ
さ
れ
た
時
、
印

象
的
じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
う
彼

女
特
有
の
シ
ャ
レ
だ
。

コ
ル
バ
ン
に
扮
す
る
の
は
イ

ギ
リ
ス
女
優
ロ
ザ
ム
ン
ド
・
パ

イ
ク
。
「
ゴ
ー
ン
・
ガ
ー
ル
」

（
14
年
）
で
ア
カ
デ
ミ
ー
主
演
女

優
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
が
、

本
作
は
そ
れ
以
上
に
パ
イ
ク
本

来
の
演
技
力
を
十
二
分
に
発
揮

し
た
作
品
と
い
え
、
ノ
ー
メ
イ

ク
に
近
い
ル
ッ
ク
ス
で
リ
ア
ル

感
を
出
す
。
共
演
は
ス
タ
ン
リ

ー
・
ト
ゥ
ッ
チ
、
ジ
ェ
イ
ミ

ー
・
ド
ー
ナ
ン
ら
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ク
イ
ー
ン

ズ
出
身
の
コ
ル
バ
ン
は
イ
ェ
ー

ル
大
学
卒
業
後
、
Ｕ
Ｐ
Ｉ
を
経

て
１
９
８
５
年
に
英
紙
サ
ン
デ

ー
タ
イ
ム
ズ
記
者
と
な
り
、
国

際
情
勢
を
専
門
に
レ
ポ
ー
ト
。

チ
ェ
チ
ェ
ン
、
コ
ソ
ボ
、
シ
エ

ラ
レ
オ
ネ
を
含
む
数
々
の
紛
争

地
に
入
り
、
凄
惨
な
実
情
と
住

民
の
生
の
声
を
伝
え
続
け
た
。

米
国
の
リ
ビ
ア
爆
撃
後
、
カ
ダ

フ
ィ
大
佐
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
最
初
の
記
者
で
も
あ
る
。

コ
ル
バ
ン
は
２
０
０
１
年
、

ス
リ
ラ
ン
カ
内
戦
取
材
中
、
Ｌ

Ｔ
Ｔ
Ｅ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
反
政
府

組
織
）
支
配
地
区
を
移
動
途
中
、

政
府
軍
が
発
射
し
た
ロ
ケ
ッ
ト

ラ
ン
チ
ャ
ー
爆
撃
余
波
で
左
目

を
失
明
。
以
来
、
海
賊
の
よ
う

な
黒
の
ア
イ
パ
ッ
チ
を
し
、
そ

れ
が
彼
女
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

に
な
っ
た
。
長
い
間
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ

Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障

害
）
に
も
悩
ま
さ
れ
た
が
紛
争

地
を
恐
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

「
権
力
者
の
決
断
一
つ
で
い
か
に

普
通
に
生
活
を
営
む
は
ず
の

人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
か
を
世

界
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
が
彼
女

の
記
者
と
し
て
の
使
命
だ
。
１

時
間
46
分
。
Ｒ
。

（
明
）

住
民
の
悲
痛
を
世
界
に
伝
え
る

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■
AMC Loews Lincoln Square 13

1998 Broadway

Regal Union Square Stadium 14
850 Broadway

CMX New York East 62nd Street
400 E.62nd  ST. 

A Private War

武装勢力の検問を受けるコルバン（パイク）

P
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re
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日本トルコ友好の航路展

日
本
ク
ラ
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
７
階
）

は
、
29
日
（
木
）
に
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
映
像

つ
き
交
響
楽
「
コ
ー
ル
・
フ
ォ

ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
ピ
ー
ス
」
に

関
連
し
た
展
示
会
「
エ
ル
ト
ゥ

ー
ル
ル
号
展

ト
ル
コ
と
日
本-

友
好
の
航
路
」
を
27
日
（
火
）

か
ら
29
日
（
木
）
ま
で
の
３
日

間
の
み
開
催
す
る
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
は
１
８

９
０
年
に
和
歌
山
県
串
本
沖
で

台
風
に
巻
き
込
ま
れ
て
遭
難
し

た
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
軍
艦
。
５

８
７
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
大

惨
事
と
な
っ
た
が
、
当
時
の
串

本
町
の
住
民
が
総
出
で
救
助
に

あ
た
り
69
人
の
船
員
の
命
を
救

っ
た
。
こ
の
救
助
活
動
が
後
の

ト
ル
コ
と
日
本
と
の
友
好
関
係

の
始
ま
り
と
な
っ
た
。

同
展
で
は
１
２
０
年
以
上
の

時
を
経
て
引
き
揚
げ
ら
れ
た
８

０
０
０
点
以
上
の
エ
ル
ト
ゥ
ー

ル
ル
号
遺
物
の
一
部
と
、
事
故

を
説
明
す
る
当
時
の
役
員
の
手

紙
、
串
本
町
の
医
師
に
よ
る
医

療
報
告
書
な
ど
、
貴
重
な
文
書

の
複
製
も
併
せ
て
展
示
す
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・

５
８
１
・
２
２
２
３
ま
で
。
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.n
ippon

clu
b.org

を

参
照
。

５
８
７
人
犠
牲
１
８
９
０
年
の
悲
劇

和
歌
山
沖
に
沈
没
し
た
軍
艦

69
人
の
命
救
っ
た
住
民

リ
ン
カ
ー
ン
・
セ
ン
タ
ー

是
枝
監
督
６
作
品

19
日
か
ら
一
挙
上
映

フ
ィ
ル
ム
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
・
オ
ブ
・
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
は
19
日
（
月
）
か
ら
29
日

（
木
）
ま
で
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
リ
ー

ド
劇
場
（
西
65
丁
目
１
６
５
番

地
）
を
メ
イ
ン
会
場
に
是
枝
裕

和
監
督
の
代
表
作
品
を
公
開
す

る
。
上
映
作
品
は
パ
ル
ム
ド
ー

ル
最
高
賞
に
輝
い
た
「
万
引
き

家
族
」、
２
０
０
４
年
最
優
秀
主

演
男
優
賞
受
賞
の
「
誰
も
知
ら

な
い
」、
13
年
の
審
査
員
賞
「
そ

し
て
父
に
な
る
」
な
ど
カ
ン
ヌ

映
画
祭
の
受
賞
３
作
品
の
ほ
か
、

監
督
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で
１
９
９

５
年
ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
受
賞
作

品
「
幻
の
光
」
、
「
歩
い
て
も
歩

い
て
も
」
、
「
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ラ

イ
フ
」、「
奇
跡
」。
家
族
と
人
間

関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
同
監
督

作
品
で
特
集
さ
れ
て
い
る
。

入
場
料
は
一
般
15
ド
ル
、
学

生
・
シ
ニ
ア
12
ド
ル
、
会
員
10

ド
ル
。
会
場
・
時
間
な
ど
の
詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.film
linc.org

を
参
照
。

日本クラブギャラリーで27日から

http://iwaokadental.com
http://myriverside.net/home
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com
https://www.aprivatewarfilm.com/trailer/


ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
人
気
の

あ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
一
人
、
ケ

ル
ス
テ
ィ
ン
グ
古
畑
祥
子
の
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
が
29
日
（
木
）

午
後
８
時
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
・

ホ
ー
ル
（
西
57
丁
目
１
５
４
番

地
）
で
行
わ
れ
る
。

古
畑
は
横
浜
市
出
身
。
３
歳

か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
武
蔵
野
音

楽
大
学
を
卒
業
後
、
ド
イ
ツ
に

渡
り
、
デ
ト
モ
ル
ト
音
楽
大
学

大
学
院
課
程
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
音
楽
大
学
大
学
院
課
程
を

修
了
。
ア
ル
ヌ
ー
ル
・
フ
ォ

ン
・
ア
ル
ニ
ム
教
授
、
ロ
ベ
ル

ト
・
ツ
ィ
ド
ン
教
授
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ブ
ロ
ン
ズ
教
授
な
ど
に

師
事
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地

で
の
定
期
的
な
ソ
ロ
公
演
の
ほ

か
ロ
シ
ア
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
、
ド
イ
ツ
・
ラ
ジ
オ
・
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
プ
フ
ァ
ル

ツ
・
シ
ア
タ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
ど
と
共
演
し
て
好
評
を
博

す
。
著
名
ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｃ
Ｄ
レ

ー
ベ
ル
の
Ｏ
ｅ
ｈ
ｍ
ｓ
ク
ラ
ッ

シ
ッ
ク
か
ら
２
枚
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ

ー
ス
。
２
０
１
７
年
の
カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
初
演
は
観
客
総
立

ち
の
盛
況
と
な
っ
た
。

入
場
料
は
45
ド
ル
〜
。
購
入

は
劇
場
窓
口
ま
た
は
ウ
ェ
ブ

w
w

w
.carn

egiehall.org

か

ら
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ド

「C
A

T
 30218

」
で
６
割
引

と
な
る
。

詳
細
は
同
公
演
主
催
者
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttp://choice-

savailable.co.uk/

を
参
照
。
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EVENT
■第91回メイシーズ・サンクスギビン
グデー・パレード＝22日 9:00　ウエス
トサイド（Central Park West 77th St
through 34th St on 6th Ave） 感謝祭の
恒例イベント。コミックキャラクター
のバルーンやフロート、全米選抜のマ
ーチングバンド、スターや歌手が出演
する。各テレビ局で生中継される。　
詳細はhttp://social.macys.com/parade
■第19回ウインターズ・イブ・アッ
ト・リンカーンセンター・スクエア＝
26日　17:30　Lincoln Center (Columbus
Circle to 70th St) Tel: 212-581-3774　入
場無料　リンカーンセンター周辺の店
舗が公共のスペースを利用して開催。
ジャグラーやストリートミュージシャ
ンの演奏など家族で楽しめる。ツリー
の点灯式も予定されている。
詳細はwww.winterseve.nyc/
■第86回ロックフェラー・センター・
クリスマスツリー点灯式＝28日 19:00
Rockefeller Plaza (30 Rockefeller Plaza)
入場無料　毎年恒例、巨大クリスマス
ツリーの点灯式。点灯カウントダウン
は21:00頃から。NBC放送から生中継さ

れる。ツリーは来年1月7日まで、毎朝
5:30から23:30まで点灯される。
詳細はwww.rockefellercenter.com

MUSIC
■2018年〜2019年カーネギー・ホー
ル・コンサート＝12月2日まで　時間、
料金はアーティストによって異なる
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　クラシック、オペラ、リサ
イタル、ポピュラーな軽音楽やジャズ
まど多彩な音楽を紹介する。出演：18
日ホワン・ディエゴ・フローレス／19
日ボストン・シンフォニー・オーケス
トラ／23日クリスマス・ホリデー・ス
ペキュタクラー／24日アーロ・ガスリ
ー・サンクスギビング・コンサート／
25日、26日ディスティングイッシュ・
コンサート／27日UN・シンガーズ・ピ
ース・コンサート／28日マスター・ボ
イス／29日ニュー・マンハッタン・シ
ンフォニア／30日クリスマス・ウィ
ズ・ティム・ジャニス／12月２日ニュ
ーヨーク・ユース・シンフォニー
詳細はwww.carnegiehall.orgr
■ブルーノート＝12月2日まで　開演時
間20:00、22:30　料金はアーティストに
よって異なる　Blue Note（131 W. 3rd
St）Tel:212-475-8592 出演：〜18日ボ
ブ・ジェームス・トリオ／19日〜25日
ディジー・ギレスビー・オールスター
ズ／27日〜12月２日ジョン・スコフィ
ールド・カルテット他　　　
詳細はwww.bluenote.net/
■バージ・ミュージック・コンサー
ト＝金〜日曜夜　時間と料金はアーテ
ィストによって異なる　Barge Music

（Fulton Ferry Landing Brooklyn）Tel:
718-624-208　船を音楽ホールに用した
水上でのコンサートシリーズ。室内楽
をメインに、ジャズ、コンテンポラリ
ーなどを演奏。無料公演もある。
詳細はwww.bargemusic.org
■メトロポリタン・オペラ2018年〜
2019年シーズン＝2019年５月11日まで
公演は日曜を除く毎日　時間は公演に
よって異なる　Metropol itan Opera
House (Lincoln Center) Tel: 212-362-
6000 料金：＄30〜＄480　今シーズン
から音楽監督に指揮者ヤニック・ネ
ゼ＝セガンを抜擢。新演出作品はサ
ン・サーンスの「サムソンとデリラ」
現代作曲家ニコ・マーリーの「マーニ
ー」、ベルデイ作「椿姫」、チレア作の

「アドリアナ・ルクブルール」の4作品。
レパートリー作品は「オテロ」「リゴレ
ット」「ドン・ジョバンニ」、「トスカ」

「アイーダ」などのほか、「魔笛」や
「ペレアスとメリザンド」なども上演さ
れる。詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
第１回ニッポン・アメリカ・ディスカ
バリー映画祭＝11/16・17日 時間は映
画によって異なる　Anthology Fi lm
Archives (32 2nd Ave.) 入場料：$10

（1作）〜40（全5作）薬物依存がテーマ
の「まっ白の闇」、性的少数者を映像に
収めた「凍蝶圖鑑」、アイデンティティ
ーを問う「ハーフ」、世界的芸術家の素
顔に迫る「≒草間彌生 わたし大好き」、
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広
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ま
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

375

天
使
の
誘
惑黛

ジ
ュ
ン

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2018年11月17日号

❶ 玉城沖縄県知事が講演

に
な
っ
て
い
た
が
、「
天
使
の

誘
惑
」
が
レ
コ
ー
ド
大
賞
を

受
賞
し
た
た
め
歌
唱
曲
が
変

更
さ
れ
、
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク

の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
で
出
場
し

た
。

富山県高岡市を舞台にした「デンサン」
の５本を上映して、ステレオタイプでは
ない日本・日本人」を紹介する新映画祭。
詳細はwww.nadf2.com
■ニューヨーク・シティー・センター／
コーラス・ライン＝18日まで　時間は曜
日によって異なる。City Center (130 W
55th St) Tel: 212-581-1212 料金：$50〜
＄150　同センター75周年記念公演の一
環として上演。1975年オフ・ブロードウ
ェーから誕生した同作品は公演数6137回
以上を数え、76年に９つのトニー賞、ド
ラマ部門のピュリッアー賞を受賞。ブロ
ードウェーの記録を塗り替えるだけでな
く、以降のブロードウェーのショーを変
えたと言われる記念碑的作品。
詳細はwww.nycitycenter.org
■第41回ビッグアップル・サーカス公
演＝2019年1月2７日まで　時間は曜日に
よって異なる　Damrosch Park (62nd St
bet Columbus & Amsterdam Ave)
Tel :212-257-2330　 入 場 料 ： ＄ 29〜
＄175　若いリングマスターのもと、猛
獣は登場しないが仔馬や犬などが愛嬌あ
る演技を披露する。アクロバットやピエ
ロなど、スリルと笑いがあふれるショー。
詳細はwww.bigapplecircus.com

ART
■ドラクロワ展＝2019年1月6日まで
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel ：212-535-7710　入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料　NY州在住者とNJ・CT州
在住学生は任意料金。フランスロマン派
の巨匠ウージェニ・ドラクロワ（1798〜
1863）の作品約150点を集めた北米初の
大規模展示。史実をテーマにした大作の
作家時代、自然をモチーフにした晩年期
など、さまざまな作風が鑑賞できる。
詳細はwww.metmuseum.org
■目に見えない海特別展＝2019年1月6日
まで　American Museum of Natuaral
History（200　Central Park West）
Tel： 212-769-5100　 入 場 料 ： ＄ 23
＄18（学生・シニア）＄13（２歳〜12歳）
海洋探査の最新情報や技術で表層の70％
が海に覆われた海洋惑星である地球の神
秘にとどまらず、科学的な解明を紹介す
る。詳細はwww.amnh.org
■江戸絵画自然の詩展／フィシュビー
ン・ベンダー・コレクション＝2019年1
月21日まで　Metropolitan Museum of Art
(1000 Fifth Ave) Tel :212-535-7710 入場
料は同上。南画、文人画、琳派など諸流
派が競った時代の、自然をモチーフにし
た絵画や陶磁器などを展示。　詳細は
www.metmuseum.org
■ヒルマ・アフ・クリント／未来への絵
画＝2019年４月23日まで　Guggenheim
Museum (1071 Fifth Ave) Tel:212-423-
3500　入場料：＄25　＄18（学生・シ
ニア）12歳未満無料　スウェーデン出身
の具象画家クリント（1862年〜1944年）
の回顧展。死後20年経過するまで作品を
公表しないという遺言で1986年まで未公
開だったが、モンドリアンやカンディン
スキーよりも早く抽象画に目覚めたその
感性の先見性に新鮮な透明性を見出せる
展示。
詳細はwww.guggenheim.org

１
９
６
８
年
５
月
１

日
に
発
売
さ
れ
た
黛
ジ

ュ
ン
の
４
枚
目
の
シ
ン

グ
ル
。
同
年
の
「
第
10

回
日
本
レ
コ
ー
ド
大

賞
」
を
受
賞
し
た
。
同

年
の
「
第
19
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ

紅
白
歌
合
戦
」
で
歌
わ

れ
た
。
当
初
和
服
姿
で

「
夕
月
」
を
歌
う
こ
と

フ
ラ
ン
ネ
ル
に
続
き
、
グ
レ

イ
に
関
す
る
考
案
。
「
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｙ
＝
灰
色
の
。
鼠
色
の
」
。
現

在
の
灰
色
は
、
物
を
燃
や
し
た

後
の
灰
の
色
。
一
方
、
鼠
色
は

動
物
の
ネ
ズ
ミ
の
色
を
指
す
。

色
の
使
用
に
も
様
々
な
制
約

が
あ
っ
た
江
戸
時
代-----

い
ま

で
は
信
じ
ら
れ
な
い
縛
り
だ

が
、
こ
れ
に
近
い
思
い

を
大
東
亜
戦
争
１
９
４

１
〜
45
年
）
中
に
体
験

し
た
。
明
る
い
色
や
目

立
つ
色
は
禁
止
、
国
防

色
と
い
う
名
の
陸
軍
軍
服
の
カ

ー
キ
色
に
近
い
色
に
日
本
全
国

統
一
さ
れ
た-----

戦
争
と
は
こ

ん
な
事
が
ま
か
り
通
る
の
だ
。

江
戸
時
代
に
話
し
を
戻
す
。

庶
民
の
間
で
茶
と
鼠
色
が
流
行

し
た
。
お
上
に
対
す
る
さ
さ
や

か
な
反
発
。「
四
十
八
茶
百
鼠
」

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
る
く
ら

い
色
に
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ

た
。
茶
の
変
化
を
48
色
と
す
る

と
、
鼠
に
は
１
０
０
色
も
の
バ

ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
白
に
近

い
ラ
イ
ト
グ
レ
イ
は
「
白
鼠
」。

桜
の
花
の
よ
う
な
淡
く
赤
味
が

か
っ
た
グ
レ
イ
は
「
桜
鼠
」
。

ま
た
、
「
利
休
鼠
」
は
千
利
休

の
名
を
借
り
た
緑
が
か
っ
た
グ

レ
イ
。
な
ど
な
ど
、
グ
レ
イ
の

奥
は
と
て
も
深
い
。
　
　
　

（
つ
づ
く
）

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
y
s
e
ik

a
ts

u
.c

o
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

古
畑
祥
子
29
日
に

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル

247：江戸時代の「四十八茶百鼠」

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活デジタル版」
スマートフォンやタブレットからも

紙面を丸ごと読めます！

バックイシューもご活用下さい。

www.nyseikatsu.com

http://www.yamagatadental.com
http://op-ed.jp
https://youtu.be/IdiuL7ErVfM
https://www.youtube.com/watch?v=rmnnsHt5PqQ
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http://www.nmsinfonietta.org/
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